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はじめに 

 

 文部科学省による青年海外協力隊への現職教員特別参加制度は、平成13年度に創設され

ました。派遣現職教員による任地における活躍と帰国後の派遣経験の活用方法の共有、活

用可能性の拡大を目的に開催される本シンポジウムも、お陰さまで今年度４回目を迎えま

した。今年度は17年度派遣隊員からの報告を中心に進められました。 

 本報告書は、本シンポジウムの内容を、教育委員会など、現職教員を派遣する皆様に広

くお知らせすることを目的に編纂されています。この報告書を通して、派遣現職教員が任

国において日本での教職経験を活かして素晴らしい活躍をしていること、そして帰国して

からは日本の学校教育の現場で青年海外協力隊の派遣経験があればこそなしえる優れた実

践を行い、海外での貴重な経験を教室や社会へ還元するよう努力していることを広く知っ

ていただければ幸いです。 

 シンポジウムでは、主催者である文部科学省大臣官房国際課吉尾啓介課長、共催者であ

るJICA青年海外協力隊事務局大塚正明局長より、派遣の重要性と意義をお話いただきまし

た。次に、16名の現職教員から帰国報告として任地での活動と帰国後の活動についてお話

いただきました。次に、派遣現職教員サポート活動の代表者から平成19年度の活動報告を

していただき、最後に４名の帰国隊員と筑波大学附属小学校教諭１名に派遣経験を活かし

た帰国後の活動についてパネルディスカッションを行ってもらいました。本報告書は、そ

れらの概要を収めています。 

 全国からお集まりくださった140名の参加者にお礼を申し上げますとともに、青年海外協

力隊を通して派遣される現職教員支援の輪を、今後とも皆様と広げていきたいと思います。 
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平成19年度 文部科学省・筑波大学 国際教育協力シンポジウム 

「開発途上国における派遣現職教員の活躍－帰国隊員報告会－」 

プログラム 

 

 

10：00～10：05

プログラム1 10：05～10：10

10:10～10:20

10：20～10：25

午前 分科会１ 分科会２ 分科会３ 分科会４

プログラム2 10：30～11：00
1 千澤賢太郎・H17･ベリーズ･養護 2 小野禎文・H17・南ア共和国・理

数科教師
3 野原俊之・H17･マーシャル・小学

校教諭
4 中村　希・H17・セントルシア・小

学校教諭

“変わらない自分の中で、変わってゆ
く”

“南アフリカと国際協力” “マーシャル共和国での取り組み” “帰国隊員報告”

休憩5分

11：05～11：35
5 佐野由美子・H17・ブルガリア・家政

教育
6 斎下　徹・H17・パラグアイ・養護 7 永井亜紀子・H17・ベトナム・青少

年活動
8 石郷　則晃・H17・ニカラグア・コ

ンピュータ

“JOCV活動　ブルガリア共和国ガブロ
ヴァ織物高等専門学校”

“当たり前にしていた「大切さ」を実
感できた2年間”

“ベトナムでの協力隊活動” “コンピュータ技術の隊員として「で
きること」”

プログラム3 11：45～12：00

12：00～12：15

12：15～12：30

（昼食）
12：30～13：40

午後 分科会１ 分科会２ 分科会３ 分科会４

プログラム2 13：40～14：10
9 小川建治・H17・ミクロネシア・日本

語教師
10 植松早苗・H17・モザンビーク・

野菜
11 小木曽尚子・H17・シリア・音楽 12 中沢智恵・H17・ボリビア･小学

校教諭

“こんなことをしました。－派遣前･活
動中･帰国後－”

“Contentamento” “言葉が通じなくても授業はでき
た”

“ボリビアから帰ってきました”

14：15～14：45
　13 尾形美沙子・H17・セネガル・小学

校教諭
14 梯　泰三・H17・ガーナ・理数科 15 佐藤　忍・H17・ニジェール・体

育
16 秋山　喜代・H17・バヌアツ・小

学校教諭

“隊員間の連携の大切さ” “青年海外協力隊で経験をしたこ
と”

“ニジェール・ドッソ第二中学校に
おける体育授業”

“バヌアツ　サント島ルーガンビル
市での音楽教育普及をめざして”

プログラム3 14：55～15:10

15：10～15：25

15:30～16:10

16:10～16:45

16:45～16:50

プログラム5 16:50～16:55

開会挨拶　　（中田英雄　筑波大学教育開発国際協力研究センター）

　　　　青年海外協力隊派遣の重要性（文部科学省大臣官房国際課長　吉尾　啓介）

　　　　青年海外協力隊派遣の重要性（JICA青年海外協力隊事務局長　大塚　正明）

　　　　「世界に飛び出すみんなの先生」DVD上映

　　　　「「長野県教員等ネットワーク」の活動について」　（北原三代志／バングラデシュ・体育／長野県須坂市須坂園芸高校教諭）

ディスカッション

　　　　まとめ　（田中統治　筑波大学大学院人間総合科学研究科）

閉会挨拶　（佐藤眞理子　筑波大学教育開発国際協力研究センター）

プログラム4

　　　　　派遣現職教員サポート活動報告（家政教育）　（佐々井　啓　日本女子大学家政学部被服学科）

　　　　派遣現職教員サポート活動報告（ハンズオン教材）　（服部　勝憲　鳴門教育大学教員教育国際協力センター）

　　　　　派遣現職教員サポート活動報告（幼児教育）　（浜野　隆　お茶の水女子大学文教育学部）

　　　　　派遣現職教員サポート活動報告（特別支援教育）　（前川　久男　筑波大学特別支援教育研究センター）

　　　　「筑波大学附属小学校を拠点とした派遣現職教員支援システムの構築」　（鎌田和宏／筑波大学附属小学校教諭）

　　　　派遣現職教員サポート活動報告（環境教育）　（村松　隆　宮城教育大学附属環境教育実践研究センター）

派遣経験を生かした教育活動に関するパネルディスカッション

　　　　「帰国後にもつながる学習支援」　（生田佳澄／ホンジュラス・小学校教諭／静岡県沼津市立今沢小学校教諭）

　　　　「派遣経験を生かした教育活動事例報告」　（堀口かえで／ルーマニア・ソーシャルワーカー／大阪府大東市立谷川中学校教諭）
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開会挨拶 

 

中田 英雄 

（筑波大学教育開発国際協力研究センター長） 

 

 

 皆さん、新年明けましておめでとうございます。お正月の気分の抜けない中、おそらく皆さん方

はこの会合が今年第一番のお仕事といいましょうか、そういうことになっていると思います。今日

お出でいただきまして、遠路はるばるお出でいただいた方もあると思います。本当にありがとうご

ざいます。私は実はこの会を毎回楽しみにしております。それは派遣された先生方がまず無事に帰

国され、そして現地でいろいろな体験をなさってきたことを心からお喜びしたいと思います。そう

思いたいのです。まずは帰国した先生方が無事にお帰りになったことを関係者とともにお喜びした

いと思います。先生方は1年9ヶ月ぐらいですか、現地で活動なさっていろいろなことを体験し、そ

してある時は驚きの連続であったかもしれません。その中で確実に何かを感じ取られ、そして自分

の中に取り込まれたんじゃないかと思います。今日はそういう話の一端をお聞きできれば幸いです。 

 帰国してまだ間もないと思いますけれども、そのような印象、そういったものは帰国後に徐々に

頭の中に沈殿していきます。そして沈殿していったものが徐々に自分の学級の中に学校の中にある

いは社会の中に少しずつ、意識するかにかかわらずそれが滲み出てまいります。そういったものを

私は楽しみにしています。いったいそれは何だろうか。先生方が途上国に行かれて日本の学校にあ

って途上国の学校にないもの、また途上国の学校にあって日本の学校にないもの、そしてどちらの

学校にもあるもの、そういったものを直接体験されたものと思います。そういう体験をこれからの

長い教職経験の中でまとめ上げていただいて血となり肉となり、それが授業の中に社会的な活動の

中に生きていることを期待します。若いときの経験は年をとってからの経験とは全く異質なもので

す。若いときに経験してよかったなと思われることが、何回もそういうことを体験されるんです。

現地に行かれた先生方はいったい何を体験されたのでしょうか。今日は短い一日ではありますけれ

ども関係者とともにその経験を共有したいと思います。是非よいお話、そしてちょっといいお話、

そしてこんな驚きがありましたということを私たちに聞かせていただければ幸いだと思います。先

生方のそのような体験が私たち大学の関係者にとって今後サポートしていくための大きなヒントに

なると思います。私たちもサポートする側として今日は勉強させていただきます。今日一日ありま

すけれども是非先生方のご発表を期待しております。 

 今日は遠路はるばるお集まりいただきまして本当にありがとうございます。では一日先生方のお

話を聞いて勉強させていただきます。どうぞよろしくお願いします。ありがとうございました。 
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プログラム１ 

 

青年海外協力隊の重要性 
 

 

 

 

 

文部科学省大臣官房国際課長 吉尾啓介 

独立行政法人国際協力機構（JICA） 
青年海外協力隊事務局長 大塚正明 
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青年海外協力隊派遣の重要性 

 

吉尾 啓介 

（文部科学省大臣官房国際課長） 

 

 

 みなさん、あけましておめでとうございます。実は10年ほど前に、教育協力の仕事に携わったこ

とがございまして、その当時いろいろ書いた報告書の中で青年海外協力隊への教員の現職参加がよ

り円滑に進むように方策を講じるべきだというふうな報告書を書いたものでございますが、それが

現代の現職参加制度ということに結びついてこうやってみなさんが帰ってこられた、これから出か

けられるというお姿を目の当たりにして、非常に感慨深いものがございます。そういうことを書い

た人間であるにもかかわらず、実はこのような報告会に出させていただくのは今回初めてでござい

まして、10年来こういう機会が訪れることを心待ちにしておりました。中田先生、先ほど毎年楽し

みにしてこられるということでございましたけれども、うらやましい限りでございます。今日は最

後までいろいろとお話を聞かせていただきたいと考えております。それから少々遅れましたが、ご

帰国になられました隊員のみなさまにはお帰りなさいと、それからこれからお出掛けになられる皆

様方には元気でいってらっしゃいということを、まず申し上げておきます。 

 文部科学省はこのご案内の通り、教育に関わる仕事をやっておる役所でありますけれども、なか

なか開発途上国での教育協力という点ではなかなか目に見えるかたちの活動ができているかどうか

自信のないところがございます。10年くらい前からそのあたりに力を入れだしたわけでございます。

伝統的にどちらかと言いますと、高等教育でありますとか技術教育といった面での協力にかなり力

を注いできた感がございますけれど、1990年のジョムティエン、タイのジョムティエンでの万人の

ための教育という宣言がされてから、初等中等への協力をどう進めていくかというところにかなり

注目を集め、その中で文部科学省でも何ができるかということでいろいろな諸策を講じてきたわけ

でございます。その中でこの直接的に初等中等教育に対する初等中等教育の現場に貢献できる現職

の先生方を派遣ということは、非常に重視をしてきたところでございます。この６年間で、現職派

遣制度ができて６年経っておりますが、この６年間でもうすでに437名の先生方にお出掛けいただき

まして、来年度は72名の方にさらに参加していただくということで、着実に成果を上げているもの

と考えております。文部科学省といたしましては、初等中等教育の分野に限りませず、全体的に教

育分野への国際教育を進めていかれる大学あるいは関係団体の方々の努力を支援しようということ

で、国際協力イニシアティブという事業を実施いたしておりますが、その中で特に現職参加制度で

出かけられる先生方を支援していくということで、筑波大学をはじめとします６つの大学等に、派

遣された先生方の現地での活動や帰国後に実施される教育関連活動の支援を行っていただいており

ます。本日はその関係でいろいろ成果が上がっておりますものを皆様方、また出かけられる先生方

に活用していただこうということで、本日付の日付が刷ってございますが、冊子を用意させていた

だいておりますので、お持ち帰りいただいて参考にしていただければ有難いことであるというふう
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に考えております。また筑波大学教育開発国際協力研究センターにおかれましては、皆様方の派遣

前研修、派遣期間中の相談助言等の支援をいただいておるところでございまして、皆様にとって心

強い味方であると考えております。この場を借りまして筑波大学のセンターの皆様方に感謝を申し

上げたいと考えております。 

 この１月５日のこのシンポジウムが今回皮切りということでございますが、特に日本各地でこの

ような制度の重要性、意義について理解を深めて、それから関心を持っていただくということが今

後多くの方に参加していただく上で非常に重要であるというふうに考えておりまして、全国でシン

ポジウム、ワークショップを展開するということを計画いたしています。今月から来月にかけまし

て高松、仙台、大阪でのシンポジウム、ワークショップを予定しておりますので、開催地付近にお

られます先生方、またお知り合いがそういう近隣の都市におられる先生方、広く呼びかけていただ

きましてこのようなシンポジウムにぜひ多くの方が参加していただけますように案内をいただけれ

ば有難く存じます。 

 さて、今年は洞爺湖サミットということで、中心的な課題は地球環境ということになるようでご

ざいますが、それも開発途上国との関係でいろいろなイシューが含まれておるものでございます。

また、TICADアフリカ開発支援会議、これも予定されておりまして、今年は開発途上国への協力、

特に教育といった場面でのいろいろなイシューがとりあげられて、広く皆様方の関心にのぼること

かと思っております。皆様方、教育の現場におかれましてそういった動きについても注目をしてい

ただきまして、皆様方の活動の中にいろいろな形で還元していただきたいというふう考えておりま

す。 

 翻りまして日本の教育の現状でございますけれども、教育再生会議がいろいろ提言をされており

ます。それから中央教育審議会で学習指導要領の改訂という作業が大詰めを迎えておりまして、こ

れからますます現場の先生方、ご苦労多いと思います。それから先生方を取り巻く状況というのも

免許更新制というふうなことが導入されて、いろいろな研修が取り入れられる、学校評価が厳密に

行われるということで、非常に現場の先生方大変になられるなというふうに考えております。一方

でOECDが12月の初旬に発表しましたPISAの学力国際比較調査の結果ということでなんとなくいま

ひとつ元気が出ない感じがする日本の教育界でありますけど、何もそんなに悲観することはない。

改善するところは改善するべきでありますけれども、悲観すべきことではない。日本の教育には誇

るべき強さが十分にあるものと考えております。ではその強さは何なのかということを本当はもう

少し十分に研究して売っていけるような形にしたいものだと考えております。そういった意味で国

際協力イニシアティブでいろいろな活動を大学の関連の先生方に展開していただいておるところで

ございますが、よく考えてみますと開発途上国での教育協力というのはなにも、日本が高所にあっ

て何かをしてあげているということでは全くないということを実感される先生方多いのではないか

と思います。我々も何を日本として提供できるのかということを考え、どのように提供したらいい

のかということを工夫していきますと、教育協力はなんというかつまるところ自分磨きの活動なの

ではないだろうかというふうな思いを強くいたしておるところでございます。現職教員派遣の重要

性という題で挨拶をせよと言われたわけでございますが、若干教育協力に関して課長として日頃思

っておることをまとまらないかたちでお話する形になりまして大変申し訳なく思います。最後にな
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りますが、本日のシンポジウムが皆様方の交流の場としていろいろな形での実り多い機会になりま

すことを祈願いたしたいと思います。最後になりますが、JICA青年海外協力隊事務局の本シンポジ

ウムの開催にあたりましての多大なご支援をいただきましたことに感謝を申し上げまして、私の挨

拶とさせていただきます。ありがとうございました。 
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－現職教員特別参加制度－ 
～その成果とこれからの課題～ 

 

大塚 正明 

（JICA青年海外協力隊事務局長） 

 

 

 あけましておめでとうございます。ただいまご紹介にあずかりました、JICA青年海外協力隊の大

塚でございます。本日は本シンポジウムの共催者としてご挨拶を申し上げます。 

 おかげさまで、青年海外協力隊における現職教員参加制度も今年で６年目を迎えました。先ほど

のビデオでご覧いただけましたとおり、現在派遣中の隊員１６５人が、現職教員として派遣されて

います。またすでに帰国されて、日本の教育現場に復帰された方は、２７２人になりました。あわ

せて４３７人ですが、当初の予定では、１年間で１００人を予定しておりましたので、６００人が

派遣されているとしたんですけれども、少し下回っているといえます。ところで、開発途上国では、

ひとりひとりの幸福につながる開発のプロセスとして、大変重要なのが教育分野での協力です。貧

困や平均寿命の差など、様々な開発課題の多くは、就業率の差とか、また教育の質の問題などに起

因しています。直接的な教育現場への協力は、開発途上国の子どもたちへの教育のみならず、同僚

教師、そして地域コミュニティに与える影響として非常に大きな効果があります。特に日本での教

育経験を活かしながら活躍する現職教員の活動は、現地でも非常に高い評価を得ています。約２年

間ものあいだ、１年９ヶ月ですが、現地の人々と同じ目線で生活をし、教育活動をする青年海外協

力隊は、開発途上国に対して与えるだけではなく、多くのものを得て帰ってきています。国際協力

におけるボランティア活動は、とくに教育の分野においては、一方通行の協力ではなく、双方向の

協力、ということがいえると思います。 

 青年海外協力隊の事業としましては、３つあります。まず、開発途上国の経済および社会の発展

または復興への寄与、２つ目は、開発途上国との友好親善および相互理解の深化、そして３つ目は、

ボランティア経験の社会への還元という３つの目標です。１つ目、２つ目につきましてはすでに様々

な報告をお聞きになっていることと思いますし、また本日の分科会において、帰国隊員の方々の実

体験における報告を聞いていただけると思いますので、ここでは３点目の社会還元に関連して少し

お話をさせていただきたいと思います。 

 昨年の夏に、我々JICAの方で、現職教員特別参加制度で派遣された、そしてすでに日本の学校に

復職された先生方約２００名の方に対してアンケート調査を実施いたしました。この参加特別制度

の（事業報告書）も取りまとめております。その報告書は本日資料コーナーに展示してありますの

で、ぜひ後でご覧いただきたいと思います。その中で特に、お伝えしたい次の２点について、この

場をお借りしまして、皆様方と共有させていただきたいと思います。 

 まず最初に、よく尋ねられる質問としましては、現職教員が協力隊に参加することは何がメリッ

トなのか、ということをよく聞かれます。これにつきまして、アンケートの中で、特に教育現場に

とってよかった点は何ですかという質問を行いました。このような結果が出ております。日本の教
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育の長所や短所を再確認できたという人が９１人で最も多いわけですが、次いで、広い目で学校教

育を考えられるようになった、また、他の業種・分野の人とのつながりができたという回答が多く

なっています。生徒を多角的かつ柔軟に見られるようになったという回答と合わせますと、教育に

対する批判とともに、広がりということを体得してこられたことが明らかだと思います。また協力

隊らしいのは、他の業種・分野とのつながりという回答ですが、派遣前訓練や現地での隊員同士で

の交流を通して、他の隊員仲間とのネットワークを構成し、帰国後も多いにそれを活用されていま

す。復職した学校でのキャリア教育のゲスト講師として、他の業種の帰国隊員をよび、子どもたち

に将来の様々な選択肢を提示していくという話をよく耳にしております。 

 次に、協力隊経験を帰国後の学校現場にどのように還元していくかということについて調査を行

いました。やはり具体的に、国際理解教育の内容が充実したという回答が最も多く、納得のできる

ところです。また、協力隊参加前との大きな変化として自覚されているのが、外国籍児童への対応

を含めた、子どもたちへの接し方の変化で、途上国で得た実体験での自信が、背景に表れているも

のだと思います。習得言語を授業に役立てている、というのは、帰国後も途上国の子どもたちとの、

インターネット等を通じた交流を図っているものというように理解しております。 

 このように、語学力もそうですけれども、海外で、地域の人々と同じ環境の中で生活をし、教師

として働いたことによるコミュニケーション能力とか、また対応能力の向上は、帰国後も様々な子

どもたちとの気持ちをしっかりと受け止められるということができるようになった大きな要因では

ないかというように思います。この調査によって、青年海外協力隊への参加は、開発途上国に与え

ることだけではなく、むしろ、貴重な実体験を多く得るもの、そしてそれらが日本の教育現場に役

立っているということが確認できたと思います。 

 ODA政府開発援助の大幅な削減によって、わが国の国際社会における立場は非常にきびしい環境

でありますが、国民一人ひとりがもっと国際問題または開発途上国の問題について関心を持つべき

だと思います。この意思改革の推進に対しては、外務省や我々JICAは当然ですけれども、学校教育

の現場においてさらに貢献が求められているのではないかと思います。一人でも多くの現職教員が

参加されて、その実体験を教育現場や日本社会に還元していくことが、開発途上国および日本相互

の利益につながるのではないでしょうか。この事業は、文部科学省、各都道府県の教育委員会、学

校・大学等、様々な多くの関係者や、また、協力隊を経験されたOBの方々、そして本日ここに出席

されております皆様のご理解とご支援なしには成り立たないと深く理解しております。 

 この場をお借りして、今後のご支援をお願いいたしますとともに、日頃から、JICA事業に対して

多大なるご支援ご指導をいただいております、文部科学省およびCRICEDの皆様方に対しまして、

深く御礼のことば、また今後のご支援をお願いしまして、私のご挨拶に代えさせていただきたいと

思います。どうもありがとうございました。 
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プログラム２ 

 

派遣現職教員の活躍 
 

 

 

分科会１ 分科会２ 分科会３ 分科会４ 

千澤賢太郎 教諭 

千葉大学教育学部附属特別支援学校 

ベリーズ 

養護 

小野禎文 教諭 

横浜市立潮田中学校 

南アフリカ共和国 

理数科教師 

野原俊之 教諭 

茨城県龍ヶ崎市立長山小学校

マーシャル 

小学校教諭 

中村希 教諭 

千葉県柏市立高柳西小学校

セントルシア 

小学校教諭 

佐野由美子 教諭 

新潟県長岡大手高等学校 

ブルガリア 

家政 

齋下徹 教諭 

静岡県御殿場養護学校 

パラグアイ 

養護 

永井亜紀子 教諭 

東京都江戸川区立一之江第二小学校

ベトナム 

青少年活動 

石郷則晃 教諭 

埼玉県立いずみ高等学校 

ニカラグア 

コンピュータ 

小川建治 教諭 

大阪府柴島高等学校 

ミクロネシア 

日本語教師 

植松早苗 教諭 

静岡県立田方農業高等学校

モザンビーク 

野菜 

小木曽尚子 教諭 

岐阜県中津川市立福岡中学校

シリア 

音楽 

中沢智恵 教諭 

長野県長野市立篠ノ井西小学校

ボリビア 

小学校教諭 

尾形美沙子 教諭 

藤沢市立湘南台小学校 

セネガル 

小学校教諭 

梯泰三 教諭 

徳島県上板町立上板中学校

ガーナ 

理数科教師 

佐藤忍 教諭 

新潟県阿賀町立上川中学校

ニジェール 

体育 

秋山喜代 教諭 

愛知県名古屋市立稲西小学校

バヌアツ 

小学校教諭 
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変わらない自分の中で変わってゆく 

 

千澤 賢太郎 

（17－1，ベリーズ，養護，千葉大学附属特別支援学校） 

 

 

 今ご紹介に与った千澤賢太郎と申します。現在千葉大学附属特別支援学校で養護教員をやってい

ます。現在やっているのは、生活単元を極める学校でして、遊びという活動を一生懸命やっている

のですが、今日はこのような場をお借りして私が２年間ベリーズという国で何をしてきたかという

のをお話できればと思います。私も３年前、ちょうどこの時期、１月の初めに同じようにこの場に

座らせていただいて、その頃はまだベリーズって何だろう、どこだろう？隣の人に「あんたどこ行

くの」みたいな、ドキドキ、ワクワクしながらいた頃でした。それが３年経った今、どうなって帰

ってきたのかというのがご紹介できればと思います。よろしくお願いいたします。 

 まずベリーズと聞かれて、今までベリーズという名前を、聞いたことがありますか？私は知りま

せんでした、派遣されるまで。どこの国で何なのだろうと思っていました。これがベリーズの国旗

なんですけど、現物でお持ちしたのですけど、見てわかるように、中に人がいるんですよね。国旗

の中に人が入っているというのは世界でベリーズだけだそうです。場所はどこにあるかというと、

中米です。ここにメキシコのユカタン半島があります。先ほどのビデオでホンジュラスの先生の紹

介があったのですけど、ホンジュラスが真下にあります。その上の小さな小さな国です。大きさは

日本の四国程度の大きさしかありません。本当に小さな国です。また四国程度といっても、実際に

人が住める地域は本当に限られていてほとんどがジャングルで、日本で言えばちょっとした町くら

いの大きさのものが点々と５～６つあるくらいの国です。人口は約30万人です。本当に少ないです

ね。以前調べると、新宿区と同じくらいだそうでした。それが一つの国の人口だということです。

人種は、先ほどの国旗にもありましたように、見てもらってわかるように黒人と白人を意味してい

るそうなんです。仲良くという意味なんですけど、すごく多民族国家で、クレオールというヨーロ

ピアンと黒人との合いの子、黒人の方は奴隷時代にいらっしゃった方々、あとはメキシコのメスチー

ソの方、先住民のマヤ、中国から来た人、台湾から来た人、その他ヨーロッパから移住された方が

たくさんいる。５人集まればほとんどが人種も宗教も違うような、そんな国でした。公用語は英語

です。各隊員の方は経験されていると思うのですが、公用語と実際現地でしゃべっている言葉は全

く違います。一応英語は通じるんだけども実際は現地の言葉ということでした。私は北寄りだった

のでスペイン語がすごく話されていました。気候は熱帯、雨季・乾季しかありません。産業は、人

口が少ないということなんですけど、サトウキビ、オレンジ、観光、これくらいしかなかったよう

な感じがしました。ほとんどが輸入に頼っている国で、そのため物価が非常に高かったです。例え

ば日本のペットボトル、日本で110円とかそれくらいですかね。同じくらいです。現地でも日本円で

90円、80円くらいな感じの国でした。通貨はベリーズドルといいます。１ＵＳＤ＝0.5ＢＺＤという

ことで計算がしやすいのですけど、ＵＳＤの方も非常に流通している国でした。政治は議院内閣制、
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元首は未だにエリザベス女王なんです。実はこの国、1970年代にイギリスから独立したばかりなん

です。その当時は英領ホンジュラスという名前でした。独立はしているんですけども未だに元首だ

けはエリザベス女王、お札にもエリザベス女王の顔があるという、そんな国でした。世界第２位の

バリアリーフがあるということで、ダイビングする人にとってはオーストラリアのあそこと沖縄と

ここ、というくらい有名な所らしいです。私は行ってから知りました。ベリーズというのはこのよ

うな国です。 

 私は一体何をしてきたのか。その前に私はなぜ隊員に参加したかといいますと、隊員に参加した

頃がちょうど30になる手前でした。そのとき病院を６年間やり終わったところなんですね。その時

に疑問に思うことが多々ありまして、俺が進んできた道は合っているのかと悩み始めた頃でした。

初心のときに描いたことが、今自分は出来ているのかとか、日々悩むことが多かったんです。その

ときにたまたま学校で現職教員参加制度のお知らせがあったので、「これだ」と思って参加させてい

ただきました。何か挑戦したかった、というのが、参加のきっかけになりました。 

 配属はMinistry of Educationです。文部科学省みたいな、ここに配属になりました。勤務先はMarry 

Hill RC School Special EDということで、ベリーズの学校はほとんど教会が経営をしているという形

でした。私の場合、RC、ローマンカトリックの学校でした。先生の給料は学校から払われるのです

けど、学校の経営自体は教会のグループがそれぞれやるということでした。私の場合はローマンカ

トリックのスクール、その中にある特殊学級という形になりました。 

 これは本校舎のほうで、日本と違って廊下がないので建物があってすぐ教室という形になります。

この辺が教室の入り口になるんですけど、すぐ中です、でなきゃ暑くてやってられないということ

もあるのですが。これが全校生徒です。日本でいう小学校１年生から中学校３年生までの学年がエ

レメンタリースクール、プライマリースクールとしていました。これが私が所属していたSpecial ED、

特別支援学級というところになります。小さな小屋という感じで離れにあって、本校舎と離れてい

るところも不都合がいろいろあったのですけども。 

 配属先はコロサルという、国でいう第三都市ぐらいの北寄りのところでした。配属期間は１年９

ヶ月です。要請内容としましては、同校には特殊学級があり、障害を持つ生徒が在籍しているがこ

れを指導する専門教員がいないためということで、ベリーズはすごくアメリカから近いということ

もありまして、色々な情報はすごく入ってくるんですが、なんとか養護学校を作れたり、特別支援

学級が作れたりしたのだけど、実際まだまだ教員を養成するという、その指導者を育てる環境がな

かったり、そういうところだったので、このようなものが求められていたのだと思います。私の地

位としては、養護教員コーディネーターということです。業務内容としましては、さまざまな障害

を持つ児童・生徒への指導、養護担当教員への助言・指導、養護教育センター設立の計画・立案と

いうのが要請内容でした。ここから実際、私がどのような活動をしてきたかというところに移って

いきたいのですけども、本題は先ほどお話ししたので、私の学級のお話です。 

 生徒は12名いました。この12名というのは、年齢は先ほどお伝えしたように６歳～15歳までいま

した。要するに小学校１年生から中学校３年生の子が一つの教室にいるんです。また障害児のほう

も多様でして、肢体不自由を持つ方から知的な障害を持っている方、言語障害を持っている方、聴

覚障害、視覚障害、全部が一つの教室に、しかも年齢はバラバラで在籍しているという形でした。
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そのうち教員は１名、サポート教員ということで近くから助けを求めて、地域の方で助けを求めて

ということでもう一人入ってきて、あと私が入りました。 

 赴任して最初の３ヶ月間何もできない状況でした。何をしたらいいんだろう、先ほど言った状況

が非常に辛かったんです。今まで私は日本の恵まれた環境、やりやすい学校の中で仕事していたの

がいきなり年齢がバラバラ、障害の形がいろいろあるという中で何をしたらいいんだろうというと

ころで、何もできなかったのが現状でした。その中で３ヶ月間、私が最初に考えた、とにかく見よ

う、とにかくここの学校、この学級がどんな所なのか見よう、というところから始めて、導き出し

た私がやっていこうと最初に決めたことです。まず、教育課程の定義というものが必要じゃないか

と思いました。授業はあってないようなものなんです。授業時間はあるんですけど、全部バラバラ

です。先生の気分次第だったんです。「今日は何の教科書持ってきてる？」という感じで、今日10

人中８人くらいが算数の教科書を持ってきている。じゃあ今日は算数をやろうか、今日は暑いから

体育はやめよう、とか、あってないようなものばかりだったので、まず時間通りに進めていくもの

をやっていきたいなと思いました。これは必ず必要だった、様子を知るということを考えました。

今お伝えしているように、それだけバラバラな子たちがいるので、学力の差がものすごくありまし

て、私が見る限りこの子はもっとできるんじゃないかな、という子が思ったよりできなかったり、

ということがあって、まずはそこからやりたいなという、基礎的な学力はある子が多かったのでや

りたいなと思いました。担任の障害理解、学級経営への提案、担任が行う授業への協力・提案、こ

の辺が私の課題で、最初に抱えました。 

 それでは実際にやってきた内容をお伝えしたいと思います。第一期、最初は先ほどお伝えしたよ

うに、観察をとにかくしました。見るというのがとにかく解決だと思いました。それからこれはす

ぐにできたことだったのですけど、体育の授業をやらせていただきました。子供たちは外で活動す

るのが大好きだったので、これはすぐに授業に移せまして、このような形で体育の授業で、これは

マラソンをやっていました。これはソフトボール投げ。これは縄跳びをやりました。これは日本で

私がやっていたことだったんですけど、バケツベースというものをやりました。これは子供たちに

は好評で、サッカーがやはり人気だったので、それを少し変化した形のようなものだったので、と

ても人気がありました。たまには他の、これは体育教員の方なんですけど、活動に来てもらって一

緒に協力してやったこともありました。これは日本でよくやられている（ボッチャ）というゲーム

なんですけど、これをやりました。これは教材がなかったので、実はこれ、赤いガムテープと青い

ガムテープでぐるぐる巻きにしただけなんですけど、十分にできました。中に砂を詰めて石を詰め

てガムテープでまとめたという感じです。 

 第二期、ここが中心になっていくところなのですが、私が中心を置いていた個別指導をやらせて

いただきました。最初に言ったように学力の差がすごくあるというところで、これは一人ひとりを

見ていかなきゃいけないなというのを非常に感じました。その中で、このように一人ひとり抽出と

いう形で別教室を用意していただいて、一人一週間に２～３回しました。この辺の教材は随分その

辺から集めて作ったりしました。教科ができる子は教科を、教科まで行けない子に関してはそのよ

うな個別に合った内容をやりました。できる子はパソコンも指導したりしました。中心としては第

二期ということで中盤は個別指導、一人ひとりの指導を中心に行いました。 
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 第三期をいうことで、これは最後の４ヶ月なんですけど、これは私が一番やりたかったことです。

何かというと集団授業というものが成立していなかったんです。授業は集団で行われていたんです

けど、先ほど言ったようにその日の担任の気持ちによって何をするかということもありまして、で

きない子はもちろん置いていかれますし、できる子でも遊んでいても教員は何も言わなかったので

是非これは集団でやるものをということで、作業をやりたいなと思いまして計画しました。実はこ

れ最初に計画していたんですけど、なかなか機会が無く、やっと最後の３～４ヶ月目で、ゴーサイ

ンが出て、出来ました。何も無いところから作っていきました。教室の前の芝生の上でいらない廃

材を使って、現地の方と一緒に作っていきました。農作業を選んだのですが、これは私がやってき

たということで選ばせていただきました。こんな感じで子供たちと毎日共に働くということでやら

せていただきました。３ヶ月しかなかったんですけども、なんとか一通りの過程を終えることが出

来まして、最後、大根を収穫できて、みんなで食べました。 

 こんな感じで私はやらせてもらったのですけど、やってきたことは体育、個別指導、作業という

ことだったのですけども、私は最初すごく悩んでいました。何かというと、現地で自分は何者なの

かということでした。ＪＯＣＶ、ボランティアなのかそれとも日本から来た教員なのか、何なのか

というところで非常に葛藤したことがありました。その中で私が導き出した答えというものは、日

本の教師でなくボランティアでもなくこの学校の一教員でありたいなと思いました。その中で私の

支えになったものは私がやってきた６年間でした。それがここベリーズの活動での全てになりまし

た。体育にしても個別の支援に関しても、やってきたものは全て日本で私が学んできたことでした。

逆にそこしかなかったんです。何か新しいものを、変えていこう、この国に合ったものを、という

のを考えていたんですけど、なかなかうまくいかない日々が多くありました。その国に合わせてい

くのは大切なことだったのですけど、まずは自分がどんなことをやってきたのかなというところが

大切でした。この２年間私が学んだことというのは、題名にある言葉なんですけど、変わらない中

で変わっていくというのは、私の中では思い、願いというのは何一つ変わらない、変わりはなかっ

たのですけどそれが結果的に周りが変わっていくことになったのかなと思いました。 

 ２年間やってきたことでそのようなことを感じ、帰ってきました。私は今何をしているかという

と、なかなか養護学校の場合は還元できないところがあります。正直、全く何もできていません。

何かできないかなという気持ちはあるのですけど、出来ないでいるところがあるので、今後その辺

を私なりに探して考えていきたいと思っています。 
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ブルガリア共和国ガブロヴォ織物高等専門学校 

 

佐野 由美子 

（17－1，ブルガリア共和国，家政，新潟県長岡大手高等学校） 

 

 

 よろしくお願いします。新潟県立長岡大手高等学校の佐野由美子です。現職教員派遣制度を利用

しまして、平成17年度４月より２年間青年海外協力隊としての派遣に参加させていただきました。

今年度４月より、新潟県立長岡大手高校に、派遣以前中に在職していました学校より転勤しまして、

現在に至ります。 

 ブルガリア共和国の概要等については、時間がありませんので、紙面をご覧ください。ブルガリ

アの位置ですが、ヨーロッパの地図の中で、このように小さな、黒海に面した所にブルガリア共和

国があります。私の任地でしたガブロヴォという町はブルガリア共和国のちょうど中央に位置しま

す。東西を分ける長い山脈があるのですが、バルカン山脈という所です。ブルガリア共和国の大き

な産業の一つであるバラの産地であるカザンラクという所から写したバルカン山脈で、山の向こう

側が私の任地になります。 

 ２年間ですが紙面で内容をまとめてみました。これから派遣される先生方がいらっしゃれば、派

遣前の訓練について少しご紹介したほうがいいかと思いまして内容に入れたのですけども、そうで

はないのかなという感じもありますので、ざっとスライドだけご紹介します。 

 見たこともないキリル文字から始めたブルガリア語ですが、二人の先生に丁寧にご指導頂きまし

た。教員として、二人の指導方法は私も非常に参考になり、お二人とも語学の先生ではありません

でした。男性の方は新聞記者で特派員として日本にいらっしゃった方です。女性の方は旦那さんの

お仕事が日本ということで、一緒にブルガリアから日本に来てまだ間もないということでした。訓

練の後、お二人の日本語のほうが非常に上達したんじゃないかなという感じもあります。語学だけ

ではなくいろんなことがあった訓練の様子です。このスライドは、私の６人派遣された同期の仲間

たちと先生二人と語学交流のときにお迎えした二人と写真を撮ったものです。後半に広尾訓練所と

ブルガリアＪＩＣＡ事務所との衛星通信で任地の様子を知るということがあったのですが、当初の

要請内容に無かったファッションデザインのカリキュラムも学校に全くないので、作ってほしいと

いうことがここで初めて知らされました。修了式で任国のほうに赴きました。１ヶ月間のホームス

テイ生活をしながら語学訓練を受けて、語学の実践実習ということで幼稚園へ実習に行って、最終

テストに合格して任地に向かいました。 

 私の任地のガブロヴォですが、人口７万人程度の中規模の町です。産業は衣料品の製造、皮革製

造等が中心になるような町です。気候については明瞭な四季を持っているブルガリア共和国なので

すが、夏は最高気温35度くらいのこともありました。冬は、私の住んでいたところはバルカン山脈

の麓にあたりまして、非常に寒くてなってマイナス30度という寒さの日がありました。冬の道路は

アスファルトの上に氷が張って、歩いて靴の底の跡がついているという状態です。上の写真は、冬
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は太陽があまり当たらないのですが、天気の良い日がたまたまあったので写してみたものです。食

料についても、非常に野菜、果物が豊富でとてもおいしくて、体を壊すことなく２年間過ごすこと

ができました。上の写真はロマといわれる家族で、ごみ収集所を転々と進んでいて、生活に使える

ものがないかということを生活の糧にしている様子です。 

 私の勤務先だったガブロヴォ織物高等専門学校です。校舎は非常に古くて、大きな校舎ですが、

ガラスが割れているところもあります。前の部分はコンクリートですがここはグラウンドで、体育

の授業をやっていました。車が停まっているのですが、この写真は卒業式のときで来校者が多く駐

車場代わりに使っているということです。非常に古い学校で、職業訓練校です。生徒数約300名で、

10年前に比べると生徒の人数が約半分近くになっているということです。14クラスありました。コー

スが非常に多く、織物、ニット、皮革製品、コンピュータ、衣料製造、服飾デザイン、関連コース

等のクラスがありました。教師数は36名です。要請内容は、ガブロヴォ織物高等専門学校で、日本

の高校１～３年生にあたる生徒に、ファッションデザイナーとして学生の製作に助言を与えること

がおおきな要請内容でした。先ほどお話ししましたファッションデザインのカリキュラムを考えて

ほしいということがありました。 

 今日は時間が短いのですけれど、要請内容であったガブロヴォの織物高等専門学校での授業の内

容プラスソフィア観光総合学校という所で日本料理の講習会をやりましたのでそのお話、また日本

で私が在職していました新潟江南高等学校とグランチャロフ総合学校という所で絵画交流をしまし

たので、それについてお話したいと思います。 

 ファッションデザインの授業ですが、当初私が事務所に聞いていた話ですと、私のカウンターパー

トの授業に助手のような形でついてアドバイスしていくということだったのですが、学校に行きま

したらあなた一人で最初から選択授業を作るから教えてくださいと言われ、いきなり一人で授業を

持つことになりました。カウンターパートもいますから、カウンターパートが授業を観に来て授業

内容の参考にしていくという形になりました。選択授業ということで、日本の教育とここもまた違

うところなのですが、全校から希望者を募る、コンピュータをやっていても、それから染めをやっ

ていても、どんなことをやっていても、やりたかったらどうぞという形でしたので、いろんなクラ

スからいるので、私が頭に描いていた形どおりの、日本の高校の被服科でやっているようなファッ

ションデザインの授業内容はそっくり当てはまりませんでした。基本的なところから、それからい

ろんなコースで参考にできるものを入れたほうがいいのではないかということで、授業内容を考え

ました。学校の担当の教頭先生も、好きなようにやってください、日本人の働き方を同僚に見せる、

それから日本の文化、日本らしいものをその中に入れて授業を組み立ててくださいということでし

たので、試行錯誤の中でやってきました。 

 新年度が９月からですから秋に入って木々も色づいてきて、とてもきれいだなと思って、だんだ

ん寒くなってきたので、外に日に当たって生徒たちといろんな話をしながら授業をするのもいいか

なと思って、そういう機会がないとうことだったので、スケッチをしたものを刺繍で表現をしまし

た。コンピュータを選択している生徒はそれもまたグラフィックで利用することもできるんじゃな

いかと思いましてそのように進めてみました。縫い物をするときはこのような教室でしました。こ

れは女性用のパンツの製図の絵です。縫い物をするときはこのロシア製のミシンと、ロックミシン
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というスカートの裾などを切りながらかがっていくミシンを使っていました。 

 授業の後半のほうには、日本の文化を取り入れるということで浴衣を作って、着物の形を実際に

作って理解する、そしてそれを洋服のデザインに入れたいと思っていたのですが、そこまでは時間

が足りなくてできませんでした。ブルガリア製の材料を使うことが私の大きな一つの目的でもあり

ましたので、学校に要請はしてあったのですが、なかなか材料が買えない、買うお金がないと言わ

れ続けて、予定より２ヶ月くらい遅れてこれは完成できないかもしれないと思いまして、思い切っ

て校長先生に直接、こういうことをしたいという計画があるのだけれどどうしたらいいかという話

をしました。じゃあすぐに買いに行こう、という形になりまして、こういうところが面白いところ

でもあったのですが、それまで私のほうで苦労もしたのですが、このようにして浴衣を製作しまし

た。ブルガリアでここの生徒たちが初めて自分で着物を作ったと思います。帯も作りました。帯に

は本当は合わない布だと思うのですが、学校側がどうしても光沢のある布でやりたいということで、

つるつるした薄いサテンという生地で作りました。これなんですけど、帯に結んでもほどけてしま

って駄目なんだと言っても見た目が大事だということで、どうしてもこれでやりたいということで、

私も硬くするために、中にちょっと厚いネルのような、いらないシーツのようなものが学校にあり

それを貰って、中に入れて芯の代わりにしたり、工夫して着ました。布が買ってもらえない間は、

茶道をやったり、書初めなどもやりました。時間稼ぎではないですけど、こういうことも取り入れ

て、ピンチをなんとか乗り越えて無事に完成しました。男子生徒が着ている浴衣はＪＩＣＡのブル

ガリア事務所にあったものを借りたものです。 

 文化祭が年度末の５月にありました。ファッションショー、それから作品展示会が町の中心地で

ありまして、その様子です。ブルガリアの生徒たちだけで考えた着物のイメージがこんな形です。

ろうけつ染めの模様を施して、こんな形になっています。これはカウンターパートの授業で製作し

たデザイン画です。後ろの作品とも展示しました。これはニットのコースの生徒の作品です。ここ

で日本文化紹介ということでファッションショーの中で生徒の作品を発表しました。音楽は沖縄の

三線の民謡を使って生徒たちが表現しました。小物なんかも、私は何も言わなかったんですけど、

雑誌等を見て、自分たちのイメージする日本というものをうまく表現できたんじゃないかと思いま

す。 

 年度末ですが、卒業式がありました。カウンターパートのクレメナさんは１年間一緒に仕事をし

ました。新年度は、彼女は私なしで、私の授業内容を参考にして自分で授業を組み立てているとい

うふうになって、私のほうはどうだったかというと、実は担当の教頭先生が病気で、新年度の授業

の組み立てが滞ってしまって、授業が組み込まれませんでした。で、どうしたかというと、あなた

やりたいんだったら自分で生徒を集めなさいと言われて、自分の授業計画を張り出したり、前年度

の授業を受けた生がまたやりたいと言ってきましたので、その生徒に何曜日だったら、何時からで

きる？という形で、自分で生徒を集めてやりました。新年度の60周年を迎える記念行事があり、こ

こでまた作品を発表しました。後期の、これは私の母校である大学の先生方から贈って頂いた材料

を使ってバッグのデザインをして製作をしました。 

 首都ソフィアの観光専門高校で日本料理講習会の講師をしました。この学校は料理の隊員を希望

していたそうなのですが、状況が難しいということで家政分野が全部出来る隊員がいるけれどどう
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かということで事務所から学校に紹介したら是非来てほしいということで、飛び込みの要請という

感じでしたが、３～４ヶ月くらいでしたが、ここで料理を教えました。ただブルガリアで簡単に手

に入るものでという条件だったので、味噌などは手に入りません。味噌汁はデモンストレーション

でやりました。サラダを作るときもキュウリは非常に大きいキュウリで、アクが強いのですが、板

ずりをして塩で少し揉んであくを取って柔らかくして、皮を少し使って、盛り付けると非常にきれ

いになると先生たちがよく感想を言ってくれました。日本の料理はきれいで野菜をたくさん使って

栄養価も高いということで理解して頂きました。非常に熱心な先生方で予習をしてきて、私が実習

のときに行くと、先生方は非常に素早く動いていました。お米はありますが魚はいなかったのです

が、お寿司をどうしても作りたいということだったのでサーモンやハムやチーズを使って、てまり

寿司、簡単に出来る料理をお教えしました。 

 時間がなくなってきたのですが、もう一つの活動で、絵画交流会をやりました。新潟の高校と、

コンピュータ隊員のいる学校と、絵画交流をすることになりました。この学校が、何か日本とやり

たいという話を出して、後輩の隊員が「佐野さん何かないかな」ということだったので、「じゃあこ

んなことはどうかな」と提案して即やってみようということで、私も日本に電話をして、始めるこ

とになりました。10月31日、展示会の初日ですがオープニングセレモニーの展示会場の前で学校の

吹奏楽部の生徒が演奏する、ＪＯＣＢも皆でイベントを企画するということで大変大きな初日にな

りました。日本の私が勤めていた学校でも文化祭でブルガリアの様子を展示したり絵画の展示もす

るということを行いました。それだけで終わってしまうのもつまらないと思いまして、私の任地で

も、私の勤めていた学校の作品を是非紹介したいと思いまして、展示会をすることになりました。

展示会場を探すのに非常に苦労たのですが、ブルガリア人の友人が助けてくれまして、学校の一部

に教育博物館があってその中のブースを借りることが出来まして展示しました。私たちは書道の作

品を文字として見ますが、ブルガリアの方は絵というふうに見るんです。何が書いてあるのかわか

らないので、私は正しく伝えたかったので、一つずつ作品にどういう技法を使ったのか、何を書い

てあるのかを全部翻訳して展示をしました。そのときの友人の助けが非常に大きかったです。この

作品を博物館の希望により寄贈することになって、今もあります。この年の５月にまたゴルナのほ

うで展示会があって、そこで、今は大使が替わりましたが、そのときの福井大使ご夫妻が見学に来

られたときの写真です。 

 私の２年間弱ですが、活動で非常に苦労したこともあります。ブルガリアの事務所の方の「上手

くいったらおかしいと思え」という言葉がいつも頭にあったのですけど、日本で仕事をするときも

これは大変なことで、ブルガリアでやるといってもそんなに上手くことは運ばないとはわかってい

たのですけど、苦労して、そのときにはブルガリアの友人、それからアジア支部の仲間の力、日本

の方、大学の先生方、それから日本の職場の同僚が力になってくださいました。相手の望むボラン

ティアの難しさ、あとは、熱意で何とかするというのは私はあまり好きじゃないのですけど、そう

いうところも勉強になったなというのと、健康第一でなければできなかったなと思います。相手の

望むボランティア活動の難しさというのは、要請内容があって私たちは派遣されるわけですが、時

間差もあります。要請内容が実際には変わることもあって、そこでやはり柔軟に対応できなければ

相手が望む活動は難しいんじゃないかというふうに感じました。状況を見ることがとても大事だと
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いうことがわかりました。 

 現職に復職しまして、新しい長岡大手高校で、家政科被服科の学校なので、私の活動の紹介をし

たり、授業内容でブルガリアの民族物を紹介したり刺繍を紹介しながら自分の中に取り入れて関係

活動をしていきたいと思います。 

 以上で終わります。 
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こんなことをしました。 
－派遣前・活動中・帰国後－ 

 

小川 建治 

（17－1，ミクロネシア，日本語教師，大阪府立柴島(くにじま)高等学校） 

 

 

 小川と申します。よろしくお願いいたします。本日いろんな方が参加されていると思うのですけ

れど、一番切羽詰っていらっしゃるというか、切実なのはやはり４月から参加される方だと思うの

で、一応その方に向けてのお話ということで進めさせて頂きたいと思っております。よろしくお願

いします。 

 まず、いきなりなんですが、これ、実は僕がミクロネシアから持って帰ってきたものなんですが、

何だとお思いでしょうか？後ろの皆さん、これちょっと触ってみてください。この長さももしかし

たらポイントかもしれません。この布なんですが、今から３つ選択肢を挙げたいと思います。どれ

か一つに手を挙げて下さい。１番、スカート。２番、テーブルクロス。３番、お葬式の飾り。どれ

か一つに挙げてください。正解は全部です。１番にも２番にも３番にも使います。ちなみに４番目

としては、お別れのときとかに、さよならの印として渡すものでもあります。これは、僕は４番の

使用目的としてもらいました。決して１番ではないです。このようなもの、実物（を端から回した

い）と思うのですが、是非触ってわかるもの、実物を皆さん持って帰られるといいかなと思ってい

ます。では、始めたいと思います。 

 まず、小川と申します。広島生まれの広島育ちです。こんな情報いらないですね。2000年、柴島

高校の商業科の教員、簿記とか情報処理を担当しております。2005年、５年間働いた後に青年海外

協力隊に参加いたしました。ミクロネシア連邦の日本語教師でした。去年の４月に柴島高校、幸い

にも同じ学校に復職させていただきました。なぜ協力隊に行ったかといいますと、まず私は大学を

卒業してすぐに教師になったものですから、非常に、このまま教師をやっていて、自分が民間の社

会人というものを経験したことがなかったので、それでいいんだろうか、生徒に伝えるものがある

んだろうかとコンプレックスを持っておりますので、何か自分の世界を広げたいということがあり

ました。それから、日本や外国の言語・文化への興味。あと困りたい。これは最初のコンプレック

スとも関係しているのですが、ものすごく困った状況に陥ったときに自分がどうするのだろうかと

いう興味があったんですね。ちょっとＭっぽいということもありますが。それで、どうやったら困

れるんだろうかと、どうやら日本にいるままでは、便利だし人も知り合いもいっぱいいるし困れな

さそうだと。自分をとことん困らせようと思ったらどこに行ったらいいか。やっぱり途上国かなと

思ったわけです。ということで、きっかけは自分のためだったんですね。でも、それでいいと思い

ます。ボランティアというと、誰かのために自分を捨てて何か、というイメージがあるのですが、

本当に自分のためでいいと思うんです。皆さんは教師ですので、悲しいかな、教師の性というもの

がありまして、子供を目の前にするとつい、この子のために何かしたい、と思ってしまうんですね。

ですので、私も最初は自分のためでいいのだろうかと思っていた部分があったんですけど、ミクロ
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ネシアに行ってみて子供の顔を見ると、やっぱりこの子達に何かを伝えたい、何かしたい、と思っ

たんです。ですから、必ずそういうふうに意識が変わるときが来ますので、それでいいと思います。 

 ミクロネシア連邦ヤップ州のヤップ島という小さな島に一つだけ高校があったんですが、そこで

日本語や日本文化を教えて来ました。ここが日本です。そしてミクロネシアのヤップ島、ほぼ赤道

に近いところですが、ありました。本当に小さな島で、人口が5000人くらいでした。周囲が９×９

キロメートルなので、自転車で一周できる島です。有名なのは石のお金で、石のお金は現在でも使

われています。それからふんどしですね。現地の人は普段はＴシャツにＧパンなんですが、正式な

伝統衣装はふんどしをはいて、上は何も付けません。男女とも、女性もトップレスという状態です。 

 学校の様子です。これがヤップ高校の敷地なんですが、平屋建ての建物がひたすら続いていると

いう状態でした。これはあとから出てきますけども、スクールバスです。これはすべてアメリカの

援助で貰った、貰い物のバスです。校長。こんなの校長でいいのかと思われるでしょうが、一番右

端に移っているのがＪＩＣＡの職員なんですが、彼が駄目ですね。南の島でこういう格好をしては

いけません。左の方が、正しい働く格好です。右が間違っております。学校の様子、これは卒業式

なんですけども、左側は僕のステイ先の弟です。アメリカ式の卒業式ですので、35度とかいうクソ

暑い中でこのような格好をしております。右側はこれは小学校の卒業式なんですが、これは（ヌー

ヌー）という首飾りをかけられればかけられるほど祝福されている印なんですね。ですので最後に

はこんなふうにえらいことになるわけなんですが、こういうふうに作ったものをかけてもらうほど、

幸せというか、おめでとうと言ってもらっているということになります。 

 これ、気になる成績表というものなんですけど、成績の付け方はアメリカ式でした。ＡＢＣＤが

あって、ＥがなくてＦが落第です。それぞれにプラスとマイナス、ＡプラスとかＢプラスとかを付

けることができます。上から２番目は僕のクラスなんですが、この子は割と賢かったのでＡマイナ

スを僕は付けていますね。欠席、遅刻とあるんですが、ものすごく大目に見ています。そのあと態

度とか努力、それから参加度、課題とあるのですが、それぞれに対してコメントを付けます。僕は

それぞれ、良いとか素晴らしいとかあるのでそういうのを選んでいるんですが、このコメントが、

日本で教師をされている方からすると信じられないようなコメントの候補があるんですね。「いつ

もバカ」とか、そういうコメントがあったりして、こんなの選んでいいのかなというものがあるん

ですが、そんなものも入っていました。アメリカ式です。これが、アメリカの大学とかに入学する

ときに必要になるので、割と皆成績は必死に良い成績を取ろうとするのに、努力は一切しません。

なので成績だけを気にして、何もそこに結びつく行動はしないというのが彼らの特性でした。 

 これが日本語クラスの様子です。これもアメリカの援助で建てられた建物なのでとてもきれいな

んですが、僕が前で授業をしておりまして、今ひらがなを教えているところですね。これはかるた

をしているところです。先ほど卒業式のときにかけていたヌーヌーという頭飾りを皆つけています。

これは箸で豆を移すゲーム。本当は小豆とかあったらいいのですが島にないので、島の豆を使って、

箸は日本から送ってもらっています。これは何だと思いますか？これはフルーツバスケットなんで

すね。現地にもちろんフルーツバスケットはないのでこれが日本の遊びかどうかは疑問なんですけ

ど、これも授業中にやったらめちゃめちゃ白熱しまして、椅子が壊れたりとか、足打撲とか、もの

すごい状態になります。高校生とは思えない。どんなに写真をちゃんと撮ろうと思ってもぶれると
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いう、いかに彼らが速く動いているかがわかると思います。これは習字ですね。書道を教えている

ところです。本当に彼らの集中力はすごいのですが、飽きるのも、５分で飽きます。 

 これは学校のチャイムなんですが、まず学校システムの違いですね。ほとんどすべてアメリカの

お下がりでした。教科書も、授業のスタイルとかもすべてアメリカのお下がりでした。ですので、

歴史の時間といったら、アメリカの教科書を使ってアメリカの歴史を教えているんですね。何かお

かしい、という気がします。行事や祝日はほとんどありません。ほぼ毎日授業です。会議がめった

にない。これはめっちゃ嬉しかったんですけど、僕は今、日本の所属校で週に３回会議があるんで

すね。定例の。それぞれが２時間ずつくらいあるんですけど、ミクロネシアでは、会議は３ヶ月に

１回あるかないかでした。保健室がない。これもすごいですよね。体調不良を訴えても放っておか

れます。精神的につらいとか言おうものなら誰も助けてくれません。これもすごいなと思いました。

時間割が毎日同じ。これは、順番は変わるんですけど、ひたすら同じ時間割を毎日繰り返すんです。

でないと皆忘れる。月曜日が何とか火曜日が何とか覚えられないと思います。チャイムが適当。僕

最初、チャイムを守りなさいよと言っていたんですけどチャイム自体が、この鐘を教頭が鳴らすん

ですけど、教頭が鳴らし忘れたりとか、寝ていて５分遅れるとか、毎日あるんですね。だからチャ

イムが適当に鳴るので、「チャイムを守りなさい」とは言えずに、非常に最初はストレスがたまりま

した。自分で鳴らしに行ったろかと思いました。突然の授業キャンセル。今日はこの後大掃除、と

か急になるんですね。あとは雨が強くなったので帰ります、とか。もうまさしく南の島のハメハメ

ハ大王状態でした。外国人教師の多さ。これはもうフィリピン人とかアメリカ人とかが非常に多か

った。日本人の僕も含めて、現地人の教師があまりいなかったです。現地では、教師という仕事が

あまりいい仕事として受け入れられていなかった、給料が安いとかいろんな待遇面があると思いま

す。それから、もう何もかもがない。予算不足、備品不足、教員不足です。ホワイトボードのペン

１本貰うのに３ヶ月くらい言い続けないと貰えなかったりとかしました。 

 困ったこと、大変だったこと。言葉がわからない。これはもちろんですがしょうがなかったです。

公用語は英語なんですが、日常的には島の言葉を皆使いますので、その島の言葉が最初まったくわ

からず、という状態でした。とにかく時間にルーズ。パーティーが５時からやでと言ったら、パー

ティーが本当に始まるのは夜の８時とか、そんな感じが日常茶飯事でした。何もかも忘れる。宿題

を１回出したのですが、全員が、きれいに心の底から忘れました。普通日本だったら、知っている

けどわざとやらなかったとかあるじゃないですか。そんなのなし。もう本気で心から皆忘れている

んです。盗む・壊す。これは本当に悩まされました。日本の雑誌とかを持ってきていたんですけど、

ものすごく盗まれるんです。ＪＩＣＡのシールさえ盗むんですよ。あんなん誰もいらんと思うんで

すけど。ものすごく盗まれました。ひたすら暑い。これは毎日、雨季と乾季なんですけど、ものす

ごく暑いです。食材がない。野菜が全然食べれなかったです。伝染病が多い。これはマラリアでは

ないんですけども、デング熱という病気があります。蚊に刺されることで感染するんですけども、

非常に怖い病気がありましたので、蚊に刺されないようにキンカンとムヒは常に持っているという

状態でした。でもそれでこそ協力隊。日本と一緒では意味がないと常に自分に言い聞かせていまし

た。 

 嬉しかったこと。慣れると皆ものすごく親切。例えばスーパーに行ったとき、この肉高いから買
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わん方がいいよ、とか言ってくれるんです。大きなお世話なんですが、そういうこともあります。

ものすごく皆親切で、皆が僕のことを知ってくれていたので、声をよくかけてくれました。日本好

き。やはり、日本統治の時代がありました。1914年から1945年まで30年間日本でしたので、おばあ

ちゃんおじいちゃんが日本語を話せるという人がほとんどでした。本当に、こういう海を見てもら

ったらわかるんですよ、美しい自然がありました。素朴で素直な生徒たちでした。帰るとき、島を

離れるときには、「日本にいつか行きたいんだけど、大阪って所にいるんだよね。空港に行って、賢

治はどこだ、って探すからね」って言ってくれたんです。人口5000人ですから、空港に行って賢治

はどこだって言ったら本当に僕に辿り着くんですよ。だから日本の１億2000万という人口が想像も

つかないんです。「空港に行って賢治を探すからね」ってマジ顔で言っているんです、高校生が。 

 逆カルチャーショック。日本に帰ってきてから、会話が全部わかる。これはすごいことなんです

よ。電車とかに乗っていると、隣のカップルの余計な会話とかが全部聞こえるので鬱陶しいという

ことがありました。言いたいことが全部言える。今もそうなんですけど、細かいニュアンスも含め

て全部言えてしまうという、これが素晴らしいことだなと思います。知り合いがいない。梅田の、

大阪の街をどんなに歩いても知り合いに会わない。これはすごいですよ。僕の住んでいたヤップと

いう島では、スーパーに行くだけで皆に見られ、僕が昨日何を買ったかを皆が知っています。だか

ら知り合いがいないのは本当にすごかったです。ハイテクにいちいち感動。エレベーターや！とか

思いました。エスカレーターやで！とか、あとはそういうハイテクではなくても、例えば常にきれ

いな水が出るとか、それから電気は絶対停電しないとか、本当にすごいなと思いました。あと丁寧

なのに無表情な人々。例えば接客でも、店に行ってものすごく丁寧な言葉を使っているんだけど、

いまいち無表情な感じというのがありました。あとこれは僕自身のことなんですが、やたら人に触

る。帰ってきて、「元気やった？」とか言いながら男を抱きしめたりとかしてしまうんですね。とい

うことで、やたら人に触るようになってしまって、最初は気持ち悪がられました。あと遅刻魔化。

素で遅れるんです。向こうでは皆が遅刻することに腹を立てていたのに、帰ってきたら僕、仕事の

大事な約束に普通に遅れるとかしていました。なくす・忘れる・間違える。こんなの日常茶飯事で、

同僚から貰った大事なデータをなくしたりとかしていました。「なんてよく考えられているんだろ

う！」。これは仕事なんですけど、例えば４月の最初の年度初めの会議に、普通に３月まで、年度末

まで予定が決まっているというのがすごいなと思いました。ヤップだったら、来週のことも決まっ

ていないですね。まあその日のことも決まっていないんですけど。そういうことがありました。 

 所属校に向けての発信ということですが、手紙・カード・ビデオ交換。それから月に一度通信を

出していました。教え子の手紙、本人が書いたものに私からの手紙を同封。これは、僕が担任を日

本でしていたときに、皆が卒業式のときの自分に向けて手紙を書いてごらん、と言って、実はもう

そのとき僕は協力隊に行くことが決まっていたんですがそれを隠して、皆に書かせて、それをヤッ

プから僕の手紙を同封して、１年後くらいに、皆が卒業したときに送ったということをやったんで

す。それからクロスロード。JOCVの雑誌ですね、それからＪＩＣＡのホームページへの投稿など

を行いました。この写真は僕の所属校に向けて子供たちが手紙を書いているところです。 

 ３月までにしておいてほしいことなんですが、今の仕事を、まずきっちりとしてほしいと思いま

す。あいつはよ行ってほしいわ、くらいなのでなく、できれば、あいつがいなくなるのは痛いけど、
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でもあいつやったら頑張っていけそうやしな、と言われるような仕事ぶりをしてほしいなと思いま

す。ブログかＨＰ、僕も作ったんですけど、是非とも作っておいてください。訓練所に入ってから

では、時間がありそうでないですので、あと訓練が終わってから出国まで１週間～10日くらいしか

ないので、是非とも作っておいてほしいなと思います。それから協力者、転勤しそうにない人を見

つけておく。これも大事で、僕は英語の先生を見つけていろんな、例えば通信とかをコピーして印

刷するのをお願いしてから行きました。本当に助かりました。学校生活の写真や映像を撮る。これ

は本当になんでもない、例えば昼休みの写真とか、そんなのでもいいと思うんです。もちろん行事

とかの写真でもいいと思います。あとは学校生活以外でも例えば家族の写真とか。向こうは本当に

家族を大切にする国が多いと思うので、家族を、お父さんとかお母さんをすごく見たがるんですよ。

だから家族写真、普段撮っていないと思うんですけど、是非撮られたらいいかなと思います。 

 活動中にしてほしいこと。一緒ですね、写真やビデオを撮る、自分が写っているもの。なかなか

自分も撮ることがないんですよ。でも帰ってきて日本の生徒たちが見たいのはこの先生がどこで何

をどんな感じでやっていたか、というのを見たいので、自分が映っているものを是非撮ってほしい

なと思います。実物、さっき見せたスカートとかですね、通信。月１回がベストかなと思います。

週１回出している人もいたんですが、ちょっと鬱陶しがられていました。なので月１回くらいかな

と思います。それからフォトレター交換と物々交換。時差がもし少ない国であれば、Web交流もで

きたら格好良いだろうなと思ったりもします。これは僕はできませんでした。「世界の笑顔のため

に」の参加というのはＪＩＣＡのプログラムで、日本の人たちからいろんな物資を送ってもらう、

その費用をＪＩＣＡが持ってくれるというのがあるんですけども、それに参加するといいかなと思

います。ただこれは、申し込みをしてから実際に届くまでに１年くらいかかるので、タイミングが

大事なんです。行ってすぐ申請をして、しかも申請の時期が決まっているんですけど、帰る間際に

届くという感じかなという気がします。それから「どう伝えるか」。帰ってからどうやってこの状況

を日本の子に伝えようか、ということは常に考えて頂ければなと思います。で、あせらず、楽しむ。 

 帰国後にしていること。まず学校で、１日１回はヤップの話を絶対するぞと僕は決めています。

ヤップ先生と呼ばれています。ちょっと気持ち悪がられております。後任との交流。後任がいれば

ということですね。「伝え方」のセミナー。ＪＯＣＡというＪＩＣＡによく似た団体があるのですが、

その伝え方のセミナーに参加したり、別の高校に行ったりとか。あとは地域の、僕は日本語教師だ

ったので、日本語習得のボランティアをしたりしています。 

 終わりに。僕が思うに、一般隊員はこうだと思うんですね。派遣中は80％のやることがある。派

遣が終わってから前後が20％。でも現職参加はこうだと僕は思います。やはり行く前とか行ってか

ら、帰ってきてからいっぱいやることがあるのではないかと。これは僕自身にも言い聞かせている

んですけど、そのように思います。 

 ということで、まずは健康第一で楽しく行って頂きたいと思います。下に活動中のブログとか、

今も残っているので、もしよかったら覗いてご参考になさって頂ければと思います。以上です。ご

清聴ありがとうございました。 
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隊員間の連携の大切さ 

 

尾形 美沙子 

（17－1，セネガル，小学校教諭，藤沢市立湘南台小学校） 

 

 

 尾形と申します。よろしくお願いします。藤沢市で６年間勤務した後に、現職参加制度でセネガ

ルに小学校教諭ということで行って参りました。それで今も（藤沢）市の小学校に（５）年生の担

任として勤めています。 

 今日は割と突然のお話だったのでほとんどあまり準備も出来ず、大して役に立つ話ができるかわ

からないのですが、これから行かれる先生方によって少しでも、ほんのちょっとでも役に立てれば

と思ってやって参りました。話も下手だし面白く話せるかはわからないのですが、他の先生の発表

もあって非常に恐縮なのですが、よろしくお願いします。 

 まず、私の任国は、西アフリカの最西端にあるセネガル共和国というところで、今日さっき人か

ら聞いた話ですがパリ・ダカールラリーが今年中止になったということで、そのパリダカのゴール

であるダカールが首都である国なんですけども、2002年にフランスを破ったというとおわかりの方

もいらっしゃるかと思いますが、そのセネガルという国に行きました。国はイスラム教の国で、公

用語はフランス語ですが、ウォロフ語という現地の言葉が一番よく通じます。90％以上の人が話す

ことが出来て、私なども小学校教諭としてですが、普段の生活も含めると、フランス語とウォロフ

語両方を使っていたかな、という状態でした。国はもちろん一年中暑くて、普段雨が降る時期と降

らない時期があるかなという感じで、降らない時期の方が断然多くて、その時期に学校があります。

雨の降るときは、皆さん（畑）をやりますので、学校はお休みになるということで、長いバカンス

の間が雨季で、それ以外の間は乾季ということになります。 

 私への要請は、小学校教諭ではあるんですけど、要請内容が、環境教育だったんですね。環境教

育というのは、日本の中でも総合とかでやられる先生はいらっしゃると思うのですが教科として成

り立っているわけではなく、セネガルでもまったく同じことで、教科の中に位置づけられないもの

なので、それを図工や音楽や体育といった情操教育の中でなんとかやりなさいといったような感じ

です。それで私の方は大変戸惑っていまして、訓練中から何を準備したらいいのかよくわからず、

環境という言葉にすごく押し潰されそうになっていました。それで実際派遣されてみましてまた更

に驚いたのが、その要請をもらっているのは私一人で、セネガルの中で他に環境という名前の要請

をもらっている人はいなかったんです。私は職種は小学校教諭なんですが、環境教育ということに

かなりプレッシャーを感じながら、最初の半年あまり何も出来ずにいたなと思っています。それが

変わるきっかけになったのは、隊員同士の連携でした。それで今回、隊員同士の連携についてお話

させて頂こうかなと思いました。その連携活動は、ちょうど今日、それをセネガルで始めてくださ

った隊員の方がここにいらっしゃっているんですけど本当に、その方々の始めてくださった、教員

養成校での教員を対象にしたセミナーというもので、それは隊員同士で連携して行う活動なんです
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ね。それをきっかけに隊員同士で集まって悩みを言い合ったりとか、それからどんなことを実際学

校で具体的に教えているのかということを交換する機会にもなって、それをきっかけに自分の活動

も前進したと思っています。結局私は、環境教育は捨てたというか、おいて活動することに決めた

わけです。それは他の小学校教員の隊員がセネガルで、ほぼ全員情操教育の普及という要請で活動

していたからです。それで私が彼らとともに活動することになって、全く見えなかったものが、あ、

前が見えたなという気持ちで、とても気持ちも軽くなったし、悩みも話せるし、同じ問題を抱えて

いる隊員同士手を取り合って前に進めるな、というふうにすごく心強くて、それから先は１年間で

した。 

 それでセネガルの学校の様子なんですが８時から朝が始まって、10時半まで、うちの学校の場合

だったかもしれないんですが、ぶっ通しで子ども達は教室の中に閉じ込められています。それで30

分の休憩があって11時から１時まで、というのが１日の日課です。一週間５日のうちの火曜日と木

曜日だけ、午後２時間の授業があります。それで、小学校のクラスは６学年で、２クラスが標準サ

イズで、一応町の普通の学校は６年生まで２クラスで全部で12個の教室があって、12人の先生プラ

スアラビア語の先生とか校長とか、数人ずつ交互に学校にいるという状態です。 

 先生たちなんですが、これはもう知っていらっしゃる方がたくさんいらっしゃると思うんですが、

鞭を持っていて、子供を鞭を使ってしつけています。先生同士はとても愛想がよく仲がよく、でも

先生同士の会話は主に世間話と、女の人だったらおしゃれに関する話という感じで教育に関して議

論するという雰囲気は全く学校になく、各教室でも本当に学級報告、という日本語もちょっと当て

はまらないんですけど、仕切られた空間の中で先生が好き勝手にやっているという感じで。子ども

達は教科書は、私の任地の学校においてはほとんど使われていませんでした。先生が１冊の教科書

を持っていて、それをただひたすら黒板に写し、子ども達はそれをただひたすらノートに写すとい

うような状態です。 

 それで、私の要請、というか自分で選んだ部分もあるのですが、図工、音楽、体育といった教科

については時間割の中には一応位置づけられていて、毎週同じ時間割で、それは日本でいう文科省、

セネガルでいうと教育省で定められている時間割で、その時間割は一応変えることは出来ないこと

になっていて、その時間割の通りに行われているはずなんですが、実際図工の授業、ほとんど見た

ことない。音楽、ほとんど聴いたことない。体育、ほとんど見たことないという状態でした。それ

で、何から始めようかなと思っていたんですが、消去法と言ったらあれなんですが、図工、材料が

少ない。体育、暑い。じゃあ音楽かというような感じで、私は最初音楽から始めました。フランス

語が公用語なのでフランス語の歌を調べて、人から聞いたウォロフ語の歌も調べて、ピアニカ一つ

で歌を教えました。普段セネガルの先生たちは、もちろんピアニカもないですから、自分の声で、

自分の知っている歌を教えます。一応歌詞は黒板に書いて説明もするんですが、子ども達の最終目

標は歌を楽しく歌うことではなくて歌を暗唱することで、それが先生たちの目的でもあるので、鞭

を使って音楽を教えるみたいな、下手をするとそういうことになりかねかいくらい、音楽を楽しむ

とか音を楽しむ音楽という感じではなかったです。それをなるべく楽しいものにしようかなと思っ

て、授業を始めました。その後実際、教員養成校で隊員同士で授業を始めるということになる前は、

私は図工や体育には手を出していませんでした。でも他の隊員の方々が図工や体育を現地の先生達
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に教えて、そこから私も学んで、隊員同士学んで、きっかけがつかめたなというふうに思っていま

す。あ、こういう感じで、ここに今あるもので授業をしていけばいいんだなというようなヒントを

もらって、それを任地に持って帰ってできたと思います。 

 大切なことは本当に隊員間の連携で、隊員間の連携も、横の連携と縦の連携があると思うんです

ね。縦の連携というのが前任者と後任者の繋がりだと思うんです。それで横の連携というのがもち

ろんその場に、セネガルに同じ時期にいる隊員同士の繋がりだと思うんです。隊員が始めたことが

自分一代で終わってしまうとなったら、やはりできることはすごく限られているし、もしかすると

自分一代では全く解決できないかもしれないと思った途端にそれをやめてしまうかもしれないと思

うんです。そうではない方が多いかもしれないんですけど、私は自分に後任が、要請を出してもい

いよ、と言われた瞬間にすごく勇気がわいてきて、あ、途中まででもやればいいんだ、というふう

に思えたので、縦の連携もすごく大事だなと思います。 

 先ほど言いましたけれども、教員養成校の研修については未だに、もっと日取りよく改善された

形で続いていて、最初に始まった2005年の最初のセミナーから３シーズン目を終わろうとしていま

すが、たまに送られてくる今の隊員からの便りを見ても、本当に前の隊員と今の隊員のやっている

ことが繋がっていてそれで、セネガルの協力隊の活動は進んでいるな、と現在でも感じることが出

来るので、すごくありがたいなと思っています。 

 今日はたくさんいいお話を聞いた後で私の話で申し訳ないのですけども、もし皆さんがもっとこ

こを聞きたいというところがありましたら、私からそこのところを具体的に説明できたらいいなと

思っているので、質問を頂きたいと思います。 
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活動報告 

 

小野 禎文 

（17－1，南アフリカ共和国，理数科教師，横浜市立潮田中学校） 

 

 

おはようございます。よろしくお願いします。先ほどご紹介にあずかりました、１７年度１次隊

で南アフリカ共和国にいっておりました小野と申します。よろしくお願いします。現在は、横浜市

立潮田中学校で活動をしております。ではすみません、座って失礼します。よろしくお願いします。 

派遣期間、２００５年４月１２日から２００７年３月１９日まで、ギリギリまで、任地にいまし

た。南アフリカ共和国の、ムプマランガ州のシヤブスワという町で、ンデペレ教育センターという、

教育センターで働いていました。こちらにいる先生方、多くは学校に入ってる方が多いと思うんで

すけれども、私の方は教育センターにはいって、カウンターパート、実際に一緒に働くひとは、教

育指導主事にあたる、CI、カリキュラムジェネレーターと言っていましたけど、そのCIと一緒には

たらいておりました。D.J. Tshumaといって高校の物理化学ケミカルサイエンスの先生です。南アフ

リカに派遣される方はいらっしゃらないということを聞いていたんですけれども、とりあえずこん

な紹介をしたいと思います。真ん中の図です。インド洋と太平洋の境目です。結構すごいきれいな

ところですね。花がすごいいっぱい咲いていて、３分の２以上の、地球上の、花がそこにあるとい

う。それから、これは、サバンナですね、ゾウ、ライオンとかくじらとかペンギンとか、いろんな

野生動物を見に行って遊んでました。それからこれ、首都のプレトリアという場所なんですが、結

構きれいな場所です。これがケープタウンですね。ご存知かと思いますけども。ケープタウンもす

ごくきれいな町です。観光地ですね。これは、ジャカラタという南米原産の花らしいんですけれど

も、これは、ジャカラタがそこらじゅうにあって、紫色の、桜とはちょっと違うんですけれども、

まぁ日本でいうと桜並木みたいな感じです。それからですね、町の中です。都会ですね、本当に。

人口は６００万人くらいいる都市なんですね。そこのガラス張りのやつはダイヤモンドで有名

な、・・・。まぁ、先進国みたいな場所なんですね。 

ここに来て、俺はいったい何しに来たのか。発展途上国でみんなと苦労しながら汗水流して、な

んていうイメージでは、ない。金がいっぱいある国。中進国にもう一息で入るというような。ただ、

問題が一つあって、一方、私の任地のシヤブスワという町並みなんですけど、コンクリートの道路

があって、町の１周分くらいあります。全然風景が違いますね。牛がそこらじゅうを歩いてて、も

う、道をふさいで。それから、水ですけれども、水出ないんですね。２週間、３週間どころか、も

う１ヶ月以上でないことも結構あって。出ても、水道の蛇口から、１滴２滴ずつくらい、だらだら

出るだけ。ひたすらバケツの下で、何時間も我慢して水を溜めている。ここのうちは水がないです

ね。写真とろうとしたら金くれと手を上げました。 

これが、公共の住宅です。こういう住宅がいっぱいあるんですけど、これはタダです。アパルト

ヘイトってご存知だと思いますけど、黒人と白人さんね、黒人白人という言い方が差別的な用語に
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なっちゃうかもしれませんけれども、ここでは黒人白人と言っちゃった方が早いっていうか、生活

のレベルがまるで違うので、向こうでもブラック、ホワイトというくらい、はっきりと生活が分か

れていて、アパルトヘイトのせいだと思うんですけれど、首都から追い出されて、こういう住宅も

うまっちゃうという、 

電気、これはね、もう、通ってますけど、水は出ません。箱があって中はこのまま。何もない。

ただ本当にただで入れるということで。このへんの地域の人は就職率が２０％くらい、その人はど

っかで住んでいる、と。その、まあ、格差が非常に激しい町でした。（シヤブスワの町は）首都から

１００キロちょっといったところでした。先ほど言いましたが、アパルトヘイト時代にンデペレ族

のホームタウン、要するにあなたはここに住みなさいと勝手に強制移住させられた場所です。赤土

で何もない、農作物は育たない、そういうところです。人口３０,０００人ということですが、２,

０００人というところから１０万人というところまで、南アフリカには１１個の公用語がありまし

て、ンデペレ族とソト族、使ってることばもまるで違います。植民地時代に使われたアフリカーン

と英語と、各部族のことばがあります。 

結構賑やかな町で、ここが一番中心地ですね。これ写真撮るの実はすごく怖くて、南アフリカは

犯罪がすごく多いので、カメラを出して、それを人に見られると、そのまますぐ襲われる。ポケッ

トにカメラを入れておいて、かしゃっと撮って、ああすぐ逃げようと。写真を撮りたいがために行

動してたという。ただこれ、唯一近代的というか、・・・。これ、ケンタッキーじゃなくてアフリカ

ンフライドチキンという。これが自分で立てた家ですね。イリーガルハウス、もう、イリーガルな

うちですけど。やぎがそこらじゅうにいて、扉あけたら家にやぎが。 

これが私のうちだったところですね。ホームステイしてました。カップがありますね。これ、カ

ップウォーター、溜めて、入れるというよりかはひたすら溜める。蛇口がここにあるんですけれど

も、ここからここまで水があがらないんですね。あの、水圧がなくて。これ泥棒よけの、先ほど言

った通り危ないので・・・。 

活動目標なんですけれども、先ほど言った教育指導主事CIと、それから地元の教師と連携して理

科教育の普及に取り組むということで行ったんですけれども、一番最初にやっぱり驚いたのは学力

ですね。彼ら、僕らが最初に行ったのは、物理化学を専攻する高校生です。要するに理系の高校生

です。大体グレード１０からグレード１２、要するに高校１年から３年までの勉強になるんですけ

れども、これを調査してみた。調査をしたのは実は最後ですね。帰国間際、最後に、先生と教育委

員会のほうにこんなもんだってことをちゃんと認識して授業をしなきゃダメだよってことを示した

くてやったんですけれども、２,６３５人、全数調査をして、データを。これ、問題の一つですけれ

ども、こんな程度の問題です。 

五択問題で、１ｍは何センチですか。という問題を出したところ、答えが出たのが、高校３年生

の理数科専攻ですよ、理数科専攻で３０％。会話にならないですね。正直言って。まあ１キロは何

メートルですかと、これ絶対わからないですね。これ五択問題ですから２０％は下駄はいてるよう

なもんですね。ゼロに等しい数字です。ま、グラフ見ればわかります。 

少なくとも１ｍは１センチじゃないなということがわかった人というのが高校３年生という感じ

です。これ、１ｍを手で示してみてといったんです。高校１年生です。 
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最初から話にならないということが。距離の感覚、数字の感覚、時間の感覚がゼロに等しいので、

理科はできません。物理をやってる。式をたてろということで、１８２キロメートルを、１２０キ

ロメートル/毎時でぶっとばしました。じゃあ何時間かかりましたか、という、式をたてなさいとい

う問題。これだとちょっとできるんです。できると言っていいのか分かりませんが、理数科専攻で

す。将来はドクターになるという人たちがこのレベルです。理科ですが、一体どんなものか。元素

なのか、混合物なのか、原子なのか、金属なのか。これも理数科専攻ですがまずわかっていません。

硫化鉄は高校１年生ですぐ習う内容なので、絶対に知っていなければいけない。一番最初の高校１

年生の授業が純粋物と混合物という、まあ、まるでわかっていないということが判明した。５０点

満点で、１３点が、グレード10。ちなみに、五択問題なので、１２．５点が下駄をはいている、と

いうことです。彼らはテストをやると、すごくカンニングをするんですね。で、学校に問題を配っ

て１１人が理数科専攻にいた。その１１人全部同じ答えを書いてきた。これ、絶対先生が教えたな

という感じかなあと思ったんですが、そこの平均、平均って言っても全員同じなんですけど、その

点数が１１点でした。カンニングしても、間違った答えしか書けないというすさまじい状況で、要

するにゼロからのスタートだということがわかりました。これ、数学科の同じ任地にいた人なんで

すけれども、もらってきちゃたんですけれども、まあ、これが、理数科専攻です。まあ、要するに、

中学校３年生で３０％、高校１年生で４５％の人がようやく合ってるという感じですね。それから、

グラフ。この辺になるともうめちゃくちゃです。こんな感じになります。丸とか描いてるやつもい

ますね。一次関数ということばすらわかっていなかったようです。 

でもう読んでください。0.3÷15は0.09と書いている。10で割るときは小数点を左に動かす、とい

うことを教えた人だった。そこが問題じゃなくてなんで9なの？というとことを聞いて、戦いつづけ

るんですけども、最終的には計算機使って調べたら、合ってたというほうですね。これが生徒だけ

じゃなくて、先生も同じレベルで、教えてるときに、2.5÷10で、じゃあ出るかというような話をし

たら、計算機をやらせて、一生懸命うつと。 

１０進数はわかってるんですよ。これジャブっていうのは理科の物理化学専攻の専門の教育指導

主事が、こういうことをある日先生に教えていました。これ、すみません、知ってる人と知らない

人がいるかもしれないですが、これが酸素で、知ってますね、これが水素ですけども、これで普通

は水なんですけれども、水は水素結合せずここのところういたりするはずだったんですがなぜか全

部つながってる。 

もう水じゃなくなってるという、こういうのを堂々と、自分の地域の先生方に教えてる。僕はそ

れを見ていて、どうしようと思って、まあ彼はすごくプライドが高いので、困ったなと思って、違

うぞと言ってもそれは認めてくれないので、こうやって教えたほうがもっとわかりやすいぞと、も

うわかりやすいもへったくれもないんですけど、そういうふうにしました。 

ある日の教師サークルでこれも有名なベクトルの問題ですけどA地点からB地点までまっすぐ行

ったら秒速１ｍ斜めに進んでいきましたという問題があったんですね。これは入試問題というか卒

業試験問題なんですけども、これをみんなで検討しようという。図に描いたらどうなるようという

ことをこの二つの図を描いて、永遠と議論してる。一時間くらい。僕はてっきり生徒のロールプレ

イをしていると思ったら、あとでそのジャブ君がやってきて、どっちが正しいの？と聞かれました。
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要するにその先生が何も知らない。その前に英語を覚えて文章読めよと。なので、こんなもんかな

と思って授業を始めたら、まずそれはあっさり破られた。ですので、もう０もわかってないという

とこからはじめないとまずできなかったなということでした。 

それから、計算機は触らせてたら十進法理解してくれないじゃん、ということで、もう計算機使

うなというところから、こんなことやってました。彼らにやったんですけれども、いろいろやって

ました。何でもかんでもとにかくやってたんですけれども、そんなふうにやって。でね、環境の悪

さもすごいあるんです。学校が足りないとか筆記用具がないとかいすがないとか教科書がないとか。

でもそれは全然問題じゃなくて、そんなことは工夫すれば何とかなる。一番困ったのは、先生が来

ない。半年以上先生がこない。１５分くらい説明したら、出て行かれて、向こうでゲームやってあ

そんでる。で、生徒は何やってるかというとその後遊んでるんですね。何でそんなことするんだよ

というと、教育は生徒の自主性を育てると。自主性はほっとくということ。 

もう一つ困ったのが、ミーティングをやるんですが、その日食事が出るか出ないか、それがおい

しいかおいしくないか、それしか反省が出てこない。ミーティングの内容なんか何も出てこない。

物をもらうことだけを考える。約束が守れない。先ほどありましたけど、先生に授業を見せて、一

緒にやりましょうというと、俺は用がある、俺は忙しい、といって遊びにいくんですね。結局俺一

人でやるはめになる。何も先生に教えることはできない。できた、と思って、こんなことはそんな

に簡単にできないんだ、とわりきってやる、で保護者はここでは文句を言いません、まあそんなこ

とを考えてました。あと折り紙をやったり、日本紹介のビデオをやったり、写真をとっといたほう

がいいですね日本の、家族とか、学校とか、それから日本食のレシピは役に立ちません、なぜかと

いうと食材がないから。得意なものがある人は、合気道が得だったので、折り紙はくすだまを。そ

れからHP、ビデオレター、年賀状を日本に送ってやって。あまり難しいことをやってもと思ってや

ってました。 

最後に学校でみんなに言ったことは、こういうことを伝えればいいかなと、学校全体で学校道徳

こんなもんものをやっていきましょうと。こんな感じで、長くなってすみません。 
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帰国隊員報告会 
～当たり前にしていた「大切さ」を実感できた２年間～ 

 

齋下 徹 

（17－1，パラグアイ，養護，静岡県立御殿場養護学校） 

 

 

どうもはじめまして。昨年３月末にパラグアイから帰ってきました現在静岡県の御殿場養護学校

というところで、高等部に所属しております。行くまでは小学生と３年間一緒に勉強してきたんで

すけれども、この経験を少し話させていただきたいと思います。この職業やりながら、人前で話す

のが苦手なものですから、原稿を丸読みさせてもらいます。 

はじめさせていただきます。私は平成17年度17年１月から平成19年３月まで養護隊員として南米

パラグアイに派遣されておりました。協力隊に参加した理由はいくつかありました。学生のころか

ら発展途上国といわれる国々を旅行することが好きで、いつか機会があればそのような国々で何か

活動することができたらと思っていました。同時に自分の職業、特別支援教育においてもっとも必

要な資質はコミュニケーション能力だと常に思っております。が、採用されてから３年間主に発達

障害や知的障害を抱えている子どもたちと接しながら、果たして自分は彼らの気持ちを本当に理解

できているのか、彼らの気持ちになった立場で指導・支援できているのかと疑問に思うようになっ

ていました。そのような折、この現職教員特別参加制度を知りました。自閉症の子どもたちは、言

語の違う国に１人おかれている状態とよく言われます。私もそのような状況に身をおくことで、ど

んな気持ちで子どもたちが過ごしているのかを、少しでも理解できるのではと考え、自分の資質向

上のため迷わず参加を申込みしました。 

まず、私が赴任したパラグアイについて少し説明させていただきます。パラグアイは南米大陸の

ほぼ中心にあります。国土の広さは日本とほぼ同じです。公用語はスペイン語、もともとの原住民

が使用しているグアラニー語です。しかし田舎になればなるほどグアラニー語だけの使用率が高く、

スペイン語が話せなくなります。主産業は農牧民業です。薬草に水やお湯を注いだテレレもしくは

マテと言われる飲み物をみんなで丸くなって飲みながら雑談をする習慣があり、そのためか、みん

なのんびりしていておしゃべりが大好きです。約70年前に日本からの移住者が現在のパラグアイ産

業の礎を築いたため、南米の中でも特に親密国です。パラグアイの常に大きな問題としては、貧困

問題があります。また、貧富や都市と地方格差が著しいことも重大な問題です。 

続いて、パラグアイの特徴的な教育事情について、少し説明させていただきます。教育制度とし

ては、５歳から14歳が義務教育での基礎教育、15歳から18歳の中等教育になっています。しかし基

礎教育段階から進級制度があるため、留年や中退率も高く様々な問題につながっています。特殊教

育に関しても約50年の歴史があります。しかしながら、現状は特殊教育を学べる機関が極端に少な

く、特殊教育に携わっている教員のほとんどが障害への知識や配慮を欠く教育活動が行われている

のが現状です。私の配属先も他に漏れず同様でした。私の配属先は、首都アスンシオンから60キロ

ほどのパラグアリ県パラグアリ市の町外れにある、この上ない希望という意味のディビナ・エスペ



－  － 78

ランサー特殊教育センターという教育文化省管轄の施設でした。私が赴任した１年前、日本の草の

根無償援助を受けて建て直し、規模を拡大したところでした。ディビナ・エスペランサーの授業内

容は、地域に住む知的、肢体不自由、視覚、聴覚などを抱える子どもや中学校に通う特別な支援を

必要とする子どもへ適切な教育支援を行ったり、また障害を抱える未就学児に対し早期教育を行っ

たりもしています。日本でいう学校と地域教育センターを兼ね備えたような施設で、すでに60名ほ

どが在籍していました。ここでの私の特定内容は、障害についての知識や指導技術が乏しい全教員

へのスキルアップと、同時に子どもたちへのスキルアップでした。しかしながら赴任当時の参観期

間を通し、次にあげられるようなハード、ソフト面双方において、大きな日本との違いに気付きま

した。特に、特別な教育支援を必要としている子に対し、視覚的教材をまったく使用しない、普通

学校と同様の黒板を写すだけの授業にものすごく戸惑いを感じていました。はじめはこの現状で何

から手をつけたらよいかまったく分からず、また限られた時間の中で要請内容のように学校全体を

変えていかなければならないという勝手な使命感が私にはありました。それが生徒なり同僚への不

満や憤りばかりにつながっていました。しかしある日まわりへの憤りを先輩隊員に漏らすと、仕方

ないよ、先生方には責任は無い、彼らも同じように教わってきたのだから、と言われ、はっとしま

した。まさにその通りでした。また、教員の技術力や意識の低さには日本とは違う背景があるから

であり、もし自分がそのような境遇になったとき、果たして彼らと異なるかと言えば正直同じだろ

うということにも、その言葉から気づく事ができました。そしてそのような遠いところばかり見て

るばかりでは何も始まらない、まず足元から、自分のできることから始めていこうと思い直しまし

た。ここから私の事実的な活動が始まったと思います。まずは、午前、午後とも各一学級に入り、

直接生徒を担当させてもらいました。その授業では指導を実体験することを通して、徐々に現状や

問題をふまえた上での切り込みを探っていきました。それらの活動を通じ、問題と考えられる点は

次のような３点が考えられ、それぞれにアプローチをしてみました。１、教員の障害特性に対する

知識が乏しいこと。２、特殊教育に適した授業方法を知らないこと。さらには特殊教育により必要

な教材の知識と教材作りに必要な資金を出せない現状、などでした。 

１に対しての支援方法として、講習会などで伝えていくことを考えました。配属先の教員や校長

からの要望と自分の考えが合致し、赴任６ヵ月後から定期的に講習会の機会を頂き、次のような内

容の講習会を行いました。すべての講座において障害に関しての難しい専門知識は避け、障害者へ

の接し方として最低限必要な知識や、知的障害者に対しては言葉よりも視覚的なアプローチが必要

ということを実体験を通して感じてもらう演習を取り入れるなど、内容も工夫することを常に心が

けました。体育のときは体育隊員に協力を要請し、彼女の専門分野である楽しくできる全身運動の

アイデアと私の専門分野である障害児体育での体育など実践を踏まえて紹介しました。赴任１年が

経過するころから、配属先以外での講習会をやらせていただく機会を何度も頂き、各地の教員養成

学校の学生、現職の養護学校、小学校、幼稚園などの教員などを対象に広く知ってもらうために行

ってきました。 

２に対しての支援方法として、特殊教育に必要不可欠な要素を含みながらもこちらの現状に沿っ

た授業方法を確立すること、そして確立後はそれらを教員に啓蒙していく活動計画を立てました。

午前のクラスの生徒は重度から中度の生徒たちを担当し、一斉ではなく個々にあった課題ができる
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ような体制や方法を実践し教師に紹介しました。あわせて日常生活の指導方法も実践し、教師や保

護者に紹介しました。午後は知的に軽度の生徒や普通学校で進級できない生徒のいるクラスで一斉

授業のスタイルづくりを目指し、活動しました。担任と一緒に授業内容や方法を考えながら、教材

の使い方などは自分が準備、アドバイスをし、授業は実際に担任にやってもらうような授業形式で

行ってきました。これらの授業を模索し続けていくうちに、子どもたちの理解の様子から次の要素

を盛り込んでいけばいいことが分かり、授業スタイルが確立されていきました。A、視覚的な教材

を必ず用いること。B、座っているだけでなく黒板の前などに出て操作的なものを行ったり動きの

あるものを取り入れること。C、子ども自身が考える時間を必ず設けること。Cに関してはやり方は

いろいろあると思いますが、私が行ったのは黒板を写して終わってしまうのではなくその時間をよ

り多くの問題に取り組めるようにこのようなプリント学習を行ってきました。あと、同じ単元内容

を最低３，４回は繰り返すことなども心がけて行いました。これらの授業スタイル確立後は先ほど

の講習会などで、全体に対してこのスタイルの紹介と、定着と練習のためこれらの要素を必ず盛り

込んだ模擬授業の組み立て、発表をグループごとで行い全体で評価しあう研修の機会を何度か設け

ました。この研修体制のもう１つの目的は、各教員の授業方法の引き出しを広げることにもありま

した。 

３に対しての支援方法として、廃材で作れる教材の開発と紹介を考えました。ダンボールや生活

廃材を使った教材を開発し担当生徒と実践活動を通して紹介したり、同じく共通の課題を解決する

ための教材をグループごとで話し合い、作成、発表、評価しあう機会を設け、教員の教材作りのス

キルアップを図りました。さらには任期終盤で職場にパソコンが２台導入されたため、パソコンを

利用した教材作りができるような技術向上を全教員対象に個々に行いました。次第に私の教材を借

りたいという教員が増えたため、貸し出しのシステムを作りました。教材はこのように教科ごと単

元ごとに整理し、貸出票を作りその管理を図書室の司書員に頼みました。さらには今までの講習会、

プリント学習、そして教材のデータすべてをパソコンに保存して、いつでも教員ができるようにし

ました。 

これらの活動を通じての成果ですが、１、授業に教材を使う教員の増加。自分で操作的視覚的教

材をまねして作ったり授業で使ったりしようとする試みが見られるようになりました。また、私の

教材を多くの先生が利用してくれるようになりました。２として教員の意識の変化。１つの例を紹

介します。この写真は２年目の任期終盤に行われた学習発表会の練習のようです。マスゲーム演技

で体育教員が言葉だけの指示を行い続けて子どもたちがなかなか理解できないでいるのを見かねた

教員数名が、彼らの左手首にリボンを巻きこちらの手から上げればいいんだよ、と指導していまし

た。以前には見られなかった活動が教師自身から出てきたことが大変うれしかったことです。３、

子どもたちの能力向上。視覚的な教材を授業で使うことで子どもたちが理解でき、課題をクリアで

きました。またそのような教材や手立てをしたことによって、子どもたちが能力を伸ばせることを

教員に対して立証することができました。 

１年９ヶ月の活動を通して、自分の活動が配属先やパラグアイの問題の根本的な解決につながっ

たと言えば必ずしも言えません。でも大きなことはできなかったですが、多くの同僚が私に最後に

言ってくれたように新しい視点を投じることができたと思っています。同時に私自身も多くの視点
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をこの活動を通して持てるようになったと思います。日本では気付けなかったこんなにたくさんの

ことを学ぶことができました。志望動機の１つでもあった子どもの気持ちが痛いほど理解できまし

た。分からない言葉で次から次へと指示されて右往左往しているとき、言いたいことがあるのにそ

れをうまく伝えられないとき、子どもたちはきっとこんな状況下でこんな気持ちでいつもいるのだ

ろうなと思えるようになりました。パニックになる気持ちも理解することができました。今では自

分が以前より子どもの気持ちにそった姿勢や伝え方ができるようになったと感じています。また海

外での活動を通して、双方の国の良い点、悪い点に気付くことができました。とりわけ以前は気付

けなかった日本のよさに気付けたことは私にとって大きな収穫でした。以前日本にいたときは、正

直日本という国を好きになれませんでした。自分の国に対して誇りというものを持てない自分がい

ました。教育に対しても同様です。比較的批判ばかりされる日本の教育でよいところを見出せない

でいるのが現状だと思います。以前の私もそうでした。でも日本の教育の質の高さ、教員の意識、

指導力の高さなどすばらしさを実感することもできました。もちろんその現状に甘んじてばかりい

てはいけないと思いますが、教師自身が日本の教育の悪いところばかりでなく良いところも自分た

ちで実感して、もっと自信を持っていいのではないかと感じることができるようになりました。同

時に以前は面倒くさいと思っていた教員の研修ですが、その制度自体があることやまた私たちは教

材を手作りするとき教材を買ったら事務に請求し使った分がしっかり返金されます。その体制が保

障されているからこそ私たちは子どもたちのために教材を作ることができることなど、今まで当た

り前すぎてありがたみすら感じることができなかった日本のさまざまな教育体制に気づくことがで

き、今では本当にありがたく思えるようになりました。 

最後に、未だ日本の教育界に自分のこの経験を十分還元できてるとは言えません。でも、今後の

教師人生において必ずプラスになる経験をさせてもらったと思っています。この機会を下さった多

くの方々に本当に感謝したいと思います。ご清聴どうもありがとうございました。 
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Estou Contente! 
心を満足させること。 

 

植松 早苗 

（17－1，モザンビーク，野菜，静岡県立田方農業高等学校） 

 

 

よろしくお願いします。今日は、どんな発表をしようか迷ったんですけれども、一通り自分がや

ってきた活動を紹介する中で、何かヒントになることがあればいいなと思って、全体的に紹介をし

ていくことにしました。協力隊に参加して最後一番感じたのは、どんな活動をするにあたっても、

自分の気持ちを満足させることが一番大事じゃないかなと思いましたので、この題名をつけさせて

いただきました。Contenteというのは満足と言う言葉になります。では発表を始めさせていただき

たいと思います。 

隊員帰国の様子です。帰国したときはこんな感じでした。迎えに来た家族が、ちょっと怪しい子

たちじゃないの、ちょっと汚い子たちじゃないの、と思うくらい真っ黒く日にやけていました。３

月の日本ではとても目立っていて、機中でも、あの人たちは日本人なのかどうなのかということを

小さい子たちが怪訝に思って見ていたのを、今まだ１年経っていないんですけれども、すごい遠い

日のことのように思い出されます。帰国した次の日なんですけれども、実は次の日に、一度、自分

がお世話になっていた任地に電話をしました。そしたら、何が起こっていたかというと、電話の奥

で、爆弾が爆発する音と、リビングと窓が揺れる音が電話の奥でしていたんですね。何が起こって

いるのかというのを聞いたときに、首都はマプトという町なんですけど、マプトの近郊の南にある

軍の施設の弾薬庫が爆発をした。爆発をして、ロケット弾とか、あと・・・、軍の施設の周りには

バラック作りの民家が立ち並んでいたんですが、その民家に次々と打ち込まれていくというか自然

に暴発をしてとんでいってという状態です。 

右上の写真が、モザンビークの人たちが、爆撃というか暴発した爆弾の前で、北へ北へ歩いてい

るところです。この間も、たくさんの爆弾が彼らの頭上を舞っていたということです。これはこの

弾薬庫の近くに住んでいた友達が撮って送ってくれたものです。右下の写真が、彼女が勤めていた

学校にロケット弾が着弾した様子です。彼女の学校からは、大体20キロくらい爆発した弾薬庫は離

れているんですが、彼女の家から、左上の写真のようなキノコ雲が見えていたそうです。左下は、

完全になくなってしまった市場の近くにあったいい学校なんですけど、もう全然なくなってしまっ

た民家です。まだ帰ってきた次の日だったので、日本の空気の違い、３月の日本の、光がたくさん

あふれている生活と自分が耳にした任国の任地状態との差がすごく激しく感じられて、ああ自分は

日本に帰れてよかったというのを、強く感じたのを覚えています。このときに、日本で、次の日の

新聞にのったんですが、国際記事だったので、すごく小さな記事で、重症者300人、死亡者30人との

っていましたが、それでみなしごになった子たちも非常にたくさんいて、近くの学校とか教会など

にたくさんの子どもたちが（もらわれていったと思います）。今モザンビークという場所の話をしま

したが、モザンビークという国がどこにあるかというと、南アフリカの右上、マダガスカルとイン
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ド洋をはさんで対岸にあります。首都はマプト、公用語はポルトガル語、現地語はシャンガナやマ

クワ、それに・・・、大体主に10くらいの現地語が使われています。人口密度は大体１平方キロメー

トルに23人という考えられないですが、面積は大体日本の面積の２倍です。日本とのかかわりとい

うと、アルミなんかをモザンビークから輸入していたりだとか、魚介類で、モザンビークと書かれ

たものが、エビなんかで多く見られます。首都マプトは右側の地図にありますが、モザンビークの

中でも一番南側、ほぼ南アフリカと接するくらいの場所にあります。北はタンザニアとザンビア、

南は南アフリカと囲まれていて、タンザニア、ザンビアなどは観光の国で非常に有名ですが、南ア

フリカも有名ですが、モザンビークはまだなかなか日本人にとっても大変なじみの薄い国だと思い

ます。このあたりは緑が多いことからアフリカの・・・と呼ばれていますが、先日ニュースの23（ツー

スリー）などでもやっていましたが、中国人による黒檀の伐採が非常に問題になっている地域でも

あります。現地の人たちは、今日自分が生きるお金が欲しいのでとりあえずあるものを売ってしま

うという生活を今も繰り返している場所です。私の任地も首都マプトからだいたい30キロくらい、

市ではないので郡ということになりますが、農村地帯です。かなり多くのものが首都マプトからも

流れてきますし、この辺の地域の野菜というのも首都マプトへ売られていったりもしています。住

居は学校の敷地内に建つ教員住宅です。やはり水は出ませんでした。近所の人たちの様子です。ア

フリカは大家族の国ですが、同じ２LDKの家なんですけれども、中には８人とかで暮らしているお

家もたくさんあって、中から出てくる子どもたちの多さに非常に驚いた気がします。子どもたちと

いっても、いとこやお姉さんの子どもとか、おばあさんの遠縁の子どもなんかを預かっている家も

あって相互扶助という概念、非常に根強く残っている場所でもあります。鳥なんかは捌いています

が、こうやってだいたい私も任地で食べていました。子どもたちはだいたい近所みんな一緒に育て

ていくので、今いる４人しか載っていないんですけれど、この子たちも私の家にも勝手に入ってき

て勝手にお菓子を食べたりして怒ったことも何回かありますが、そういうふうにして近所の人たち

の温かい目に守られながら子どもが本当に可愛がられて育っていました。任地にはだいたい各都市

にこういったカリソウ（？）と言うんですが、大きな葦みたいなものでつくった小屋に生活してい

る人も非常に多くて、その小屋はたまにああいう散髪屋さんになったりしています。市場には野菜、

おばさんたちが、大体女性ですね、女性が地元で取れた野菜を、今写っているのはレタス、トマト、

タマネギ、あと養鶏が盛んでしたので、卵なんかも売られていました。それ以外のもの、調味料と

かは右上にありますバラッカと呼ばれる雑貨屋さんなんかで買っていました。 

ここから活動の話に移りたいと思います。活動のモチベーションとしては、私は全体的にオレン

ジの線が活動のモチベーションなんですが、なかなか急速にぐっと上がることはありませんでした。

常にどうしようかなと悩みながらやっていた気がします。ただし、健康状態と生活に慣れる速さは、

たぶん隊員の中でもかなりはやかったと思います。もう最後の方では別に何の不自由もなくバケツ

で水浴びもしていましたし、・・・にもお手伝いさんと一緒に行ったりしていました。健康状態も今

日ちょっと風邪をひいていますが、モザンビークでは大きな病気一つすることなく、マラリアもか

かることなく帰ってきました。活動内容ですが、一つは通常の授業です。農業学校に赴任をしまし

たので、通常の座学45分、座学でも45分の授業を２コマです。生徒の対象は一応エスコーラセクン

ダリア（？）といいますが、大体中学校を卒業しているくらいの生徒からなので、16歳以上であれ
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ば入学できるということなので、40歳、45歳というおじさんですね、自分から見たらすごい先輩も

いました。授業はどうやっていたかというと、だいたいがOHPを使ったりだとか黒板に大きな絵を

描いて行っていました。なぜかというと、赴任当初から授業をお願いねって持たされたわけですが、

大きな問題はまず現地の人たちの言葉を聴く能力、これは非常に苦労しました。それから書く速さ、

黒板に書く速さというのはやっぱり限られた時間ですので、非常に生徒たちもいっぱい書きたいで

すよね、教科書を持っていないから自分のノートを教科書代わりにしなきゃいけないので、その分

たくさん先生にも書いてほしい。だけど私は書く速さは遅いので、それを補うためによくOHPを使

っていました。それからも一つは、定期テストの作成。３学期制で学期にだいたい３回テストがあ

るんですが、そのテストの形式が日本の形式と全く違うので、そのへんは非常に苦労しました。問

題の出し方によっても、生徒はわからなかったり、答えがわからなかったりとかしてしまうので、

そのへんはまわりの先生と相談しながら、かなり時間をかけてやっていきました。それ以外、当初

私の座学の授業には、この先生ですね、このシトリという先生が（普段 ）のパートナーでと紹介

されたんですが、アフリカの多くの国でもそうだと思うんですが、大半の先生が副業を持っていま

す。それは、自分の生活を守るため、もう一つはその先生はそうだったんですが、学校に通いなが

ら先生として授業をしている先生もいます。もう一つは体調不良。アフリカは、途上国ではそうだ

と思うんですけれども、ちょっとした体調不良が命にかかわることがあるので、ちょっとしたこと

でもちょっと様子をみたいと言って休む場合が多々ありました。日本の方法を押し付けるのは非常

に簡単なんですけど、私は郷に入れば郷に従えではないですけれど、できるだけ・・・していまし

た。ただし、やっぱりそれだけだと自分の活動自体も不安がたくさんあったので、頼れるお母さん

みたいな先生を、お母さんと言ったら失礼な年齢なんですけど探して、仕事とか生活、儀式とかで

もわからないことなんかは必ず聞くような先生、その先生をつかまえて必ず聞くようにしていまし

た。すごい些細なこと、生活の中でのちょっとした、水が出なかったらどうするのとか、薬はどこ

で買えばいいのとか、これがなくなったらどうしたらいいのとか、お手伝いさんも・・・もわから

ないんだけど、というようなことは、生活すること自体が非常に大変なので、自分自身の大きな負

担になるということで、できるだけ小さなことでも相談するようにしていました。そういった意味

でその先生というのは向こうにいたときの自分のオブザーバー的な先生で、非常に心強いサポート

をしてくれました。もう一つは、その土地において自分が初心者であるということを常に忘れない

姿勢というのが、やっぱり気持ちよく相手が教えてくれる一つのマナーじゃないかなというのを強

く感じました。日本人だからとか、やっぱり最初は言ってくるんですけれど、私はたくさん知らな

いこともあるんだよといろいろ聞いていくと、初めてだからねと言ってたくさんいろんなことを教

えてくれるようになりました。もう一つ座学以外にもやっていたことが実習なんですけれど、私は

農業高校の教員免許でこちらの方が非常に親しみがあって、体を使ってやることはやはり非常に教

えやすかったです。接木をやったことがない、接木は接木でもなんこう（？）なんかの接木は向こ

うでも主流です。今回はナスとトマトの接木をやってみたりとか、というふうに試しで接木を試験

的にあるものでやってみました。元々手先は器用じゃないので成功率２割程度でしたが、非常に楽

しそうにやってくれたのでよかったなと思います。ときどきこれ日本から持っていった簡易土壌検

査機器なんですけど、それをちょっと多めに持っていって、ここの土壌は何性だねっていうのを言
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って、彼らも卒業論文を書かなきゃいけないのでそういうちょっとした手助けをしたりとか、ここ

でレタスを育てているんですが、ちょっと隣の畑を借りて生徒と一緒に日本の野菜を、あまりよく

ないかもしれないですけれど、日本の種を持っていって日本の野菜をちょっと育ててみて、どんな

ふうに違いますかとかというのをやってみたりとかしていました。ただ活動していたんですが、い

つもやっぱり片隅にあるのは私はいったいここで何ができるのかなということと、今まわりにいて

くれる人たちは何を自分に望んでいるのかなというのを非常に、それをいつも考えながらやってい

ました。とにかくわからなかったら相談をする、不安に思ったら相談する、何をやってもらいたい

かというのも相談をする。相談をしてできそうなことをやってみる。やってみて出来なくても後悔

はしない、というのをやっていました。やってみることというのでやってみたのは、１個はネリカ

米の栽培をやってみました。ネリカ米自体は乾燥に強いということだったので、できるだけ水が簡

単に準備できて乾燥しないところに蒔いてみたんですが、やはり雨季の雑草の力が非常に強くてで

すね、やっぱりネリカ米は負けてしまうことが多かったです。ただし栽培した場所にも多少よって

収量は違ったので、そういうことでも彼らのいい実験になったのではないかなということ、新しい

品種を自分たちが栽培できたという一個の誇りになったかなというふうに思っています。それから

これ最後の方ですが、貯水タンクの建築をやっていました。ここは大きなタンクがここからだいた

い200メートルくらい離れたところにコンクリート製のタンクがあったのですが、やはり・・・なの

でバケツで生徒が持ってくるというと一人で栽培できる野菜の量、栽培面積というのが非常に限ら

れていますので、できるだけ近いところにタンクを１個大きいタンクを作ろうということで、先生

の力を借りて穴掘りからやっていましたが、ちょっと粘土層が出てしまったので当初の計画よりは

赤くなってしまいました。このへんは事務所の方なんかにも協力いただいて予算を出して～。同じ

隊員にも大変なときは声をかけて手伝ってもらったりしながら、このへんの鉄骨を入れるというの

は向こうで簡単にタンクを作るときにはあまりやらないんですが、今回はやってみようということ

でやりました。完成したのが、これが１個目のタンクなんですけれど、中にコンクリートを塗って

帰る頃にはたくさん水が溜まっていました。もうひとつこれが、近くに住む先生が自分もやってみ

たいということで、その先生が私たちのやり方をまねて作ったタンクです。この活動をやってよか

ったというのは、生徒が喜んでくれたというのと、もう一つ自分の中でいいけじめがついたなとい

うふうに思います。それ以外には行事での発表、できるだけ行事で日本のことを知ろうみたいな、

これは簡単に、広島出身の子がいたので原爆の資料をちょっと借りてこういうことが起こったんだ

よという、反応は様々でした。これは、折り紙。やはり手先が器用じゃないのでひどく不恰好なも

のになってしまいましたが、生徒たちは家に持って帰ったりして楽しんでくれていました。あとは

行事にできるだけ参加をするということが一番私の触れ合ういい機会になったと思います。これは

お手伝いさんですが、彼女は非常に仲良くしていました。近所の子たち、すごいいたずらっ子でし

たけれど、とてもいい私と大人をつなぐいいコネクションになってくれていました。満足するコツ

ですが、自分と人の活動は、現職参加で先生でというと、なかなか自分の活動が一番だと思ってし

まいがちだったんですけれど、人の活動と自分の活動をあんまり比較して自分を陥れないようにす

る、はまらないようにするということと、できなかったらできないことは早めに諦める。強情を張

ってやり過ぎるのではなくて、早めに諦めよう。準備されている活動は、要請された活動はあるけ
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れど準備されている活動はないので、自分でできるだけ早く活動を見つけるようにしていました。

それから活動の基準は自分が関わっていることを幸せにできることで十分じゃないかなと思いまし

た。任国は好きですかと今聞かれたら、やっぱり好きと答えられるかなというふうに思います。以

上で発表を終わります。 
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青年海外協力隊で経験したこと 

－ガーナ共和国でボランティアとして理数科教育に携わって－ 
 

梯 泰三 

（17－1，ガーナ共和国，理数科教師，上板町立上板中学校） 

 

 

みなさんこんにちは。今ご紹介にあずかりました、徳島県上板中学校の梯泰三といいます。たぶ

ん小さな部屋なので声が通ると思うので、マイクなしで発表をさせてもらおうと思います。 

最初に今日発表させていただく内容なんですが、10個ほど用意させていただきました。簡単に紹

介させていただきます。一番最初、私の自己紹介、それからガーナのこと、それから任地はタマレ

という場所だったんですが、そのタマレについて。それからみなさんガーナってチョコレートの国

と思われているかもしれませんが本当にそうなのかなということを僕なりの考えをこれから述べて

いきたいなと思ってます、それからなぜ協力隊に参加したのかということ。それから私の要請と活

動。これから以降は本格的に活動のことを話させてもらうんですが、少し授業の様子をビデオで見

ていただけたらなと思っております。それから理数科隊員、教員として派遣をされましたので私の

任地の学校のこと、実際にガーナの任地の先生たちのこと、それから生徒のことを話させてもらっ

たあと、最後、今後帰国隊員のとして私が何ができるかなということを一緒に皆さんと考える機会

にできたらなというふうに考えています。宜しくお願いします。 

最初に自己紹介ですが、17年度１次隊でガーナ共和国に理数科教師として配属されました。配属

先はここにもありますが、タマレ市教育事務所というところですが、日本で言えば市町村の教育委

員会かなと思っていただければいいと思います。そこでもらった僕の役目というのは、science and 

mathematics volunteer officer理科と数学の先生ですよという役目をもらいました。現在は先ほども紹

介していただいたんですが、徳島県の上板中学校で勤務、お世話になっております。１年生の担任

で教科は数学、陸上部を担当しております。 

次、任国のガーナについて話させてもらいます。アフリカの地図がここにあるんですが、ガーナ

ってどこかなってみなさんおわかりになるでしょうか。だいたい頭の中で考えてみてください。ど

の辺りかな。実はガーナというのは西アフリカと言われています。ここにあります。西アフリカと

言うところにあります。それでクラスとか学校の生徒たちにはこういうふうに説明しています。い

ま点線が入りましたがこれは東経０度、北緯０度の線を描いてみました。ということは、ガーナは

０度、０度に最も近い国なので、僕はクラスの生徒には地球のおへそに一番近い国だよというふう

に説明をしています。次、こちらの方にガーナを拡大した地図があるんですが、首都はアクラです。

海沿いのここにアクラがあります。私の任地というのは結構ガーナから遠くて、Northernと書いて

ありますが、北部州の州都タマレ市というところにあります。首都アクラからはだいたいバスのター

ミナルに行くと20時間くらいと書いてありますが、故障があったりとかバスが出なかったりするも

ので、だいたい20時間から２日くらいの間みておけば、僕のタマレには行くことができるんじゃな
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いかというふうに思います。どんどん進めさせてもらいます。ひょっとすると、そこだったかな名

前は忘れました、メーカーさん、お口の恋人何とかさんが、何とか何とかチョコレートというのを

だしていて、ひょっとしてガーナってチョコレートの国かなって思われがちなんですが、これはあ

くまで僕の考え方です。試験などで絶対そうだと思わないでください。ちょっと一緒に考えてみた

いなと思います。国際菓子協会というホームページからとってきました。2004年のデータですが、

チョコレートの生産量と消費量、アメリカ、ドイツ、イギリスというふうになっております、チョ

コレートですね。どこにもガーナというのはこのデータでは入っていません。一方、2007年の外務

省のデータなんですけれど、カカオの生産というところではコートジボワール、ガーナの隣の国で

すが、２位ガーナ、それから近くの国、同じ西アフリカの国ナイジェリアというのが１位２位３位

となっております。ということを考えると、僕はガーナはチョコレートの国ではなくて、カカオの

国かなというふうに思います。少しこれを発展させて考えると、やっぱりチョコレートがもしつく

れる、おいしいなと世界中の人が思ってくれるような国であれば、ガーナという国はもしかしたら

開発途上国とは呼ばれないのかもしれないかな、そういうふうな技術を持っていると呼ばれないの

かもしれないのかなというふうにあるので、ガーナが将来カカオの国から本当にチョコレートの国

になれたらなというふうに思いながら活動していたことも事実です。 

それから、大体これが僕の任国、任地の話なんですが、少し話を変えさせてもらいまして、なぜ

私が青年海外協力隊に参加をさせてもらったのかということを、話をさせてもらおうと思います。

１番最初なんですが、やはりボランティア活動に興味を持っていました。大学生の頃、もう10年以

上も前になるんですが、学生の頃からボランティア活動、徳島県にいくつか授産センターといわれ

る障害者の方の施設があるんですけれども、そういうところでボランティア活動をしていまして、

そういうことがきっかけで大学生の頃からボランティア活動に興味を持っていたということがあり

ます。それから学校に勤めている、この中にも中学校、高等学校それから小学校で勤めてられる先

生方おられると思うんですが、特に中学校で勤めていると教科指導また生徒指導というのでどうし

ても悩みというのがでてきます。そんな中でもしかしたら環境の違うところで自分が仕事をするこ

とで、ボランティアとして活動することでまた日本に帰ったときに教科の指導とか生徒指導で何か

役に立つようなヒントというのを学べるんじゃないかなということがありました。それから３つ目

なんですが、やはりいろんな場所に行くことで人々と出会いとかふれあいを求めてという理由も３

つ目にありました。こういうような理由３つ、他にもあるんですが3つ書かせてもらったんですが、

なかなか青年海外協力隊って一歩踏み出すことってやっぱり難しいと思うんです。遠い場所でもあ

るし海外でもあるしというところもあって。僕は現職派遣をさせてもらいましたが、なかなか職場

の理解が得がたいというようなところもあるんですが、なんで僕が協力隊に行くことになったかと

言うと、神戸のほうで協力隊の説明会に３年か４年前に参加させてもらったときに、ある参加者の

方がこういうふうに経験談の中で私に語ってくれました。世の中で最も教育環境が整っていない場

に足を運ぶということが教員、教師としての務めではないでしょうかというような話をしてくれる

先生がいまして、その言葉を聞いたときにぽんと背中を押されたような気がしました。決して行か

なければならないと思ったんじゃなくて、あっ僕、教員だから行ってもいいんだって、行ける機会

があるんだっていうふうにこの言葉を聞いたときに思うようになって、じゃあ挑戦してみようかな
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ということでいろいろホームページを調べたりだとか学校の職場の学校長に相談をしたりだとか、

JICA四国の方にお世話になったりだとかというところから手探り状態で始まったのが、私の協力隊

参加への第一歩になりました。というのが大まかなところなんですが。 

早速そしたら次はお手元の資料では２ページ目になると思うんですが、本格的に任地での私の活

動についてお話をさせてもらいたいなと思います。それに当たって１番最初に私の要請と活動につ

いてお話をさせてもらいます。まずJICAさんの方からいただいた私の要請というのは、ガーナ発の

巡回型理数科隊員としてと書きました。ガーナは私が行くまでは、ほとんどの場合は一高校の教員

としてある高校に配属されるというふうな形ですべての理数科隊員が配置されていたんですが、私

は巡回型隊員、先ほども言いましたが教育事務所に配属されまして、いろんな学校を担当させても

らいました。後から詳しく言わさせてもらいますが、担当校は確か小学校で約100校、中学校で80

校ありました。そのあたりの苦労話も今日させてもらえたらなと思っております。それと同時にも

う終わったのですが、ガーナではSTM、science、technology、それからmathematicsプロジェクトと

いうのがありまして、それを大きな３つの群でそのプロジェクトが行われたんですが、その中の１

つであるタマレ市のプロジェクトを支援する、草の根で支援するためにというふうに自分が心の中

では噛み砕いていたんですが、そのためにJICAさんの方から要請を受けたと思っております。実際

にこういうふうな要請をもらって私がどんな活動をしていたかということなんですが、主な活動と

して理数科隊員ですので小中学校での理数科の授業。目的は２つありました。先生たちの指導力の

向上ということと、それから当然当たり前なんですが、生徒たちの学力の向上という２つのことを

目標に授業は行っておりました。それからこのプロジェクトとも関連した、ガーナの他の隊員の活

動ともいろいろ関連するんですが、ワークショップの開催というのをしておりました。なかなか学

校に行って授業をするだけでは先生の指導力の向上というのは難しいのもありますので、先生たち

だけ呼んできてワークショップの開催というのをしておりました。やっぱり１番は指導主事と書い

てありますが、私が配属されていた教育事務所の先生方、それから学校の校長先生、それからその

学校で算数や数学や理科を担当している先生方を集めてワークショップを開催したり、これ理数科

隊員の研修の場って書いてありますが、ガーナ今100人近い隊員が派遣されていると思います。その

中で理数科隊員が開催する大きな行事が３つありました。１つはアコソンボ訓練と呼ばれるんです

が、簡単に言えば教育実習みたいなものです。それから実験ツアーと呼ばれまして、全国をめぐっ

て実験道具がないもので隊員が集まって実験道具を用意してバスを借りて実験の道具がない学校に

行ってというふうに、隊員が夏休みであるとか春休みであるとかというふうなときに、みんなで集

まって隊員同士の研修会ですね、研修会をかねてこのようなワークショップを開催していりました。

当然この中には理数科隊員だけじゃなくて他の隊員、HIVの対策の隊員、感染症の隊員にも授業を

してもらいました。理数科の授業と関係があると思ってしてもらいました。それから休み時間には

楽しいこともしたいなと思ったので、青少年活動の隊員であるとかとにかく隊員をたくさん集めて

きてワークショップを開催しました。それから最後に他国のボランティアとの交流の場というふう

に書いてあります。ほかの国でもそうだと思うんですが、ガーナにもたくさん他国のボランティア

が来ております。この開催したワークショップにはVSOイギリスのボランティア団体だと思うんで

すがVSO、それからピスコ、アメリカのボランティア団体だと思うんですがピスコの方とかにも来
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てもらって、やっぱり語学の点では彼らにはなかなか敵わないのでそういうふうな英語について教

えてもらったりだとか、彼らのアイデアを教えてもらったりだとか、自分たちはこういうふうに思

っているんだけどどう思うということで、いろんな人とにかくいろんな人を呼んできて自分自身の

指導力の向上の場でもありますし、やっぱり先生たちの研修の場をつくりたいなというふうなこと

で、いろんなことを試行錯誤しながら大きなものとしては年3回やっておりました。実際に、ここに

書いてるワークショップなんですが、ワークショップでやっていた、私の授業をビデオに撮ってい

ます。たくさん隊員がいたのでビデオを撮ってくれることができました。このビデオを見てもらい

たいと思います。ガーナに行ったばかりの映像で、すごく自分自身が緊張しているのがわかるビデ

オで恥ずかしいんですが、拙い授業で申し訳ないんですが、ご覧ください。 

（ビデオ） 

すみません。というふうな授業を行っていました。ちなみにこれはJICAさんの方にお世話になっ

て、顕微鏡の使い方の授業をしたんですが、JICAさんの方にお世話になって100倍まで見える簡易

顕微鏡というのをプロジェクトと関連して買ったものがありましたので、それを利用させてもらい

ました。非常によかったなと思うのは大きな顕微鏡と違ってこれくらいの顕微鏡だったので持ち運

びが便利なんですね。いろんな学校にもって行くことができて、僕はこの顕微鏡のおかげで随分助

かった思い出があります。今見てもらったビデオで見るとアフリカの学校っていいな、黒板もある

し机もあるし学校に屋根もあるなって思われて、素晴らしい学校であれチョークもあったじゃない

か、黒板に僕が白い字で書けてたじゃないかって思われがちなんですが、これはやっぱりワークシ

ョップでした授業なので、どちらかと言うと施設設備の整った学校でさせてもらいました。実際私

が通っていった学校というのは、こんな立派な学校ではなくて、ちょっと見てもらいたいんですが、

その前にすみません、タマレの学校の現状をもう一度言わせてもらいます。私の任地タマレは東西

南北に30キロ30キロの正方形だと思ってください。その中に中学校が250校、中学校が70校あるそう

です。教育長からそのように聞きました。それで私は小学校80校と中学校20校、だから全部で100

校を担当しなさいよというふうに言われました。少し話をさせてもらうと、当然こんなの２年間で、

正確に言うと１年９ヶ月で全部担当できることはできないので、僕は中学校４校と小学校４校を担

当していました。どういうことかというと、週は月火水木金で５日です。そのうち１日は事務所の

方に行きたいです。午前中は小学校に行って午後から中学校に行っていました。だから４校４校と

いうふうに、自分の中でたくさん学校を与えてたくさんチャンスは増えたんですが、申し訳ないん

ですがそのチャンスは８校でしか活かすことができなかったんですよ、ちょっと残念だなというふ

うにも思ってるんですが、時間的なことそれからバイクで２０キロ片道３０キロ走りますのでそう

いうことを考えると、午前中に１校午後に１校というのが適当じゃないかというふうに僕は判断を

していました。その学校が何ですが、ちょっと写真を見てもらう前に、私の思ったことは、やっぱ

り写真で見てもらったのですがさっきビデオで持てもらったものがすごくやっぱりいい学校です。

何がいいかというと人材の面でって書いてあります。やっぱり先生がいます。授業するっていうと

その学校の先生が来てくれる先生がいます。ぼくが行ってた学校には生徒はたくさんいるんだけれ

ども、実は校長先生しかいないとか、校長先生とあと一人二人先生がいるんだけども、今日は校長

先生しか来てないよとか、っていう風な学校がたくさんあったので、やっぱりあの人材の面でいっ
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ぱい差があると思うんです。タマレの中でもある学校には完璧に時間割が朝から夕方まで組めるだ

けのスタッフがいる。でも、ちょっとほんの１０キロバイクで走った学校には、生徒がたくさんい

るのに校長先生しかいないっていうふうな人材の面での格差。それから２番目は施設・設備の面で

っていうふうにも書きました。校舎、施設、設備、それから教材でかなり差があります。これにつ

いて少し、写真を見てもらおうかなって思います。一つ、これ、ここにあのこれも私の任地の一つ

の学校ですが、日本の援助で建てられた学校です。こんなすばらしい学校があります。屋根もあっ

て壁もあってすごいきれいに壁が塗装されているっていう風な学校があります。まぁ、町の中心部

なんですが、これも私の学校なんですが村の学校に行くとこんな感じです。本当に壁なんかないで

すよね。生徒も制服なんか着てないです。さっきから何度も言ってますが、やっぱり同じタマレの

学校なのに校舎や施設・設備の面でかなり違っているっていうふうなところがあります。で、実際

私が通っていた学校を少し紹介させてもらうと、こんな学校です。今、写真で見せた学校ですね。

この学校は、本当にこういう小さい黒板が一つあるだけで、チョークは僕が買って、プレゼントし

ました。それから、他の学校ではこういう風な屋根があってもまぁ、バラック状態のような壁があ

っても、この学校に僕は、通ってました。で、なんかそうやっていたらなんかちょっとシーンとな

って、みなさんがなってしまったのが残念なんですが、実は僕は好きなことがあって、学校までの

風景が大好きでした。見てください。バイクで行ってたのですが２０キロ３０キロこんなまっすぐ

な道。きもちいですね。まっすぐな平らな道。バイク好きな人がいたら、走りたいなって思われる

のではないでしょうか。それから、途中にはこれ、何の木かわかりますかね。神様がやどる木、バ

オバブですね。バオバブの木が当然生徒の家にあったりとか、風景、僕はとっても大好きでした。

僕は時々風景に目を奪われて、外の前の穴が見えなくて危ない思いをしたりだとか、でも僕はとっ

ても、バイクを走らせるのが好きでした。 

時間も迫ってきます。学校の先生についての現状を少しお話させてもらいます。他のアフリカで

もそうだったんですが、やっぱり基本的な計算ができない。日本だと完全に最近問題になっていま

すが、指導力不足教員というような言い方をすると厳しいかもしれませんが、日本の感覚で言うと

そういうふうになるんじゃないかなって思います。用語を正しく理解していない。正方形を長方形

と教えたり、直方体を長方形と教えたり、という風な用語を正しく理解していない。経験力不足。

教材教科がありませんので、当然そういう風なこともない。使い方も当然知りません。残念なこと

に、やっぱり高い収入を求めて、辞職する人が多いというのもこれは残念なことです。 

ちょっと見てもらいたいのですが三分の二、二分の一がなぜかこんな計算になっちゃうんですね。

二分の一がここに来ると逆になっちゃうんですね。六分の三。こっちを通分した三分の二がなぜか

こっちにきちゃうんですね。こうがきまってなるんですが、三から四を引くとマイナスになるのに、

なぜか答えはちゃんと六分の一になるんですね。すごいなって思いながら自分も見てましたが、ち

ゃんと証拠写真も載っています。彼はこういう風に計算もしてるんですね。でも、これは笑い事か

もしれませんがこれがガーナの教員の問題だと思います。これ先生が教えてるっていう、彼だけじ

ゃなくてちゃんと通分ができない先生、計算ができない先生たくさんいます。やっぱり、これを克

服していくこと、っていうのがやっぱりガーナの教育の課題であるし、隊員として派遣されていた

私自身も何かできることがあるんじゃないかなって考えております。厳しい、現実がここに現れて
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いるんじゃないかなって思います。 

それから生徒についてです。すいません。これ冗談言うのに作ったのですが、タイミングを逃し

てしまったので申し訳ありません。生徒について話をさせてもらいます。やっぱり就学率低いです。

ある学校長、校長先生と話していると就学率５０パーセントっていうふうに聞きました。でも、そ

の中でも乾季、雨季になるとどうしてもやっぱり、さらに生徒減っちゃうんですね。そういう風に

考えると修める方の修学って言うのは、もっと低いんじゃないかなって僕は思っています。それか

ら健康面でマラリア、コレラ、ポリオ。健康面での被害っていうのは感染症の隊員らと話をしてい

ると本当、深刻な問題っていうのが健康面でも衛生面でもあるように思います。でも、僕はこれが

好きでした。生徒たちも明るく、礼儀正しい。ぜひ、今担当している上板中学校の生徒に、生徒た

ちの姿を見習ってもらいたいものですね。グッドモーニング、先生おはようございますなんて、言

ってくれる生徒もいるんですが、うちのクラスは今は全員できていないような気がします。それか

らやっぱり働き者です。よく働きます。午前中に学校に来て、午後から何か牛を飼ったりであると

か、何か物を売っています。よくよく考えると、牛を１０頭ぐらい持っていると、平均的なガーナ

人の年収にもなると思います。そういう仕事をしているんですね。今、日本の中学生で、年収ぐら

いの価値のあるものを動かしながら仕事ができる中学生って今、いないんじゃないかと思います。

このあたりを考えると今、学校現場で問題になっている生きる力って考えると、ガーナの生徒、僕

のクラスの生徒どっちがあるのかなって考えるとちょっと僕は疑問になるところがあって、どっち

かなっていうふうに考えております。生きる力に関してはひょっとするとガーナの生徒の方が持っ

ているんじゃないかなと、なぜかというと働く力を彼らは持っているからです。それから、やっぱ

り高いコミュニケーション能力。積極的に僕に話しかけてきます。言語の学校に通っていると英語、

現地語の２カ国ですが、二つの言語二カ国じゃないですね、二カ国に言語が話すことができます。

たぶん、日本の中学生で、英語と日本語が不自由なく、使える生徒は少ないと思うので、コミュニ

ケーション能力の点でも、日本生徒がガーナの生徒に比べると劣っているかなっていうふうに私は

思います。 

それから時間もせまっています。やっぱり問題は十分な教育を受けられない。どうも同じような

発表が続いていますが、ガーナでも同じようなことを感じて帰ってきました。最後になりますが、

私が今度は帰国隊員としてできることですが、考えていることです。当然、国際理解教育とか、人

権教育を通じて私がしてきた経験というのをクラスの生徒、それから現在勤務している学校の生徒。

徳島県の生徒。まぁ、できれば日本の生徒に伝えていければいいなっていうのが私の目標でありま

す。幸いなことに徳島県の人権教育のテキストには、名前を忘れたのですが、ザンビアでエイズの

隊員だった方の、指導っていうのは載っております。それを子供たちに見せながら僕もこれやった

んだぞって言うところに、青年海外協力隊のところにマークせよなんて授業では、人権教育のほう

ではやったりもしております。それからできれば国内でのボランティア活動。学生のころから好き

だったので、JICAさんの活動以外になるかもしれないんですがボランティア活動もできたらなって

感じで続けて、何かのボランティア活動ができたらなって思います。それから奨学金への協力って

書きました。あの、理数科隊員がガーナは多いので、奨学金をJOCVが、つくっております。それ

に、少しなんですが、正直金額で言うと年間五千円くらいなんですが、それが授業が払えると思う
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ので、一人の生徒の。五千円ぐらいずつこれも協力できたらなって思います。それから最後ですが、

これは難しいですが、まぁ僕の年齢からいくともう一回くらい、行こうと思えば、協力隊に行ける

かなと思います。あの、妻に言うと怒られるのでここで言いますが。また行くって言われそうなん

ですが、まだ行ける年齢かなって思っています。四つ目はでもたぶん厳しいかなって思っています。

発表を終わらせてもらうのですが、最後にもしかしたらこれから派遣される方がいるかもしれませ

ん。最後に僕が言いたいことは、僕の友だちから帰国後よく聞かれます。あの行ってきてよかった

かって。僕は、自信をもってよかったと答えています。行ってきてよかったか悪かったか、いろん

な苦労もあったし嫌なことも正直言ってあったのですが、僕は協力隊に参加して非常に良かったな

と思っております。以上で発表を終わらせていただきます。ありがとうございました。 
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マーシャル共和国での取り組み 

 

野原 俊之 

（17－1，マーシャル，小学校教諭，竜ヶ崎市立長山小学校） 

 

 

はじめまして。私は、先ほど紹介にあずかりました、１７年度１次隊マーシャル派遣の野原俊之

と申します。どうぞよろしくお願いします。拙い発表で申し訳ありませんが、少しでも参考にして

いただければ嬉しく思います。では、早速発表の方にうつりたいと思います。 

まず、派遣国の概要について紹介したいと思います。私が派遣されたマーシャルなんですが、南

太平洋にうかぶ小さな島国です。無数の島が集まってできている共和国になっております。その総

面積なんですが、大体霞ヶ浦位ということで、ちょっとイメージしにくいとは思うんですが、とて

も小さな島です。「太平洋に浮かぶ真珠の首飾り」というような形容もされているんですが、とても

細長い国です。写真にありますように、島には幹線道路が一本しかありません。信号もないような

とても細長い国です。一番標高が高いところでも大体１０ｍくらいということで、地球温暖化の影

響もとても受けている、そういう国です。人口は、私が派遣される前の統計ですと、約５３,０００

人ということで、大体東京ドームに収容される人数と同じくらい、と想像していただければわかる

と思います。ただ、今どんどんどんどん人口が急上昇中ということで、住む場所も少なくなってい

るような状況になっております。海洋性熱帯気候ということで、一年中高温多湿の夏のような状態

が続いています。日本統治の時代が長かったこともありまして、親日がとても多い国となっており

ます。ここにアメダマと書いてありますが、アメダマも向こうの現地語として使われていました。

他にもヤキュウとかサシミ、サルガタ、アミモノなどというふうに、日本語がそのまま現地語にな

っているものもあります。エンマンと書いてありますが、これは向こうでよく使われていることば

でした。日本語に訳すと、大丈夫とか問題ないとかそういう意味にあたるのですが、何事もこのエ

ンマンという一言で解決してしまうような、とてもおおらかな国民性です。ただ、これはちょっと

問題あるだろうということも全てエンマンで解決してしまうので、エンマンには助けられたことも

ありましたが、逆に苦しめられたこともありました。南国特有の、とてもおおらかな、悪いことば

でいうと、計画性がない、いいかげんなところもありました。 

私は算数を教えていく要請内容で派遣されたんですが、算数に対しての学力はとても低いです。

まず数というものに対しての概念があまりないので、計算をするときも指を使って足し引きをする

というレベルでした。なので、例えば繰り下がりとか繰り上がりとかで１０を超してしまうと指が

足りなくなってしまって、するともう計算がわからなくなってしまうというような状況でした。派

遣内容についてなんですが、まず要請を受けたのは、現地教諭の指導力向上、教員向け研修会の実

施、モデル授業の企画・実施、とありました。それを受けて、現地に入りまして、私の方で少し内

容の見直しをして、児童の基礎学力向上、教材の開発、現地教員への働きかけ、というように噛み

砕いて自分の活動に取り組んでいきました。まず、児童の基礎学力向上についてなんですが、一番
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ベースになったのはやはり毎日の授業です。自分は３年生から６年生まで、全部で１０クラスの授

業を毎日担当しておりました。一コマが４５分間で行っていました。ただ、授業といってもまず全

くルールがないような教室の状態だったので、ルールを整えるという条件整備のところから活動を

始めていきました。例えばどんなルールを作っていったかというと、まず、時間を守る。用具を大

切にする。授業中には飲食をしない。ゴミを投げ捨てない。などの、生活面についてのルール。そ

れと学習上のルールとしては、準備をしっかり整える。人の話を聞く。挙手をして発言をする、と

いうように、本当に基本的なルールなんですが、そのルールをきちんと整備していくことがとても

大事かなということを感じました。次に指導内容の吟味なんですが、一応カリキュラムということ

であるんですが、担任名が列挙されているだけのカリキュラムということ、児童の実力に全く合っ

ていないカリキュラムということだったので、その指導内容を児童の実態に即したものへと編成し

なおして、そして取り組んでいきました。TTの活用ということで、全ての授業は現地の教員と組ん

で行いました。現地の教員と組んで行うことにはいくつかメリットもありました。まず一番は、現

地の教員の力を借りて細かな説明もきちんとしてもらえるというところに尽きるんですが、それ以

外にも、自分が授業の骨組み作りを行っていって、そして説明を現地の教員にやってもらうという

形をとることによって、現地の教員も、自分で説明をしながら、指導の仕方について体得していく

というようなこともありました。なので、このTTの活用ということは、自分にとっても、現地教員

にとっても、双方にとって大きなメリットのある取り組みではないかなと思いますので、ぜひ活用

していただければいいなと思っています。ただ毎日の授業だけでは、特に学力の不振については救

うことはできませんので、補修クラス、または休業を使ってのサマースクールなども行っていきま

した。サマースクールについては、マーシャルという国は、６月・７月・８月の中旬までが夏季休

業ということでとても長い期間休みに入ってしまいます。休みの期間、子どもたちは何をやってい

るかというと、特にあてもなく、そのへんをぶらぶらぶらぶら歩いていて、ただ無駄に時間を過ご

しているという状況ですので、サマースクールを開くことによって子どもたちもその無駄に過ごし

ていた時間を目的を持って過ごすことができたということで、学力を伸ばすという以外にも、いく

つかのメリットがあったのかなと今になって思っています。 

続いて行ったのが、教材作成に取り組みました。ワークシートの作成をまず行いました。現地語

の説明をいれた例題をまず最初にのせて、その下に練習問題をのせていくという形で、特に重要な

単元についてはこのワークシートを整備して授業の中でも活用しました。先ほども申し上げました

ように、現地語の説明を入れた例題なんですけど、これは現地の教員が自分で授業をするときにも

参考にしてもらえればいいなということも考えて、そのような例題を盛り込みました。あと補助教

材もいくつか作成しました。補助教材と言っても、そんな特別なものを作ったというわけではあり

ません。できるだけわかりやすく、そして使いやすくということを念頭において作成しました。な

るべく現地教員が継続的に使えるようにということを考えながら作成しました。また日本から届け

てもらった「算数セット」についてもとても効果的でした。やはり日本の算数を研究している人た

ちが考えて作ったものですので、とても無駄なく使いやすいものですので、ぜひ「算数セット」な

んかも活用していただければ、きっと役に立つかなと思います。 

続いて、現地教員への取り組みです。ワークショップ・オープンクラスなどを行いました。でき
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るだけ現地教員のニーズに応えていくということで、現地教員の声を拾いながら、そしてその中で、

本当に必要なものは何かということを考えながら行っていきました。行った内容としては、例えば、

黒板にはどういうふうに字を書いていったらいいのかとか、ノート指導をするにはどのようにして

いったらいいのかとか、あとは、コンパス・分度器の使い方。立体について教えるときはどのよう

な教え方が効果的なのか、などというような、日常の授業に直接還元のできるもの、または、現地

の教員がとくに苦手にしていることをピックアップして行っていきました。 

今から派遣される方も今ここで聞いていると思いますので、派遣前にどのようなことをしておい

たらいいのかということについて話したいと思います。まず、情報収集を密にするということはと

ても大事かなと思います。特に前任の人との連携、生の情報を仕入れるということは特に大事にな

ると思います。次に、得意分野を再確認する。派遣される要請内容は人によって違うと思います。

私は算数で派遣されましたが、例えば体育で、図工で、日本語教育で、というふうに、それぞれ要

請内容違うと思いますので、その要請内容に合わせて、自分の得意分野が一体どういうことなのか、

例えば体育だったら自分はどういうことがちゃんと伝えられるのか、というようなことを再確認し

ておくと、向こうにいったあと安心して、自信を持って取り組めるんじゃないかなと思います。 

言語や生活について。今から派遣される方は、一番ここを心配してるんじゃないかなと思います。

私自身も、全く英語がしゃべれるわけではなかったし、日本から離れて生活するというのも当然初

めてでした。なので非常に不安はあったんですが、これらについては気づくと慣れているかなと思

います。言語については、私、今でもペラペラしゃべれるというわけでは全くありません。片言の

ことばしかしゃべることはできませんが、一緒に生活しているうちに、だんだんだんだん、お互い

の気持ちが、こう、ことばを介さなくても通じるようになっていきますし、お互いにお互いを分か

り合おうという気持ちがあれば、何となくは伝わっていきますので、そんなにナーバスになる必要

はないかなと思っています。生活についてももちろん風習とか、食べ物について、全然違うところ

もありますけど、それも半年くらい過ごしているうちに慣れていきますので、心配する必要はない

かなと思います。あとは日本文化のネタなんかを自分で用意していくと、活動とは直接関係ないか

もしれませんが、人間関係づくりにはとても役に立つと思います。例えば自分が柔道ができるとい

うのであればそういうデモンストレーションを見せてみたりとか、日本の歌、童謡なんかを歌って

あげるとか、折り紙でいくつか作品を作ってあげる。そういうことをやってあげると、それで向こ

うは自分に興味を持ってくれるので、きっかけ作りにはとてもいいかなと思います。ネットワーク

づくりなんですが、特に派遣前訓練の時には、自分の職種以外、自分は小学校の教員として派遣さ

れたんですが、それ以外のたくさんの職種の方と出会う機会がありますので、そういう中での出会

いを大切にして、それぞれの情報交換をしておきますと、自分の幅も広がりますので、いざという

ときに役に立つかなと思います。 

続いて派遣中から帰国後のことについての話をしたいと思います。自分ができなかった反省も含

めての話になってしまうのですが、まず、リアルタイムの情報発信は、できれば行ったほうがいい

かなと思います。日本に帰ったあと、自分の場合、教室で、「向こうの国の様子はこういうふうだっ

たんだよ」という過去形で話すよりも、実際に行っているときに、「今自分はこういうことをしてい

るんだよ」「向こうの生活はこういうふうなんだよ」というふうに、現在進行形で話をした方が、よ
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り伝わると思いますので、日々の活動で大変とは思いますが、ぜひリアルタイムの情報発信を行っ

てあげると、日本にいる人たちはとても助かるんじゃないかな、嬉しいんじゃないかなと思います。

あとは、記録の蓄積。例えば、日記をつけたり、ブログを書いたりというふうにして、毎日の様子・

活動を記録していくこともとても大事ではないかなと思います。自分の心情とか状況の変化につい

て客観的に判断することができますので、記録を蓄積していくということは自分にとってもメリッ

トがあると思います。データの共有。もしネットが使える環境ならば、最大限に活用してお互いの

データを送信しあうということも役立つと思います。後任との連携。自分の取り組みの様子を、で

きるだけ後任に伝えていくということも、お互いのためになると思います。継続的な取り組みにと

っては後任との連携はとっても大事になると思いますので、行える場合はぜひ行ってください。派

遣中なんですけど、日本で教員をなさってる方は特に感じると思うんですが、とても自分自身が使

える時間が増えますので、自分を磨くチャンスと思って、例えば語学を磨く、自分の専門性を磨く、

時間を有効に活用していただきたいなと思っています。あと活動報告の準備なんですが、日本に帰

ってしまうととても時間がなくなってしまいます。日々の毎日の仕事で精一杯になってしまいます

ので、活動報告の準備なんかも派遣中にしておくと楽かなと思います。 

最後に、活動を振り返ってなんですが、まず、現職参加で行くと、約３ヶ月間少ないということ

です。それがとても、こう、後々大変かなと思います。特別なことだけをやっていくと、１年９ヶ

月息が続きませんが、何かをスタートしようと思うと時間が足りなくなると思いますので、自分で

見通しを持って、大体３ヶ月後にはこういう姿になっているといいな、ということを思い描きなが

らやっていくといいかなと思います。派手さを求めずに、日ごろの積み重ねを大切にしていく。表

面的な結果、例えば、点数であるとか、比較ばっかりにとらわれてしまうと、その場だけの自己満

足とか、あと終わってみたら結局何も残らなかったというようなことが自分自身ありましたので、

確実にできるものを一つずつ増やしていくというような気持ちで、毎日の積み重ねを大事にしてい

くことが大事じゃないかなと思います。日本人かどうかもあるんですが、一番最初はどうしても日

本人だからできるとか、自分は関係ないとか、あいつにやらしておけば自分が楽ができるというふ

うに現地の人からは思われていました。ただ人間関係が構築されていくに従って、日本人だからと

いうところから、野原だからというふうに、自分の人間性、中身の方を見てくれるようになってい

きます。そうなってくると活動もだんだんだんだんスムーズになっていくかなと思いますので、人

間構築の部分についても大事にしながらやっていくといいかなと思います。最後に、種をまく気持

ちということで、全てに結果が出るわけではありません。ただ、心をこめて努力したことは思わぬ

副産物をもたらすことがあります。マーシャルでは、算数ができるようになったからといって、進

学や就職につながるわけではありませんでした。ただ、算数をとおして、自分もやればできるよう

になるんだ、という自信をつけさせることができたかなと思います。わかる喜びをどれだけ伝える

ことができたか、子どもたちの顔が、目が、輝く瞬間をどれだけ作り出すことができたか。そのこ

とを、自分自身、心の支えにして頑張ってきました。そしてその姿を、現地の教員に見せることに

よって、現地の教員の心の変化も少しずつではありますが見えてきたんじゃないかなって思ってい

ます。 

偉そうなことも言ってしまったんですが、自分の反省も含めての発表でした。ご清聴ありがとう
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ございました。 
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ベトナムでの協力隊活動 

 

永井 亜紀子 

（17－1，ベトナム，青少年活動，江戸川区立一之江第二小学校） 

 

 

それでは、私の協力隊の活動を発表させていただきます。先ほどの先生のようにあまり端的にま

とめていませんのでちょっとまとまりがつかなくなりそうなんですけれども、よろしくお願いしま

す。 

ちなみにこの写真はベトナムの農村の風景です。でははじめにベトナムといって私が事前に抱い

ていたイメージというか知っていたことを皆さんも思い浮かべていただきたいんですけれども、私

が思い浮かべていたことは、以上の３つがベトナムへ行く前にベトナムに行ったらこういうことか

なと思っていたことがこの３つでした。それから、もうちょっと基礎的なベトナムの情報について

言いますと、正式な国名はベトナム社会主義共和国という社会主義の国です。首都は上の方にあり

ますハノイになります。人口は約８４１１万人ほどです。民族の構成は、１番多いのはキン族とい

う民族で先ほどのアオザイなんかを着る民族もキン族の人たちです。そのほか５３種類の少数民族

も住んでいます。面積は日本の９０％ほどとなっています。地形は縦に長く、日本のような地形に

似ているのではないかと思います。私の任地は首都にありました、北部にありますハノイというと

ころが任地でした。それでは配属先なんですが、配属先はハノイ市人民委員会という、人民委員会

とは地方における行政の機関のことで、いろいろな種類があるんですけれども、そこに配属されま

した。そこの名称がチルドレンズパレスというところで、日本語にしますと児童王宮というふうに

訳されていましたが、そういった子供がたくさん活動する場所に配属になりました。 

それでは、そのチルドレンズパレスという施設の紹介をしたいと思います。ちょっと長いですけ

れども、だいたい年齢は５歳から１５歳くらいの子どもたちが芸術やスポーツなどさまざまな課外

活動の機会を提供している施設。また、いろんな催し物や諸外国の子どもたちとの交流の窓口とな

っていて、ここの子どもたちが近隣の国に行って、アジア諸国に行って交流したりとかいうことも

行っていました。なぜこういう施設があるかというと、ベトナムの学校では日本の学校のようにク

ラブ活動がないのでこの機関がその役割を果たしているということで、ハノイだけでなくてもどこ

の県に行ってもだいたい小さいながらもこういったものがベトナムにはありました。私が勤めてい

たハノイのチルドレンズパレスではいろいろなこのようなクラスが開講されていました。（5‘00）

私が所属していたのは一番上の直訳すると工作隊科というなんか堅苦しい名前なんですけれども、

もうちょっと柔らかい言い回しがあるのかもしれないですがベトナムも直訳するとそういうことで、

語学とかトランペット、楽器、小太鼓などを行うところで、そこで私は所属をしていました。これ

は今紹介したいろいろなクラスの一例です。左上の伝統の楽器を練習していたりとか右側は子ども

なんですけれどすごいショーのような感じで、煌びやかなこともやっていました。テコンドーなん

かも人気で一生懸命練習していたり、これもとってもかわいくて小さい子どもたちがバレエの練習
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をしていたり、いろんなことをやっているところでした。 

それでは、私の要請内容ですが、いろいろな課外活動を教えているところなのでその指導、また

催し物の企画、また日本との交流活動を行うなどという要請、それから課外活動の中では日本語ク

ラブというものがありましたので、そこで簡単な日本語の授業や日本の文化の紹介を行うほか、さ

まざまな課外活動がありますのでそのうちの２つ以上の自分の教えられる得意科目の指導を担当す

るという要請が書いてありました。催し物では、記念日の行事や協議会や発表会などの企画・運営

を職員たちとともに行うということが書いてありました。そのほかにも、日本の諸団体や地方自治

体との文化交流活動への支援を行うということもありました。 

それでは要請内容と実際の活動の内容を比較して見ますと、実際行った活動は一番主にやってい

たのは、日本語クラブの指導にあたりました。それから折り紙クラスはなかったんですけれど協力

隊が入ったことでそういうクラスを開設して指導をしたり、ほかの数学のクラスとか科学のクラス

とかほかのクラスに飛び入り参加して、クリスマスの時期などはクリスマスのイベントをやったり

クリスマス会を開いたりその中で折り紙を折ったりしました。チルドレンズパレスの工作隊科の職

員に対しての日本語指導も少し行いました。それからさまざまな活動があったんですけれども、ベ

トナムには青年団という団体がおりまして、その青年団に対して日本語を指導する、チルドレンズ

パレスの職員ではないんですが一応チルドレンズパレスの職員に行きなさいと言われて行ってやっ

ていました。それから幼稚園の教諭、近隣のハノイにありました幼稚園に行きまして先生方に日本

の折り紙を一緒に折って教えてみました。日本語クラブの活動の趣旨ですが、小・中・高校生まで

が学びに来ていましたので、簡単な日本語や日本文化を紹介するというようなことをしていました。

では主に行った指導の項目ですが、こういったことをやりました。主にそんなに難しい、日本語教

師ではありませんので、難しい専門的なことはできませんでしたので遊びを交えてゲームをしたり

しながら歌を歌ったりて楽しく日本語と触れ合うということを重点においてやりました。主に中学

生が１番多かったんですけれども、興味を引いてもらえるような楽しんでできる書道なり遊びなり

折り紙なりをやって、楽しくできるようなことを考えてやっていました。こういったことをやって、

右下は南中ソーランというソーラン節をクリスマスのイベントのときに発表しているところです。

イベントをやってほしいということをよく言われていましたので、クリスマスのイベントでドラえ

もん音頭というのを先輩の隊員から教えてもらったので、それを一緒に踊りました。右はこれもド

ラえもん音頭を踊っているのはひな祭りのときに踊っています。それからいろいろ日本との交流の

機会も多く、埼玉や千葉県の先生方が下見に来たときには交流会をしたり、JICAネットを使って埼

玉県にいる小学生とインターネットを通じてクイズをしたり歌を歌いあったりしての交流会もしま

した。それから左側は、静岡県から高校生がスタディツアーでやってきまして、そこでも交流をチ

ルドレンズパレスの日本語クラブの生徒と一緒に南中ソーラン節や高校生がマツケンサンバを教え

てくれたので一緒に踊っているところです。右は節分の会などをやっています。それからチルドレ

ンズパレス以外でも活動を少ししていまして、平和村という枯葉剤の被害児がいろいろ学んだりす

る施設、SOS村という全国にありますけれども児童養護施設、菩提寺というのは普通のお寺なんで

すが、親のいない子などを預かっていたお寺に行って、日本語や日本の歌を指導したり子どもたち

と遊んだりということをしました。障害者の訓練施設というのは、これも枯葉剤の被害で体が不自
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由な人たちがいろいろ職業訓練、アクセサリーなどを作って売っている場所だったんですけれども、

そういうところに行って歩けない人たちのお手伝い、歩行訓練のお手伝いなどもしました。ハノイ

の近隣にありましたバクザン省というところに同期の現職参加の教員が３人いたんですけれども、

そこのうちの１つの学校のドンロ２小学校というところで何回か図工の授業をさせていただきまし

た。平和村の様子はこんな感じで、楽しく遊んだりすることをしました。SOS村も、これは家族が

10人くらいいるんですが、皆さん本当の親はみんな違うんですけれども、ひとつの家で家族のよう

に住んでいるというところに行って、一緒に遊んだり折り紙したりしました。ここは菩提寺という

お寺ですが、ここも親がいない子どもたちが尼さんに育てられているんですが、そこにいてお絵か

きしたりとか日本語を勉強したいという高校生がいましたので教えたりしていました。これはやは

り枯葉剤による障害のある子どもたちがアクセサリーを作ったものを売って収益を得ているような

ところでしたが、そこに行って歩行訓練のお手伝いなどをちょっとさせていただきました。 

私は現在図工の専科、東京都は図工の専科があるんですけれども、図工の専科でありましたので

図工の授業をしてみたいということがありまして、小学校に行って図工を教えました。これはホイ

ヤン祭りという、中部にホイヤンという場所があって、そこでJOCVが、JOCVだけではないんです

が、いろんな団体が集まってお祭りを企画したイベントです。日本の方から子どもたちや日本の協

力者に2500、5000羽の半分くらいの折鶴を折ってもらって、ホイヤンに送ってもらって当日ホイヤ

ンのほうで半分くらい、2500羽くらいを折ってこのように右のように貼り付けました。これはホイ

ヤン祭りで小学校の教員とか青少年活動とか教育系に関する教育分科会という分科会を設けまして、

そこのメンバーとともに行った活動です。右のようなベトナム人と日本人の人が握手をしているよ

うな絵が完成しました。これはベトナムの小学校５年生の教科書にありました、詩をもとに、もし

も魔法が使えたらという詩がベトナム語の教科書にありましてそれを読んでみて、じゃあベトナム

の子どもたちはどんなことをしたいんだろうか、もしも魔法が使えたらどういうことをしたいのか

ということを絵に描いてもらいました。自分が尋ねていたところのいくつかのところで描いてもら

いました。ひとつは小学校５年生の女の子の絵ですが、家族全員を幸せにしたいという絵を描いて

くれました。それからチルドレンズパレスの女の子はお金持ちになりたい魔法を使いたいというこ

とでした。SOS村の男の子は優しい仏様になってみんなを助けたいということを描いてくれました。

これはなんかとてもじーんと感動してしまったのですが、小学校５年生の男の子が描いてくれた絵

は、日本とベトナムの国旗が描いてくれてあるんですけれども、こちらですね、いつまでも平和で

ありますようにという、これはその学校の校門を描いてあるんですね、そこの学校はODAで建てら

れた学校ですので、日本の国旗のマークが入っていましたのでその辺からこういう絵を描いたんだ

と思います。 

最後に活動を通して感じたことですが、事前に自分が思い描いていた活動とはとっても実際ギャ

ップがありまして、私は図工の教員なのでそういうことをやるものだと思っていたんですけれども、

実際はチルドレンズパレスではほとんどそれは、要請内容ではそういうことがやれるようなことが

書いてあったのですが、現地に行ってみたらちゃんとした先生がいるのでやる必要はありませんと

きっぱり言われて、何度もやりたいと言ったんですけれども必要はないと言われてそれはできなか

ったんですね。自分がいろいろ用意していったりしたこともあったのですが、来てみたら実は違う
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ということもありました。日本語をこんなに一生懸命、文化を紹介するとは思っていなかったので、

実際はそんな感じでした。とても最初はすごく悩んでいたんですけれども、結果として考えてみれ

ばチルドレンズパレスで日本語を教えられたことも普段ではできないことですのでいい経験でした

し、配属先以外のところでもいろんな人たちと出会うことができたのでそういったこともよかった

んではないかなと今では思います。それから自分が絵を教えたい、チルドレンズパレスで絵を教え

たいとか自分のやりたいことあったんですけれども向こうは必要ないと言われてまして、そういっ

たことも含め、自分がやりたいことを相手側に押し付けるのではなくて、むこうが必要としている

ということを考えてその中でできることをやった方がいいんではないかなと思うようになりました。

それから１年９ヶ月ベトナムで生活してみて帰ってきて、今の日本の社会に欠けている点など生活

の面でなどを感じました。日本にいては１年９ヶ月間では同じ期間日本にいてはわからなかったこ

となので、協力隊に参加で着てよかったんではないかなと思います。それから、たくさんの任国で

知り合った人たちの暮らしがこれからも幸せであってほしいと思います。また、向こうの人たちも

こちら側のことをそういうふうに思ってくれているんではないかなと思います。協力隊のよいとこ

ろは、そういうような関係をお互いに気づけるところが魅力なのではないかと思います。それでは

まとまらず拙い発表でありましたが、ありがとうございました。終わりにさせていただきます。 
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言葉は通じなくても授業はできた 

 

小木曽 尚子 

（17－1，シリア，音楽，中津川市立福岡中学校） 

 

 

岐阜県中津川市立福岡中学校から来ました小木曽尚子といいます。私はシリアのほうへ音楽の隊

員としていってきました。言葉は通じなくても授業はできたということでお話をしていきたいんで

すけれど、言葉は通じないというか私はほとんど喋らずに子どもたちと授業をしたという感じです

けど、まずその様子を見ていただきたいと思います。 

（ビデオ） 

という感じで、最初にちょっとしたイントロクイズみたいなことをして子どもたちの興味を惹き

ながら授業をしていたんですけれど、最初私は本当に不安で言葉がうまく喋れるかどうか人一倍そ

の辺が心配だったんですけれど、こんな私でも何とかなったかなという感じです。でも今の授業風

景なんですけれど、これは私の配属先がウンルワというところで国連の機関がやっているところだ

ったんですけれど、そこのお客様が見えたときで、だからギリシア人の方とかカナダ人の方とかが

来ていました。なので今特別な格好をして子どもたちは最初にパレスチナ体操というのをお客様に

披露してからこの授業だったので、こういう格好をしていますけれど、こんなふうに授業をしてい

たんですが、これは私としては駄目な授業といいますか、何が駄目かというと次なんですけれど結

局私が授業していては駄目なんです。技術移転がねらいなので、音楽の授業を根付かせること、私

たち日本人が帰った後も音楽の授業が続いていけるようにするためには、現地の先生がやらなくて

はいけない、日本人を必要とする日が来るようにそれを目指してやってきました。この写真を見て

もらえるとわかるように現地の先生がやってくださってるんですけれど、すみません左の写真なん

ですけれど、やっぱりまだ弾けないというのはあるので、私がちょっと弾きながら子どもたちが歌

う、先生は音階の指導をしているとかいう感じの写真です。右側のほうは子どもがキーボードを弾

いていますけれど、音楽クラブで一緒に頑張ってきた子をつかってというか授業で弾いてってお願

いして子どもたちが歌っている、一番後ろに現地の先生が座っているんですけれど何とかこういう

先生方の前に出て授業してくれるといいなということでやっていきました。技術移転がねらいとい

うことで、音楽の授業もやってほしいんですけれどまずその前にやらなければいけないこと皆さん

もわかっていると思うんですけれど人間関係を作るというところです。そのために私が心がけたこ

ととして、まず笑顔で挨拶ということ。シリアの方々は、ほかの国もそうだと思うんですけれど、

自分の国を本当に愛していますのでとにかく他の人にも自分の国を好きになってほしい、そういう

気持ちをすごくもっていらっしゃるので、私が悲しい顔をしているとすごく心配してくれたり、と

にかく笑顔でいるというのはすごく大事かなと、私もこの国で楽しい生活を送っていますよという

ことで、笑顔で心がけるということです。その次に名前を早く覚えるというのがあるんですけれど、

生徒の名前より職員の名前、私は４つの学校に行っていたんですけど、だいたい60人くらいの先生
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がいるんですけど、私は最初生徒の名前をすぐ覚えようと思ったんですけれど、一緒にいた先輩隊

員がまず職員の名前を覚えなきゃだめだよと言われて、えっと思ってその時にすぐ名前と特徴です

ね、この人は顔が大きいとか、いつもサンダルを履いているとか、化粧が濃いとか、そういう名前

と特徴、メモを取りました。そうするとわりとすぐ覚えられるようになってきて、ムハンマド先生

とか言うとやっぱり喜んでもらえたかなというのはありました。名前でやっぱり親近感が持てたの

かなということを思います。あともう１つとして、たくさん褒め、認めるということで、言われる

と嬉しいことをたくさん覚えておくということももちろんなんですけれど、校長先生の前でその先

生のことをすごく褒める、よく頑張っているよ、今度はそういうJOCVなんかは教育庁とかいうと

ころに訪問することも何回かあるんですけれど、そういうところで自分の学校のことを褒める、す

ごくいい学校ですよ、そんなふうにどんどん学校のいいところや先生のいいところを伝えるように

しました。そうしていくと、なんとなくまわりの人たちも日本人をわかろうとしてくれるというか、

尚子、私をわかろうとしてくれるのかなということを感じました。もちろん私は３代目なので、今

までの隊員がそういうのを築いてきてくれたんだなという信頼関係に感謝する気持ちも忘れずにや

ってきました。 

シリアという国はイスラム教です。ものすごいやはりこれは私たちが想像する以上のものがあり

まして、エピソードなんですけれど、子どもがコンサートするからぜひ行こうよという話をしたら、

行かないっていうんですね。なんでって言うと、行きたくないから、音楽を聴きにいくと楽しいよ

っていうと、いや僕たちにはコーランがあるから、コーランで育ってきているから音楽なんていら

ない。まあなるほどなと思ったんですけれど、こういうことがあったりとか、イスラム教はお客を

もてなすことをすごく大事にしているので、先生方が朝学校に行くと疲れているんですね、どうし

たのって言うと、昨日お客がいっぱいいたから大変だったのよって、それが一応理由になってしま

う、今日は私もう疲れているから尚子授業やってみたいな感じで。最初はえっと思うんですけれど、

まあそういう国もいいかなということを感じるようになってきました。インシャアッラーというの

は、今この下の写真は、職員室はないので先生方が空き時間のときにこういう休憩室みたいなとこ

ろがあるんですけれど、ここでおしゃべりをしながらたまにいろんな約束をするんですけれど、そ

ういうところで最後に先生方がインシャアッラーと言うのは、神がすべてを決めるから、行くか行

かないかは神が決めるからみたいな感じで、こういう約束の仕方をするんですけれど、結局行って

みても来なかった、次の日どうしてこなかったのと言ってみたら、神が決めたからみたいな感じで、

約束を破られることはしょっちゅうなんですけれど、最初は頭にくることが多かったんですが、２

年目になってくると私もそういう言葉を使い始めて、結構楽に約束ができるというか、向こうはも

うそういう気持ちだからこっちもこういう気持ちでみたいな感じで、わりとでも最後の方はこれは

便利だなということを感じて、違いを発見することが楽しくなってきたという感じです。違いとい

うことで、日本と比べて考えないということでいろいろあります。教員の体罰が激しかったりとか、

勝手に成績をつけていく、これもどこどこの家の子どもだからこの子は中だとか、この子は全然よ

くできるんですけどもういいみたいな感じで、家柄とかで決めている、私も納得がいかなかったん

ですけど。あと教師の一方的な授業、それから音楽の授業を重要視されていない、子どもよりも自

分たちの都合を優先させる、いろんなことがあるんですけど、それがおかしいと考えていると、自



－  － 129

分の頭がどんどんおかしくなってくる感じなので、こういうことがあっても自分はちゃんとしよう、

日本に帰ってからこんなこと絶対許されないだろうなということは思いながらやっていました。１

つ、１年目に、どうしても子どもが一生懸命練習した曲なのにその曲を発表させない、この曲はさ

せないということがあって、もうそれは私も我慢できなくて校長室に行って、私はこれ納得できな

いと言って校長室の机をポンと叩いたら、その校長先生に尚子なに失礼よ、机を叩くなんてと言わ

れて逆ギレをされて、なんで尚子そんな怒ってるのと言うから、気持ちが伝わってないからと言う

と、あなたのアラビア語がわかんないからよみたいな感じで言われてしまうことがあって、悩んだ

こともいっぱいあったんですけれど、そういうのがだんだん慣れてくる、やっぱりそのへんはあま

り自分で追求しない方がいいんだな、一線をおいておこうというふうに考えていくと、なんとなく

物事がうまく進んでいくようになっていきました。 

私の主な生活ということで、どんなふうな１週間を送っていたかということをお話したいと思い

ます。日曜日から水曜日までは任地で授業を行っていました。そして木曜日、この日は授業はなし

にしてもらって学校のほうにお願いして、首都にあがります。他の音楽隊員、私以外にも４人いま

したので音楽隊員と会議を行って、次は何をやろうとか、教科書をつくろうとか、コンクールをや

ろうとか、そういう会議をしました。あと教員講習会などを行ったりしました。金曜日はイスラム

教はお休みなので、向こうの国はお休みの日なので私も学校をお休みして、先生の家に遊びに行っ

たりとかそんなことをしていました。土曜日は任地で音楽クラブを行うというふうでした。夏休み

や冬休み、私の学校も６月くらいから９月くらいまで３ヶ月間お休みがあったので、こういう時を

利用して隊員でみんなで教員講習などを開きました。一つの主な活動として、音楽の授業がなかっ

た国で音楽の先生を育てるということで、ほとんどの先生が音楽の授業を経験していませんので、

音楽の授業の重要性をわかってもらえないところもあります。その中でまず首都に30名ほど音楽の

先生がいらっしゃいまして、その先生のための講習会をはじめて行いました。そこで新たにリコー

ダーの吹き方とか作曲の仕方など、そういうのを講習会を開いたところ、音楽の先生が非常に興味

を持ってもらって、私たちと信頼関係とまではいかないかもしれませんけど、そういうのができて

きたので、今度私たちが音楽の先生をもっと増やしたいんだけど、地方にももっと音楽の先生をつ

くりたいんだけどと言うと、じゃあ私たちが教えに行ってあげるわということで、首都からバスで

４時間とか３時間とかかけて駆けつけてくれるようになってきました。２番として、地方の、今度

最初に13人の小学校の先生ということで選抜、校長先生と相談をしてこの先生にこの学校の音楽の

授業を担当してもらおうということで、選抜したんですけど、各地方から13人、その先生方の講習

を行ったのですが、首都の音楽教諭がトレーナーとして、この金髪の方なんですけれど、やはり言

葉がしゃべれます、私たちはしゃべれないので、現地の先生が言うことによってもののわかり方が

はやくなりますし、かっこいいというのもありますね。そういう憧れなんかを持ってもらえて、私

たちがバックでフォローするという形で行われていきました。3番として、今度その13人の先生方が

そこで学んだことを自分の学校に持ち帰って、私たちと一緒に授業を行いながらスキルアップをし

ていくということをやってきました。４番目として、小学校、今度は全員教員を対象にした学校集

会を開こうという話をして、今度その前に13人の先生が講習を受けてきたことを活かして各学校で

広めてくれたというのです。結果、学校の音楽の授業への意識が変わってきて、授業をやってくれ
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る先生が増えてきました。現地の教員の協力がなにより大切いうのは、私がいくら頑張ってもアラ

ビア語はやっぱりだめなので、子どもたちの喰らい付きも違ってきます。この様子は、コンクール

を行ったんですけどその練習なんですが、ちょっと映像が悪いんですけど見てください。 

（ビデオ） 

見てもらうとわかるんですけど、子どもは私服を着ています。なので休日の練習です。こういう

練習に現地の先生が一緒に参加してくれるということは本当にありがたいことだと思います。あ

と・・・という太鼓があるんですけど、この叩き方はもう私は全然わからないですけど、近所で音

楽をやっていた人がいてその人が協力してあげるよと言ってきてくれてやってくださいました。 

いま、振り返って実感することとして、現地の先生や現地の方々を頼りにすると結果いいことが

いっぱいあったなということを思います。ほんと最初は我慢ですけれど、自分でやった方がはやか

ったり、自分がやった方がもっと子どもが成長するんじゃないかとか勝手に思ってしまったりする

こともあったんですけれど、結果として先生どんな授業にしたいか願いを伝えることによって、自

分がアラビア語がなんとなく上達してきたかなというのが少しですけどありますし、自分の言葉が

わかってもらえやすくなってきたというのもありますし、現地の先生が授業のイメージが私と打ち

合わせをすることによってわいてきますので積極的にやってくれる、現地の先生と生徒の楽しい音

楽の授業を見ることができた、後ろで私はほほえましくそれを見てることができたというのは、す

ごくよかったなと思います。 

私の報告はこれくらいとして、シリアというとみなさん危ないイメージがたぶんあるんじゃない

かなと思うんですけど、暮らしてみるとわかるんですが全然本当に安全な国で、人々は優しいです

し料理もおいしいですし、とても住みやすい国でした。それから自分が好きな音楽を通して外国に

も仲間ができたということは本当に大きかったなということを思います。協力隊に参加して本当に

よかったなということを感じています。すみません、拙い発表でしたけどご清聴ありがとうござい

ました。 
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ニジェール共和国 
～ドッソ第２中学校における体育授業～ 

 

佐藤 忍 

（17－1，ニジェール共和国，体育，阿賀町立上川中学校） 

 

 

新潟県阿賀町立上川中学校から参りました、佐藤忍と申します。笹舘所長を前に非常に緊張して

おります。よろしくお願いします。 

 私は２００５年７月から、２００７年３月まで、西アフリカにあるニジェールという国に行っ

てきました。今日はニジェールでやってきたドッソ第二中学校の体育隊員として活動してきたこと

を紹介したいと思います。まずはニジェール共和国における任国事情をちょっと説明したいと思い

ます。すみません、地図の入れ方がよくわからなかったので文字だけで失礼します。面積は日本の

約３倍、それから地理上でいくと西アフリカで２番目に大きい国と言われています。人口１１６０

万人というふうになっているのですが、実際にはもっとたくさんの人口がいると思います。なぜな

らこれらを調べる行政は全く機能していないのではないかと思います。それから、この数字をどう

やって調べたかも非常に疑問が残る人数です。それから、人種ですが、ハウサ、ザルマガ、多くい

ます。写真のらくだに乗っているのはコワレル族、それから下の、顔がオレンジ色に塗られている

のはボロロ族のボロロ祭といいまして、歯が白い、目の白さで美男子コンテストが行われています。

毎年行われていて、日本からもツアーを組んでこのボロロ祭を見に行くなんていうのもあるようで

す。それから、右下にあるのは、ニジェール人たちが、一般人というか、お金持ちでない人が住ん

でいる藁の家です。気候は北から砂漠気候、サヘル気候、サバンナ気候、３月～６月が一番暑い時

期になります。グランドの灼熱の太陽の光は非常に厳しかったです。子どもたちは靴を持っていな

いので、裸足で体育の授業をやるわけですが、「マダムばっかり靴を履いてずるいよ！」なんていわ

れて、私も裸足になってみたのですが、火傷しそうなので勘弁してくれと靴を履かさせていただき

ました。それからハーマタンという風が吹く１２月から２月なんですが、現地語でクッサといいま

して、非常に霧がかかったように、もやがかかったように、砂埃がひどいですね。そうすると耳の

穴、鼻の穴が真っ黒くなって、部屋はびっちり閉めているんですけれども、部屋が砂だらけになっ

てしまいます。それから、一人当たりGNPということで、この数字は私たち日本人の１ヶ月分の半

分、これがニジェール人の１年だといわれています。一日１ドル未満で暮らす人の比率が６１％と

言われています。それから成人識字率、これは世界最低だといわれています。右の写真は、青少年

活動の方の写真なんですけれども、識字率を上げる活動も行っていましたが、イスラム教のアラブ

語を習っている現地人には、見も知らぬ外国人がフランス語や文字を教えることが理解されること

は難しいといっていました。余談ですが、ある隊員がお父さんやお母さんの絵を描いてごらん、と

紙とクレヨンを渡して書かせたところ、大人がとんできて、やめろと。なぜやめろと言ったのかと

いうと、イスラム教は偶像崇拝をしてはいけないからだと、そういう話を聞いて、活動する前に私

たちがやらなければいけないことは、任国の文化・宗教、習慣をしっかり理解することだと重く受



－  － 136

け止めました。それから人間開発指数ですが、１６２カ国中１６１位ということで、国連開発指数、

一つ目が成人識字率、二つ目が５歳未満児死亡率、三つ目が国民一人当たり国内総生産、というの

で開発指数が出ているわけですが、近年シエラレオネが戦争か内乱か何かをやめたおかげでニジ

ェールが最下位になったという話を聞きました。５歳未満児死亡率、１０００人あたり２６５人と、

この右の写真は私が雇っていた警備員の夫婦に子どもが生まれた写真です。この子は私がうちを出

てくるときには元気にすくすく育っていましたが、簡単に子どもたちが死んでしまうのも目の当た

りにしてきました。出生時の平均余命が４６歳、初等教育純就学３０％、それから為替レートです

が、日本円の約５分の１だというふうにして、私たちはいつも計算していました。産業経済状況は

ご覧の通りです。農牧業と工業、しかしながら現在ではウラン市場の低迷ながら、全くというほど、

ニジェール国の資源になるものはない。他国からの援助でまかなっている状態。ニジェールにおけ

る主要ドナーは世界銀行、EU、UNICEF、などなどです。援助額ではフランスが飛びぬけて多くて、

次にEU、世界銀行、その後にドイツ、日本であると聞いています。 

 活動の紹介、学校について、体育授業について、バレーボールについて説明していきたいと思

います。学校についてですが、ニジェールの中学校は中学校１年生、２年生、３年生、４年生まで

あります。１年生には約６００人前後が入学してきますが、徐々に退学、それから家の都合、等々

で卒業学年になるころには１００人いないのではないかと思われます。それから職員数ですが、ト

ッソ第二中学校では、男性職員が２０人女性職員は私を含めて４名という状態でありました。指導

教科は日本とほぼ変わりません。学校の方は、８時半から始まります。８時２５分になるとその右

上の写真にある鐘を叩くんです。そうすると国旗掲揚が始まって１時間目、８時半から始まります。

２時間目、そして２時間目と３時間目の休憩のときに子どもたち・職員は、その右の下二つにある

ようなちょっとしたおやつを買って空腹を紛らわします。４限が終わると休憩、そして一度生徒・

教師は家に帰ります。そして５限、６限となります。下の、５限、６限のカッコの１６時～１７時、

１７時～１８時というのは、４、５、６と非常に暑くなります。日陰のないグランドでは、気温計

では測れないほどの暑さになります。少しでも太陽が傾いてから授業を行うように、４時から３０

分遅れになっています。日本とニジェールの比較ですが、教育制度、日本では義務教育に対して、

義務化されていない。進級試験、進級前に行います。小学校においても実施しているので、留年し

て、やっと入学してくる者もいます。それから教員ですが、ニジェールでは高校を卒業した人も教

員をやっていました。それから生徒は、学年が上がるにつれて、裕福な家庭、それから優秀な生徒

のみが学校に通うようになります。優秀な生徒というのは、自分のうちが貧困であっても、明かり

を求めてノートを持っていって電気の下で勉強する、ランプの下で勉強をする。そうやって一生懸

命、とにかく上にいきたいんだという、貧困でありながらも優秀な生徒は中学校４年生まで上がる

ことができます。生徒の年齢ですが、ニジェールでは、自分の誕生日を知らない人がほとんどです。

出生のカード、身分証明書みたいなものもあるんですが、大体何年、みたいなことが書いてあって、

「実際おまえ本当は何歳なんだ！」というような中学生がたくさんいます。生徒指導に関してです

が、体罰、ひどいです。すぐ殴ります。中学校の女の先生は鉛筆がぽとんと落ちると、自分では拾

いません。あなた拾いなさい、といって拾わせるんですよねー。すごいです。びっくりしました。

それから、施設設備に関しては、校舎・建物のみ、机・椅子、電気・水道なし。水道、でもうちの
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学校は恵まれていて、１本だけありました。それから教材に関しては、ニジェールでは全くありま

せん。あ、私の学校ではありませんでした。これがドッソ第二中学校の校舎・建物です。赤土とコ

ンクリートを混ぜて建てたもの。屋根もあって、立派な方だと思います。教室内の様子です。ご覧

ください。机・椅子ありますが、机の板がなかったり、早い者勝ちで座ったり、それからござを自

分で持ってきて授業を受けている状態です。それから窓はついているんですが、ガラスがなくて、

窓をあけると熱風とか砂が入ってくるためにあまりあけられません。なので薄暗い中で授業を受け

ています。ニジェールの黒板です。黒板、非常に乾燥していますので黒板を消すときはスポンジに

水を含ませたもので拭いています。体育の授業についてですが、もう一人の体育教師と一緒にこの

ような単元計画を立てて授業をしていました。１０月の体作り運動と、日本の授業と同じようなこ

とをしていました。集団行動も含めて行っていました。ただ、私の行っていた２年間は、ラマダン、

断食の時期と重なって、ほとんどの生徒が体育の授業はやらない。なので、ほとんどの生徒、出席

してきませんでした。それから１１月になるとやっと生徒が学校に着始めます。２月、マット運動

ですが、一番寒い時期なんですが、マット運動と言っても、マットはないので、砂の上で行います。

当然私も砂の上で前転、後転、いろいろしてきたんですが、子どもたちは賢くてですね、その辺に

落ちてるビニール袋を頭にかぶせてですね、砂の上を前転したりするんですね。非常に、黒人たち

の髪の毛というのが砂がつきやすいというか、くるくる渦を巻いているので、非常に砂だらけにな

るんですよね。子どもたちはまさに生きる力だと思います。それから５月、暑いときです。気温４

５度を普通に超しています。裸足で、石も転がっているグランドでですね、牛もよく横断していく

んですけれども、牛の糞を踏みながらサッカー頑張っていました。それからリュット、ニジェール

相撲です。この頃になると、バカンス前で生徒ほとんど来なくなります。これは、集団行動の様子

です。映像が非常に悪いんですけれども、私は日本式の体育に非常にこだわりました。本当は身長

順に並んで体格の同じような子と前後でペアになって活動とかしたかったので、４列横隊、１列横

隊から２列横隊等の訓練を一生懸命やりました。なかなかできませんでした。サッカーの様子、そ

れから高飛び。高飛び、非常に危険です。怪我だけは絶対にさせられないなと。なぜかというと、

前の、前任者とか、骨折とかすると、医療機関が発達していないので、骨折してもギプスとかがな

いので変な風に骨がくっついちゃうから、骨折とかはさせないようにねなんていって、見えません

が非常にふかふかにした砂の上で着地しています。中学校２年生で１３５センチとびました。女子

で１１５センチの記録でした。それからこれは、ニジェール相撲の様子です。映像悪くてすみませ

ん。日本とあまり変わらないような相撲ですね、いわゆる相撲です。それから、これが授業の様子

です。来てる人数は２０人くらいなんですが、私は７０名の名簿を一生懸命読んでですね、出欠確

認します。それからこれが準備運動の様子。学校活動においての悩みなんですが、授業ができない

んですよね。なぜかというと、国が教師たちに給料を支払わない。ストライキを起こして、授業が

成り立たない。生徒が途方にくれて、私だけが授業をやっている状態で乱入して、生徒指導の先生

に来てもらって追っ払ってもらって、そのうち生徒が来なくなって、授業ができない、という悩み

がありました。バレーボール活動ですが、私で４代目になります。非常に、もう４代目になるので、

前任者たちが育てた、選手・それから指導者の技術レベルが向上して、体育隊員のバレーボールの

専門性が必要になってきました。バレーボール隊員が派遣されて、もっともっと専門技術のレベル
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を向上させようということで、２００６年の８月にバレーボール隊員を６名派遣しました。目的は

ご覧の通りです。ニアメ、ドッソ、ドゴンドッチ、タウアということで、体育隊員がいる場所で授

業活動をしてきました。授業活動での様子です。男性のバレー選手６名を呼んで、細かな打ち合わ

せをしながら、選手たちの技術向上を目指しました。それから、ニジェールのナショナルチームと

の交流試合もやってきました。女子は私も出たんですけれども、なんと、ナショナルチームに、日

本人チーム、ボランティアチームが勝ちました。それから、私で４代目になるんですが、予算は申

請してバレーボールのラインをこのように作ることができました。切れないようにミシン目を二重

にしたりしてやったんですが、ラインができたら一気に技術の向上がアップ、それから自分でジャ

ッジができるようになってきました。バレーボール隊員と、市内の中学校のレベルを上げようとい

うことで、市内にある１０校の中学校に巡回を行いました。バレーボールJOCV杯という大会を企

画しました。まず、州、それから市にお願いをしに行って快く承諾してもらって、ドッソ市の体育

指導主事にしつこくしつこく通って、市内の中学校の先生たちを呼んでもらったんですが、３回イ

ンシャーラーとよばれる待ちぼうけをくらって４回目にやっと打ち合わせをして、さてさて大会は

できるのだろうか、と開催したところ、なんと、お偉いさんたちがしっかり来てくれました。また、

チームも、あんな打ち合わせ一回でこんなに揃ってしまって、私も驚いています。打ち合わせに来

なかった先生たちですが、大会になると突然やる気を出し始めまして、このように大会実施するこ

とができました。普及活動においての悩み。予算がない、それからリアメの首都にはあるんですが、

ない、ほとんど地方にはない、それから指導者不足、それからスポーツをする環境、現地人の生活

環境、とくに女の子は家事仕事等をするのでなかなか運動することを理解してもらえずに、女子の

スポーツ選手の低迷につながっています。それから現地人の協力、中々技術移転という部分が理解

されず、また、私たち女性であること、一隊員でしかないことが軽視されています。ニジェールこ

れからの普及への兆しですが、やる気のある隊員、それから理解してくれる現地人が少なからずい

る、それから、もっともっと色んな機関を巻き込んでやっていく。私で４代目、今５代目が行って

います。これからどんどん増えていくのではないかと思います。それからボランティア経験を現場

に生かすということで、実際帰ってきてから時間がなくて、理想でしかありません。日本に対する

印象、ドッソ第二中学校の生徒はこのように考えています。そこで私たち日本人に対する、非常に、

期待が大きいです。今、現職参加したことで私にできること、中々時間がない中ですが、現実を伝

える、そして日本の子どもたちの心の中に何かを感じてもらう、そして子どもたちが作っていくこ

れからの未来が何かを変えていく、日本にはその力があり、そこに住む私たちにもその力があると

いうことを教えていきたいなあと思っています。すみません、急いでしまって。以上で終わります。 
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帰国隊員報告 

 

中村 希 

（17－1，セントルシア，小学校教諭，柏市立高柳西小学校） 

 

 

よろしくお願いします。私の自己紹介をさせていただきます。千葉県の柏市立高柳西小学校とい

うところで、小学校教員をしています。派遣前は、隣の小学校の高柳小学校というところにいまし

た。地域は柏西です。今回初めて発表ということなので、パワーポイントも初めて作ったので、こ

の機会があって初めて、自分の活動を振り返ったという形なので、ちょっと不十分な発表かと思い

ますがよろしくお願いします。 

帰国隊員報告ということで、１７年度１次隊、中村希です。派遣国はセントルシア。職種は小学

校教諭で派遣されました。最初にセントルシアのことを簡単に説明して、要請内容と実際自分がや

ったことということで発表していきます。セントルシアについてです。位置なんですけれども、カ

リブ海に浮かぶ小さな島国です。これがカリブ海なんですけれども、小さな丸がしてあると思うん

ですけれども、この国です。大きさなんですけれども、面積は６１６キロ平方メートルで、東京２

３区とだいたい同じくらいという小さい島です。バスで、ミニバスで一日で一周できてしまうぐら

いの広さです。イギリスから１９７９年に独立していますので、まだ若い国です。人口は約１７万

人で、公用語はイギリスから独立したことで、英語になってます。現地語というのもあったのです

けれども、フランス統治の時代もあったので、現地語はフランスなまりのパトワ語というのがあり

ました。配属先なんですけれども、これも私の配属先のビルで、ここの２階に勤めてたんですけれ

ども、首都、カストリーズという町だったのですが、首都中心部にあるディストリクト２というと

ころなんですが、小さい島なんですが全国が８校の教育部に分かれてまして、そのうちの一つのデ

ィストリクトという、一番首都中心部にあるというところでした。まったく同じ要請内容で、前任

の方がいらっしゃって、私は、２代目として派遣されました。前任の方は現職ではないんですけれ

ども、講師を経験されて、行ったという方でした。 

ここのディストリクト２は、小学校が８校ありまして、中学校は４校。私立がそのうち１校とい

うことで、公立学校は７校統括していました。これが学校の様子で、校舎と校庭。校庭っていうと

ちょっとおかしいんですけれども、コンクリの校庭なんかがありました。先に進んじゃいました。

要請内容も踏まえて、町の様子なんかも写真で出したんですけれども、移動はミニバスといって、

このワゴン車、これでどこにでも行きます。行き先が行き先別にいろいろあるので、どこでも乗れ

るんですけれども、私が、首都のタウンの近くに住んでいたので、私が住んでいるところからいろ

んなところにいけて、不便さはあまり感じませんでした。手を上げればどこでも乗れます。南の島

で、観光と農業で食べている国です。生活も観光業が盛んなので、スーパーマーケットとかもあり

まして、そんなに買い物等で不自由したことはありません。立派なスーパーマーケットなんかもあ

ります。ガス、電気、水道も自宅にありました。ただ、停電だとか断水だとか時々あったので、水
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の便利さって言うのはすごく感じて帰ってきました。 

では、要請内容に移ります。要請内容なんですけれども、大きく分けて３つ。体育と算数とその

他ということで事前に聞いていました。細かく要請を今回また振り返ってみたんですけれども、体

育の方に関しては体育の導入と普及、スポーツテストの実施、カリキュラムや指導案の作成および

普及というのが３つ大きくありまして、算数の方は算数教授法の紹介や教員への助言、ワークショ

ップの開催、年間指導計画の改訂や教材開発、学力テストの実施。あとはその他ということで、他

の隊員と協力してセントルシアの教育向上に関わる各種活動ということになっていました。事前に

これを受けて、私が想像していたのが、全く体育の授業がないんだろうなと、全然行われていない

ので、どんなものが体育なのかっていうのをする。自分が見本を見せて、先生たちがそれの真似を

するのかなとなんとなく思っていたので、例えば準備運動をしてボールゲームを一つするだとかラ

ジオ体操を教えてみたりだとかそういうことを想像はしていました。算数の方は内容が難しくて、

先生たちの助言をするということなので、いったいどんな助言ができるのだろうとちょっと不安は

ありました。その他の方で他の隊員と協力してっていうのがあるんですけれども、セントルシア小

さい島なんですけれども、教育隊員が結構派遣されていまして前任もいましたし、他のディストリ

クト、８つのディストリクトに私が行ったときには、だいたい各ディストリクト一人ずついたので

８人の教育隊員がそのときはいました。ただ年度が違っているので少しずつズレがあって、減った

り、私が行った時が一番多くて、各ディストリクトに一人ずついるっていうふうに配分されていま

した。具体的にはそうやって、体育はそのようにすればいいなって思ってたんですけれども、他の

事に関してはやっぱり具体的な想像はあんまりできないで、実際には任国に行ったっていう感じで

す。 

実際に行ってみて、訓練が終わって、何をしようかなって思ったときに、やっぱり向こうの小学

校の現状、前任の方からも少しお話は伺っていましたし、１６年度の別の地域に派遣されている方

からもJICAの事務所なんかで話を聞くことはできたんですけれども、やっぱり実際に行ってみて、

全然わからない状況だったので、まず最初には学校巡回、授業観察ということをしました。配属先

が一つの小学校ではなかったので、いったいどんな事が行われているかっていうことも知りたかっ

たですし、ディストリクト、オフィスの方では、一応行って、説明、面談みたいのが少し一回はあ

るのかと思ったのですけれども、実際は何もなくって、「よく来たね」みたいな挨拶等があっただけ

で、具体的に「あなたにこんなことをしてほしいのよ」っていう風な話は全くありませんでした。

学校巡回始めるときも一番最初にオフィサーといって、私一応カウンターパートという人が日本で

言う教育長さんみたいにあたると思うんですけれども、そういう方が一応いらっしゃったんですけ

れども、その方からも挨拶はあったんですけれども、その要請に関して仕事に関してって言うのは

何もなかったので、今度学校行くときにつれていくからねっていうような話をされて待ってたんで

すけれども、なかなかこないので、学校に行きますと言ったら行ってこいとっていう風に言われて

学校巡回を始めました。一応校長先生のほうに挨拶するときも、体育と算数を見ていてくださいと

いうことで、こういう要請内容なので、それを見たいですっていうことを言って学校を周ることに

しました。 

もう一つは、先ほどもいったんですけれども、狭い国なんですけど、教育隊員が何人もいまして
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１６年度、１５年度等もいたので、その方からお話を聞くっていう機会も、これ部会というのもあ

りまして、算数部会、体育部会と環境部会っていうのがすでにセントルシアのJICAのメンバーの中

でできていたので、そこの活動で、一応すぐ参加というか、部会は自由意志なんですけれども、そ

こでお話が聞けるということで部会の参加っていうのはすぐにしました。学校を見た様子で、授業

風景なんですけれども。右側は普通に授業を行っているところですね。算数の授業をみている間に

いろんな授業を見たんですけれども、私、語学力がやっぱり低かったので、いろんな授業を見てて

すごくわかりにくくて先生がどこまで説明をしているのかっていうのがなかなか聞ききれなかった

というのが実態なんですけれども、算数の板書なんかを見て、ああこんなことを言ってるんだなと

か、こういう教え方なんだなっていうのはわかりました。一番最初に言ったこと、全校朝会で発表

した写真なんですけれども、全体の様子を見ていて、算数の授業もわりと普通に想像していたより

も、日本と同じように教えているし、先生方も教材を工夫したり、例えば自分で時計をダンボール

を使って、針をつかって、作ってみたりとか、掲示物なんかも自分で作ってる。これはもう先生や

学校によるんですけれども、そういう先生もいて、自分が先生たちに助言するっていうのがすごく

難しいなっていうのを感じました。 

紹介なんかも行われていて、体育の授業も実はここで行われていることがわかりました。ここに

写っているの体育の先生なんですけれども、この先生は担任を持たずに体育専科で職務をしている

先生でした。体育専科の先生というのが配置されていて、前任の方から聞いていたんですけれども

私が行く前の年は、８校で２人の先生が体育専科をしていたらしいんですけれども、私が行ったと

きには８校に５人。私立はちょっとのぞかれてしまうので、７校で５人。２人の先生は２つの学校

を掛け持ちということで、各校に体育の先生が１人ずついるという状態がわかりました。で、授業

のほうも日課の方に含まれてまして、週一回程度の授業が一応行われていました。ただ、それまで

がどうだったかって言うのはよくわからないんですけれども、physical Educationとしての扱いとい

うのがわりとゲーム的なところがあって、ゲームっていう風な表現をしている学校だとか先生方も

いたので、体育の先生方はもちろん認識しているんですけれども、担任の先生の中には、ゲームの

時間という風に思っている先生もいたようです。 

そのほかにもスポーツ大会の実施と言って、運動会ではないんですけれども、陸上大会のような

ものだとか、サッカー大会、あとネットボールって言うスポーツの大会が学期ごとに行われていて、

それも現地の先生方が企画、運営していたので、想像が体育の導入と普及ということだったので、

随分感じが違っているなというのを感じました。 

算数のほうなんですけれども、算数は毎日１回、多いとき２回行われていました。もちろん一斉

授業がすごく多くて定義の暗唱だとかそういうことをさせる時間は、長い感じはしましたけれども、

授業の形態としては日本の授業の仕方とさほど変わりはないんです。ただ問題点を挙げるとすれば、

練習問題が少ないという日本との違いというか、練習問題が圧倒的に少なくて、定着っていう意味

では子供たちの定着がはかりきれていない、っていうのが現状でした。できる子はできる。できな

い子はすごくいっぱいいる。掛け算なんかも覚えていない子は６年生とかでもいました。難しい教

科書っていうのが、ここで少し感じたのは、やっぱり日本は教科書がすごく優れていて、教科書を

前からやっていくと力がついていくようになっているっていう。先生方もそれをみれば参考にでき
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るし、順番なんかは自分でそんなに気にしなくても大丈夫なんですけれども、日本の教科書はすご

く難しくて、教科書を前からやっていっても、一応理解できないだろうと思われるような教科書だ

ったので、逆に先生方が教科書から抜粋して順序良く教えているのを見て、すごいなっていう風に

感じました。 

実際自分ができることを考えたときに、体育の先生方がいるっていう事がまずあったので、体育

のワークショップを軸にやっていこうと考えて、ワークショップの開催をしました。いろんな種類

のワークショップをやったんですけれども、一応体育の授業は行われてはいたので、どういうのを

提案すればいいのかなって思ったんですけれども、先生方にもちょっと聞いては見たんですけれど

もアクティビティの紹介をしてくれっていうのが多かったので、縄跳びなんかがあって、そういう

のを使って縄跳びを紹介したりだとか、あとは体育の授業は単発で、週１回しかないんですけれど

も、単発でやるんじゃなくて毎週積み重ねていくと上手になるよっていうのを縄跳びで、実際子供

を使って１時間目は簡単なやつ、２時間目はちょっとスキルを上げてっていう風にやるとみんなす

ごく、みんなが上手くなっていくよっていうのを紹介しました。 

もう１個は、算数のほうなんですけれども、こちらのほうは算数部会で協力して、部会の人たち

と一緒にやりました。こちらのほうでも、少ない練習問題をカバーするためにみんなでどんな、例

えばフラッシュカードをやったりだとか、百マス計算をやったりだとか、写真に出てる計算カルタ

を紹介したりだとかしました。このときに、私たちやっぱり算数の授業についてどうしてそれが必

要なのかすごく難しかったので、この真ん中に写っている人が算数のカリキュラムを試作して、算

数を一番つかさどる偉い人だったんですけれども、ここにJICAのシニアボランティアの方が派遣さ

れていたこともあって、部会とこの方と一緒にワークショップを開催するっていることで先生方に

こんなのはどうだろうかっていうことを提案してきました。 

その他として、イベントの開催、ミニ運動会をやったりだとか、日本紹介みたいなことをやって

みんなに楽しんでもらったりもしました。普段は毎日ワークショップっていうわけにもいかないの

で、普段何していたかっていうと、学校を巡回して体育の先生と一緒にTTの形をとって体育の授業

をしていました。そのときに簡単な指導案も書くようにはしていたんですけれども、なかなかやっ

ぱり毎日のことで本当はそれをきれいにまとめられればよかったなって思うんですけれども、単発

的になってしまったのが残念です。後は、依頼されたテスト作りっていうので、学力テストってい

うのが部会の方で、全国テストを年に一回やっているんですけれども、そういうことを積み重ねが

あったので他の学年のテストも作ってくれという風にオフィサーから依頼されて、これ唯一お願い

された仕事なんですけれども、他の学年のテストも作って、成績を出してあげたりしました。 

活動をふりかえってみて感じたことをいくつか。やっぱり短い活動期間。行く前はちょっと２年

間不安だったので、短くてうれしいなって思っていたんですけれども、２年目の活動を振り返って

みると１年目に比べて何がなんだかわからない。向こう側も何をしてくれるのかわからないってい

う状態での活動を２年目で学校の様子がわかって、自分がこうしていこう、この中でこうやってい

こうと思っているときに九月から始まって、３月まで、２学期の途中くらいで終わったって感じな

んですけれども、お願いされることが増えてきたんですね。例えばさっきのスポーツイベント、学

校での。行事なんかでもこれやってねっていう話が来ているころに帰国なんだよっていうのがすご
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く残念でした。できればまる２年いたかったなって思います。 

教員の仕事だったので、語学はすごく重要で、私の学力では、子供の師範授業って言うんですか

ね、こんなのどうでしょうっていうのがなかなか難しいなって思いました。体育なんかでも短い指

示でって言いたいんですけど、自分がしゃべったらいっぱいしゃべらないと説明しきれないって言

うのがあって、語学はやっぱり大事だなって感じました。ただ日本での経験ということで現地の先

生方が経験も年齢も、もちろん貫禄も私よりも全然たっぷりの先生にこんなことを・・・ほうがい

いよってやっぱり言えない立場ではあるので、日本ではこういう風に教えています、こんなのはど

うですかっていう提案はできたので日本の経験はすごくよかったです。日本と比べるとセントルシ

アはこうだよっていう風な言い方ができたのはすごくよかったなって思います。 

以上で終わりなんですけれども、自分もすごく貴重な経験をさせてもらったなって思って、ただ

何を残してきたかって言われるとなかなか難しかったんですけれども、ちょうど教育改革のタイミ

ングと重なっていたので、体育の定着という意味では、ちょうどいいタイミングで私が派遣された

のでできたなって感じます。以上で発表は終わりです。 
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コンピュータ技術の隊員として「できること」とは 

 

石郷 則晃 

（17－1，ニカラグア，コンピュータ，埼玉県立いずみ高等学校） 

 

 

派遣前と同じ職場でいずみ高校というところで、情報教育、ならびに環境教育を担当しておりま

す。平成19年３月末に帰国してすぐに職場に復帰したわけですが、現在のところ、高校１年生の担

任をさせていただいている状況にあります。周りの周囲の先生方は１年位のリハビリ期間を置いて

少しゆっくりしたらどうかという話もあったのですが、無理を言って担任をさせていただいている

状況になります。採用以来９年間同じ学校になりますので、そろそろ人事異動の声がかかるかもし

れないと思っております。 

私は、ニカラグア共和国というところの、国立自治大学マナグア校というところの、情報システ

ム及び研究開発センターで、主に大学内のネットワークの運用助言と国際インターネット回線網の

運用助言を行っていました。この、国立自治学校マナグア校というのは日本で言うところの東京大

学と同程度の大学であっただろうかと思います。 

少し話はずれますが、ニカラグアの公教育制度についてお話したいと思います。初等教育が６年、

中等教育が５年、大学が４年という風になっています。修了試験というものを受けて合格しないと

進級できない状況になっておりますので、15歳で初等教育の２年生ということもありました。また、

学校へ行くためには学費が必要な状況でもありましたので、多くの子どもたちが学費を払えない状

況にありまして、学校へは行っていないような状況でありました。学齢期の子どもでも生きるため

に働かなくてはいけないという現状を見てきたわけです。今、画面に出ています写真はごみの採集

処分場で資源ごみの回収をしている子どもの写真です。私はコンピュータ技術という職種で派遣さ

れていたのですが、職種以外の活動として同じ隊員の間でニカラグア教育委員会という組織を作り

まして一日本人として現地の子どもたちのために何ができるのかなということを考え、行動すると

いうようなこともやってきましたので、その一例としてこのごみの採集処分場の見学というものを

行いました。そのときの写真になります。それぞれが、生きるために必死な状況にあるということ

です。すべての子どもが分け隔てなく学校に行くという状況が望ましいとは思うのですが、実はそ

うではなかったということです。これが開発途上国の現実というものなのかな、とも思いました。 

続いて、私は配属先の情報システム及び研究開発センターという部署で何を行っていたかのかに

ついて少し説明してこうかと思います。学生を相手に講義を行うということはほとんど無く、大学

職員や教授陣を相手に国際インターネット回線網の運用に必要な助言などをすることが主な活動で

した。学生を相手にするわけではなかったので、少し寂しいところはあったのですが、こちらから

研究室を訪ねていくこともかなり多かったので、自然と交流が持てていたのかなと思っています。

コンピュータネットワークシステムの設計書であったり、仕様書、運用マニュアルらしいものはあ

る程度はあったみたいですが、そのほとんどは彼らの頭の中にあるという状況ですので、担当者が
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いないと何もできない状況でした。さらにそのようなシステムが壊れてしまうと新たに手探りで作

り直すという状況でしたので、かなり大変な状況でした。 

私が主に担当してきたのはネットワーク監視システムの構築の手順書の作成でした。システムと

いっても各パーツごとにわけると10以上になります。またこれらのパーツを決まった順番で準備し

なくてはいけないので、彼らが頭の中で理解しているだけでは、十分ではなかったわけです。です

ので、スペイン語、現地はスペイン語なのですが、スペイン語で手順書を作ることになりました。

スペイン語の手順書を作るために配属先のメンバーにいろいろと話を聞きながらスペイン語の表現

を探るということは日常的に行ってはいたのですが、十分とはいえなかったために活動を開始して

から半年経ったあたりで、スペイン語のレッスンに週２回１時間ずつ通うことになりました。スペ

イン語の先生が偶然にも大使館に出入りしている方だったので日本人の求めている表現に的確に答

えてくださったので、非常に勉強にはなりました。技術的な問題で行き詰ることは無かったのです

が、言葉の壁というものは非常に厳しいものだったのかなと思います。継続して学習していかない

と十分な活動が行えないとも感じました。最終的に、活動とは関係なく帰国２日前まで語学の先生

との語学のレッスンというものをしておりました。今となっては活用する場はほとんどないのです

が、当時は語学学習というものにはまっていたという状況だったのかなとも思います。それだけ、

プレッシャーになっていたのだなとも思います。 

私には、一般的にカウンターパートという職場の現地人のパートナーはいませんでした。その代

わりに、活動先のセンターに在籍している６人の現地人が私のカウンターパートの代わりになるの

だとJICAの事務所のほうからは事前に説明されていました。活動を始めてわかったことは、各メン

バーとの関係が１対１では無かったので、彼らにとって責任というものが中途半端なのだなと感じ

たことです。また、活動場所がそれぞれ個室でありまして、個室が割り当てられていましたので、

彼らは活動スペースに閉じこもってしまい、情報交換というものには一般的にいう電子メールもし

くはチャットというものを使う状況で、活動場所においての会話がほとんど無かったという状況で

した。朝「おはよう」という挨拶を交わしてから、帰りがけに「さよなら」という挨拶をする以外

会話がない日も珍しくありませんでした。人との交流の少ない部署であったのは、とても寂しいこ

とでした。情報システム及び研究開発センターというところに在籍しているメンバーの６名はその

全員が大学のOBでありOGでありました。私より年齢の低い方も２人含まれており、平均年齢は３

３歳くらい、とても責任感が強いグループであったので、担当者一人で抱えてしまうことも多く、

一見、分担されていてバランスがいいようにも見えたのですが、その人がいないと何もできない状

況になったりしているグループでした。常に最新の技術を導入したいというのは、どこの国でも同

じであるのかなと思うのですが、基本的なことを理解しないまま応用になってしまうような場面も

多かったと思います。基礎基本に忠実に従えば発展的な内容にも対応できると私は考えていたので

すが、その基礎基本がしっかりと理解できていないような状況で、応用を行おうとするわけですか

ら、ばかばかしいかもしれないようなことから、ともに勉強しなおすような状況でした。専門的な

用語も入ってくるのですが、一例を示していきたいと思います。 

コンピュータネットワーク上に設置されているサーバというものに動作が不安定な状態になって

いきますと、ネットワーク全体にストレスがかかるようになりまして、放置しておくとネットワー
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クが動作すらしなくなるわけです。復旧にも時間がかかってしまうので、事前に察知して手当てす

るのが一般的なのですが、各サーバは動作報告という動作記録を自分自身に保存しているような状

況です。サーバの台数が少ないならば、各サーバの動作記録を手動でチェックしてもかまわないの

ですが、ネットワーク機器を含めて数十台から数百台になりますと、このログチェックというのが

とても面倒になります。ですので、このログチェックというものを自動で行うサーバを新たに設置

することにします。こうすれば一元で管理できるのでとても楽になります。しかしログの読み方を

知らなかったり、ログの持つ重要性を認識していなかったりしますので、ネットワークの管理の重

要性から説明をしまして動作ログの読み方という初歩的な状態まで戻ってともに勉強しているよう

な状態になりました。 

私の活動についてまとめていきたいと思います。マンパワーとして期待されていた部分が大きか

ったかなと思います。教授のかわりに後期の分の講義を持っていただけないか、なんていう話もあ

りました。しかし一職員として働くことは簡単だったんですが、あくまでも協力者であるというス

タンスは守りたかったので、みんなで考えてともに方向性を考え出し、一緒に作り上げていくとい

うことに徹してきました。手本は示すのですが、実際にやるのは現地の人、という状況です。また

高度な提案もいろいろあったのですが、彼らの力量や必要性を考えて、今後彼らの力だけでやって

いけるかを一緒に考えて、欲張らないということをモットーに活動していきました。彼らのサポー

トをしているに過ぎないということです。欲張らずに、ということです。 

職種コンピュータ技術として派遣されていますと、活動以外でいろいろと問題があることがあり

ました。一緒に行っている隊員への対応です。ほぼ全員がノート型コンピュータを持参してきてい

るわけですから、そういう状況で質問が一極集中する状況でした。隊員のための隊員なのかなとも

思いました。たとえばですが、デジタルカメラの画像がコンピュータに取り込めないような状況で

すとか、プレゼンテーション用のソフトの使い方がわからないだとか、大切なデータを誤って削除

してしまったとか、ハードディスクが壊れたので治して欲しいだとか、このような連絡が、当たり

前のように私のところに来るわけです。時間も場所も考えず、朝５時に携帯電話に電話がかかって

くることもありました。ニカラグアの隊員は多いときで60名程度でしたが、コンピュータ技術の隊

員は２人ほどしかいませんで、さらに私は首都で活動していましたので、事ある度に私に連絡が来

るような状況でした。私から客観的に見て言えることは、背伸びをしないで、欲張らないことでし

た。現地の人の視点に立てば、コンピュータというものは必ずしも必要なかったりします。コンピ

ュータを使うことよりも、もっと原始的な部分で、活動で勝負をかけるべきかなと思いました。で

すから、自分にできる範囲で活動を行って欲しいと私は願っています。しかし、活動中も報告書の

作成であったり、活動の報告会であったり、そのような報告会などではコンピュータを使わなけれ

ばできないこともありますので、必ずしもコンピュータ抜きというわけにもいかないのかなと思い

ます。 

簡単なのですが、安全対策ということについてお話します。一般的にはニカラグアでは路上バス

は安全対策のために乗らないとか、タクシーはタクシー強盗対策のために避けるだとか徒歩は路上

強盗が出るので歩かないでほしいとか、そのように言われていました。要は、外出の際は細心の注

意を払って行動するしかなかったわけです。残念なことながら、私は路上強盗にあってしまいまし
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た。原因は、歩いてはいけない地域を人の少ない時間帯に１人で歩いてしまったからです。荷物を

取られただけで大きな怪我もなくよかったのですが、現地の事務所からは強く指導されました。中

米のほとんどの国は携帯電話使用可能であって、ニカラグアも例外で無く、隊員に安全対策のため

に現地事務所から貸与されるような状況でした。学生デモが首都のあちらこちらであったときなど

は、毎日のように携帯電話に連絡が来るような状況でした。 

現地のインターネット環境について簡単にお話します。パーソナルコンピュータやインターネッ

トというものは大変高価なものなのですが、一般的なものではありません。利用する人が裕福層だ

けという状況に限ってしまっています。インターネットカフェが数多く点在していますので、その

ようなものを使っていく状況にあります。日本語が使える環境がないので、自分で整えていくしか

ないのですが、私の場合は大学の研究開発センターの中でインターネット一日中使い放題という状

況でしたので、まったく無縁でありました。ほかの多くの国も同じようにインターネットカフェ形

式で利用ができると聞いています。 

最後に、現職派遣制度を利用して派遣されたにもかかわらず、現地では大学の研究開発センター

というところにいるだけであって、教育活動を十分に行っていなかったことに対して、今でも派遣

制度を使って行ってしまったことがよかったのかどうか、疑問が残っています。ただ毎日コンピュー

タの前にいるだけで人を相手にすることもかなり少なかったわけです。活動の終わりが迫ってきた

ころ、ストレスから集中ができないような状態が１週間ほど続いたこともありました。結果を残そ

うと焦ってしまったからかもしれません。すぐに結果の出ないようなことをしているのだと言い聞

かせて、ある程度気が楽になったわけなのですが、日本と違った環境で生活するのですから、最初

のうちは見ているもの感じているものが新鮮に思えると思います。そのような新鮮に思えるうちに

いろいろと記録に残すことも重要かなと思いました。私自身は写真に撮ったり記録に残すことを余

りしなかったので、実のところ、写真は他の隊員よりも少ない状況にあります。帰国後の文化紹介

などで使う写真にも困るような状況ですので、気がついて、新鮮だな、これ日本にないなと思った

ときには写真に撮るような習慣があればよかったかな、と私自身反省しています。 

私自身首都にいることが多かったので、ほかの隊員とともに時間を持つことも多かったわけです

が、できれば、現地の人と多くの時間をもっともっと過ごすことができたらよかったな、と少し残

念な気持ちでいっぱいです。ほかの隊員と違って、ほかの国の隊員と違って、ホームステイ形式で

したのでに現地の人と一緒に生活する状況でしたので、ある程度の交流は毎日のようにあったわけ

です。このような派遣前訓練を含めて貴重な２年間を与えてくださったことに対して感謝の気持ち

でいっぱいです。今の私にできることというのは、この２年間の話を伝えて、さらに皆さんに情報

提供することぐらいしかできませんので何かありましたらまた声をかけていただければと思ってい

ます。以上です。 
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ボリビアから帰ってきました 

 

中沢 智恵 

（17－1，ボリビア共和国，小学校教諭，長野市立篠ノ井西小学校長） 

 

 

こんにちは。午後の１番最初から宜しくお願いします。最初になんだかアンデスチックだね、服

装が変ねと思われている方もいるようなので、先に紹介させていただきます。ボリビアの小学校で

活動していたんですが、その任地を去るときに学校の先生たちがくれました。その先生たちとのこ

とを今日は紹介させていただくので、着てきました。宜しくお願いします。 

内容はご覧の通りです。最初に任地の配属先の概要について少しだけ説明させていただきます。

任国はボリビア共和国で、任地はスクレ市というところで憲法上の首都ということになっています。

ややこしいんですけれど、実際の首都は別のところにあります。そのことでスクレ市は今かなり荒

れていて、町から警察官が一人もいなくなるという、学生と警察のぶつかり合いがあって警察がこ

こで命の危険があるということで市から警察がいなくなってしまい、スクレ市の刑務所から囚人が

逃げてしまったということになったそうです。～に政情も不安定な国です。道路封鎖とかストライ

キとかいうのも頻繁にあって学校がお休みになることもありました。でもそういう不安定なことや

ちょっとおっかないなということを補うに余りあるほどの魅力的な国でした。 

ボリビアはどこにあるのというところですが、ここから先は少しボリビアについて知っていただ

くために今いる学校で朝の全校集会のときに子どもたちに対して紹介したものを見ていただきたい

と思います。クイズにしていたんですけどみなさんはもうレジュメが手元にあるので、答えはみん

な知っているということでどんどん進みます。ボリビアは南アメリカ大陸にある海のない国です。

これがボリビアの国旗です。真ん中にはコンドルやリャマというボリビアにいる動物が描かれてい

ます。ボリビアという国は、首都は富士山より高いところにあります。広さは日本の３つ分あるん

ですけれども、住んでいる人は日本の15分の１という少ない人たちが暮らしています。ボリビアク

イズの時間です。というふうに学校でやったんですが、低学年問題、ボリビアはいま朝である。こ

れは朝８時半くらいの全校集会だったのですが、こんな感じで。高学年問題、ボリビアでは富士山

より高いところにも町があり、たくさんの人が暮らしています。空気がうすく、酸素が少ないため

に起きることはどれでしょう。まあ皆さん答えがわかっているので先に進めます。これは実際に自

分が経験してクイズがつくことができたのかなというふうに思っています。実際にサンポーニャと

かケーナとかそういう笛を吹いていたら頭がガンガンすることがありました。こんなようなものも

見つけました。実際にこの右側にあるのは村の小学校の校庭にあるサッカーゴールです。トイレの

ほうはちょっともっと山のほうにある村にありました。でももっと普通の村はトイレのないところ

が多いので、あるだけいいのかなと思います。 

配属先のほうに進みます。配属先はスクレ市の公立のバレンティン・アベシア小学校で１年生か

ら５年生まである小学校に行きました。４クラスか３クラスで中規模の小学校です。スクレ市の本
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当中心に位置するところで、校長先生がものすごく意欲的な女性でした。PROMECAパイロット校

のひとつであるんですけれど、最初に配属されたときには全くパイロット校になるということは思

いもよらず、調整員の方からも、この学校はパイロット校にはならないから、パイロット校じゃな

い学校でプロジェクトとどう関わるか頑張ってねと言われていたので、パイロット校になったとき

にはお互いにびっくりしてしまいました。PROMECAということについて少し説明させていただき

ますと、これはボリビアの政府と教育省とJICAと一緒にやっているプロジェクトで、教育の質向上

プログラム、難しいこといっていますが大切にしていることは、お互い事業を見合いましょう、教

師同士で学びあう研修を大事にしましょう、学級という温かい仲間づくりを大切にしましょうとい

うものだと解釈しています。このPROMECAとその隊員がいる学校現場で期待されていたことは教

員経験の共有、と言う部分です。先生たちは、ボリビアの場合は昇級試験があって他人の技術は私

の技術、他の人にあげるなんてもったいないという考えがあったので、先生たちは授業を見合うと

か自分が作った教材を貸そうとか、そういうことはあまりありませんでした。ちょうど自分が途中

で思ったこととこのPROMECAで期待されていたことが一致したので、そこの部分だけ取り入れて

活動を続けました。あとで写真も出てきますが。学校は２時から６時までの午後だけ学校で、１つ

の校舎を３つの学校が使っていました。これが学校の入り口なんですがこんなふうに使っていまし

た。自分は午後のアベシア小学校のところだけいたんですが、折角だからと思い、夜まで居座って

音楽学校で笛を習っていました。これが学校の全景です。結構こうゴムとびなんかして遊んでいる

子がいてゴムとびがはやったんですけど。男の子たちはメンコとかをして遊んでいましたので似て

いるなと思っていました。ここの学校でどんなことを期待されていたかというと難しいことがいっ

ぱいあったんですが、行く前は教師に対してどんなことするんだとか、カリキュラム作ったりすご

いことに関わるのかななんていうふうに勘違いして選びました。ここに行く前、派遣前訓練という

とても刺激をたくさん受けていた期間があったのですが、そのときは年代も職種も出身の地域も全

然違う人たちとの共同生活で本当にいろんなことを学び、人とのつながりもできていい機会だった

なと思いました。 

ここからは発表に入るんですが、活動中と現地で携わったことについて前中後にわけて紹介させ

てもらいます。現職のまま行ったので、本当にこうやって改めてみるとちょっとしかいなかったん

だな。７月に赴任したんだけれども８月の半ばまでは現地での語学訓練があり、ボリビアの場合は

もう11月にテスト期間に入ったので、実際には８，９，10のその３ヶ月しか授業がありませんでし

た。12月と１月は夏休みだったので学校はお休みでした。そして真ん中の頃、２，３，４，５，６，

７月とあるんですが、まあこのへんも冬なので冬日課になり授業時間が短くなっていました。後半

はもう３月になったら帰国準備で大忙しで、３月は５日間くらいしか学校に行ってません。なので

本当にあっという間だったなと今思います。最初の頃はひたすら授業観察をさせてもらい、それぞ

れの先生方が持っている経験や技術を学んでいました。その頃はまだ日本のやり方を伝えるんだと

か教材をたくさん作って使ってもらおうとか、先生たちと算数に入ったんですがTTでいこうなんて

いうふうに思っていた頃です。そんな頃にちょうど隣の村に、日本からの算数セットがダンボール

７箱分ドーンと届けられて、そこにいた村落隊員から、算数セットがきたんだけど全く使い方がわ

からないから使い方の研修会をしてくださいと言われ、近所にいた隊員、学校関係の隊員４人と研
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修会を実施しました。行って２ヶ月での話だったので、すごいびっくりというか、もうスペイン語

もしどろもどろでえらいことだったんですが、度胸付けにいい機会をもらったなと思いました。ま

た、これから先どんなことをしていったらいいかわからないということもあえい、いったいここの

人たちはどのくらい算数ができるのだろう、どこが苦手なんだろうと思い、学力テストもそこの現

地にいた先生や先輩隊員たちと一緒に行いました。これは算数セットの教材を紹介している、見覚

えのある数え棒のところなんですが、結局算数セットの中にある教材の中では数え棒とおはじきが

現地にあるもので対応できるし、使いやすいなというふうに思いました。洗濯ばさみでとめてるの

は磁石が使えない黒板だからです。ぺたっと張り付くような便利なものはありませんでした。統一

テストを実施して、どうやら分数が苦手みたいだよ、じゃあ分数関係の教材を作ったり導入の場所

のモデル授業をして研修会をやろうかなんていうことを思っていたのですが、みんな学校も忙しい

し休み中にやろうかなんて言っていたんですけど、全然人が集まらずなんで休み中にやるんだとい

うふうな雰囲気だったので、それはたち切れになってしまいました。そして新しい年になり、難し

いことはですね、やってもどうせ日本人だからできるんでしょみたいに言われたこともあり、どう

やら日本のことを伝えようというのは大きな思い違いだったんじゃないかとようやく気づくことが

できました。そしてこの頃はお手軽な教材の紹介、それも押し売りのように授業に持っていって生

先生、今日授業でこれ使ってみたいんですけど、今日時計の勉強ですよね、これ使っていいですか、

みたいなかんじで押し売りで教材を紹介したこともありました。さらにすごい素敵な授業をしてい

る先生たちが多かったので授業を見合う会をやりましょうよという提案をしてました。でも最初に

お願いしますって言いに行った先生は、人にいろいろ言われるのが嫌だから、みんなに見てもらう

なんて怖いから嫌々と言って、最後の最後にはやって下さったんですが、結構最初の方はいろんな

人に拒否されていました。大きなのではなく小さな研修会を実施していたそうです。ようやく新し

いことや日本のやり方を伝えるなんてことはせずに、先生たちの持っている今の経験や技術を共有

するための媒体になりたいなと思うようになったそうです。こんなような教材を紹介しました。右

下でやっているのは百マス計算です。30人の職員の中でこれならできそうだなと思う人が１人でも

いたらラッキーだし、授業に取り入れてくれる人がいたら超ラッキーみたいな勢いでやっていた頃

です。雨が降ったりサッカーの試合が重なると参加者は４人とか５人とかになっちゃいます。でも

わかりやすいお得感を大切にして研修会をしました。そのころ専門家の方に、とにかく失敗しなさ

いと、失敗してみせろと言われ、そうかそうか私は同僚としてきているんだということを改めて認

識し、モデル授業をするようになりました。そのころ先ほど紹介させていただいたPROMECAとい

うプロジェクトとのパイロット校になってしまい連携が始まりました。派手な教材を作ってこんな

研究授業をしているときに、授業の計画や指導案作成と教材作りとか研究会への参加をさせてもら

いました。また学級を大事にしていきたいということもあったので、学級目標をつくるというのも

ちょっとだけお手伝いさせてもらいました。ボリビアの先生たちの教材作りは上手だな、見せ方が

うまいなというふうに思いました。こんなふうに紹介したものを先生方が自分なりにアレンジして

くださっているのを見たことは本当に嬉しいなと思いました。端っこは割り算らしいんですけどこ

れ無理があるなと、あまりはないみたいです。でもこんなふうに使ってもらえて本当に嬉しかった

です。あとは折角日本人だったので日本の遊びもこんなふうに紹介してきました。活動していると
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きに日本のことをいっぱい聞かれたんだけれども、日本のことを紹介できるツールが自分の中にす

ごい少なくてちゃんと日本のことを知ることが大事だったなと思いました。あとは所属先の異動し

そうもない方と連絡を取り合う、誰と連絡を取るのかちゃんと連絡をあなたとねという確認をして

いけばよかったなと思いました。どんなことができたかなと思ったのですが、ゴミをゴミ箱に捨て

るということがずっと言い続けたことだったかなと。これだけだったかなと思います。やっぱりこ

のような経験をさせてもらったことがものすごい感謝だったかなとそれだけなんですけど、確かに

辛いこともあったし何でこんなことやってるのというふうに辛くて悲しくて泣けてくることもあっ

たんですが、今はいいことばかりが残っているかなと思います。こっちは日本の学校との関わりで

前の学校にも今の学校にもボリビア行ってきましたが有難いです。自分はすごく変わった、自分が

変わったというかまわりを見る目がちょっと変わったことと、あと子どもに対してもそうだし対応

する力が幅が広がったかなというところが自分自身で思っています。長々としゃべってしまいまし

た。以上で終わりです。ありがとうございました。 
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バヌアツ サント島ルーガンビル市での音楽教育普及目指して 

 

秋山 喜代 

（17－1，バヌアツ，音楽，名古屋市立稲西小学校） 

 

 

宜しくお願いします。名古屋市稲西小学校の秋山です。今日は久々の同期隊員と会えて嬉しい思

いがいっぱいなのと、あと２年ほど前に私が行く前にちょうど同じような時期にこの発表会があっ

たときには、ちょうどこれから行く先生たちがたくさんいて私もその一人だったんですけど、少し

でも情報を得ようと思って参加した思い出がありますので、これから行く先生たちのためにという

ようなかんじでつくってきたので、ざっと見たらちょっと偉い感じの先生もたくさんいらっしゃる

ようで緊張するんですけど気軽に聞いていただければと思います。 

私はバヌアツサント島ルーガンビル市というところで小学校教諭として派遣されました。小学校

教諭と言ってもJICAの要請書に書いてあったのが、英語、仏語、幼稚園クラスで担任等教師と共に

音楽の指導を行い音楽の指導法について研究、指導マニュアルの作成や校内音楽会の開催を目指す。

また教科書、カリキュラムの作成への提言や助言も行うという３行広告を見て、ルーガンビル市に

配属されましたので、主に音楽教育に携わりました。これがバヌアツサント島ルーガンビル市です。

私、今日この会場にずっといるんですけど、大体聞いていると首都の方が多くて私はかろうじて首

都ではない第二の都市なんですけど、同期隊員には笑われますが首都とルーガンビルを比べると、

東京と石垣くらい違うんじゃないかというくらい田舎で、人口は２万人、食べ物はマーケットの写

真が出ていますが、あるときにはあるけどないときにはない。学校の写真が下の方に載っています

がウォータタンクに水を取って子どもはそこから水を飲む。グランドはさっきの中沢さんとはちょ

っと違うんですけど、広々としてどこまでも続いている。私の家が最後に載っています。私は第２

代だったのでもうすでに･･･とか窓に泥棒さんが入らないようにしてもらったり、･･･が入っていた

りとか、･･･自分で守っていました。 

JICAの要請を受けて自分の活動内容は自分で決めるんですけど、以上のこのような６つを自分で

考え出して実践してきたつもりです。最後のインターネットライブ授業というのは現職教員ネット

ワークなんかが途中で入ってきたものなので、またあとからお知らせします。ひとつずついきたい

と思います。日々の授業は音楽を行うんですけれども、バヌアツの音楽教育は非常に歴史が長くて

ですね、もうすでにこんなような教科書が、最初にも出ていますけどずっと歌集のように載ってい

ます。バヌアツは英語クラス、普通語クラスと、イギリスとフランスに統治されていた時代がある

ので両方のクラスに、これはイングリッシュの教科書なんですけど、フレンチの教科書もあったり

して、このような教科書がもうすでに配布済みでそれを使って授業をしてくださいというのが第一

の案件です。私が使っているキーボードが出ていますけれど、これは前任者が用意したもので、ち

ょっと次の項目と重なるんですけど、現地の先生と一緒にやっている鍵盤ハーモニカは私が調達し

てきたものです。日々の授業の様子をちょっとだけあるので少しだけ参考のためにあまり上手では
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ないですが見ていただければと思います。私は全然ピアノは弾けないんですが、一応弾くから担任

の先生に指導しなさいとかいう体制をもっていって、これは英語の歌なんですけど、学校では英語

とフランス語を使わなければいけないけど、私は英語もフランス語も苦手だからビスラマ語で、現

地語はビスラマ語なんですけど、現地の先生に説明して、やってって言ってこうやってアクション

させて。主に音楽の授業です。主に２人で指導して、分からないところは英語はわからないからと

言って現地の先生にも参加してもらって。さっきこれ鍵盤ハーモニカを吹くんですけれど、すごい

状態になりますが、触ることだけでも意味があるかなと思ってやりました。まあ辛抱強くこんな感

じで授業をしていました。 

次に考えた日々授業していく上で、やっぱり音楽である以上用具が必要だと。あの授業の時にも

思っていたんですけど、バヌアツにないリコーダーとかキーボードとか鍵盤ハーモニカを使って音

楽を教えることに果たして意義があるんだろうかとすごく悩んだ時期もありました。ただ10年続い

ている歴史を変えてバヌアツカスタムの音楽にしていこうというような強い流れもなくて、ずっと

流れに乗ってしまったという感じです。ですからキーボードは前任者が用意していて、リコーダー

も前任者が英語クラスの分だけは用意していたので、残ったものとか自分の現地の先生が送ってあ

げるよと言ったりとか、あとフランス語クラスのほうは笛がなかったので隊員支援経費などを申請

して買ってもらったりとかしていました。もうひとつはJICAの持っている、世界の笑顔のためのプ

ロジェクトですか、もう１こ協力隊を育てる会みたいなのがあると思うんですけれども、何かを得

たいと思うときにいろんな方法があるんだなというのはここで勉強しました。 

だんだん授業をしていくうちに授業していてもいいんですけど、いつまでも私がしていても仕方

がないんじゃないかということでカリキュラムを作りたいなということが出てきます。これはバヌ

アツの音楽のカリキュラムが書いてある、これ訳して、どうやってカリキュラムを作ろうと考える

んですけど、そういうときに役立つのは日本での教育経験しかなくて、果たしてそれがいいのかど

うかわからないんですけど、日本だと４観点にだいたいわかれていますよね。評価も教育観点がシ

ンキングと･･･とか鑑賞とか創作表現とかを学年ごとにちゃんと目標を作ってそれを英訳して、こん

なの作ってみたんだけどと園長先生に提案して、それをこと細かくここに教科書によって１曲１曲

これをやるんだよっていうのが、これを教えるんだよというのを日本語で書いてなくて英語とかフ

ランス語で訳してもらって、それを持ってこの日はこれをやるんだよというプランまで作って授業

をするんですけど、なかなかそんなに、じゃあわかんないからやってとか言われたりとかして。で

もだんだん慣れてくると現地の先生も、これリズムうちの練習なんですけど。（ビデオ）実は八拍子

をやりたかったんですが、この先生が勝手に七拍子に変えてしまったので、それもしょうがないか

なと思ってるんですけど、そんな感じでだんだんと現地の先生にわかるところからやってもらうよ

うにしました。現地の先生が一番言ったのは、カリキュラムがあっても要するにそれに伴う技能が

ないといけないということで、ワークショップを開催して、私は島隊員だったのでちょっと首都は

離れていたのでわからないのですが、首都はもう長い歴史なので、ミュージックパネルグループと

いうグループがあって、そこで毎年首都でワークショップをやっている、音楽指導法に対する。た

だ、音楽指導法というと笛を吹くのは好きとか鍵盤ハーモニカをするのが好きというのはわかるん

ですけど、その吹き方を教えに来ているわけではないと思うんだけどなというのがすごい自分の中
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にあって、音楽をどうやって教えるのか、たとえ吹けなくったって子どもはできるようになるとい

うことを、簡単な資料を作ってワークショップで行いました。でもやっぱり現地として興味がある

のは笛はどうやって吹くのとかこの笛はもらえるのとか、そういうことに終始してしまった感じは

あります。 

次に２つ目は日本の学校とかでもそうだと思うんですけど、啓蒙はしていきたいなと思いました。

何を教えたかと言われると、やっぱり情操教育が全然発達していないという点の大切さを知って欲

しかったのと、音楽とか図工ともう１つちょっと忘れちゃったんですけど、Artという教科の中にひ

っくるめているんですけど、非常に曖昧な表現で、指導の必要性ですね失礼しました、曖昧な表現

でどの時期にどれをやるのか指定がされていないんですよ、そこをなんとなくこう、私のほかに５,

６人音楽隊員がバヌアツでも散らばっていたんですけれども、そこに分かってもらえないとたぶん

カリキュラムとかも変わっていかないだろうなと思いましたので、日々の授業で子どもがたとえば

算数とか国語、英語とかフランス語とかできなくても、音楽はできるようになればいいとか、ワー

クショップでだんだんそういうことを説明したりとか、これは校内音楽会の写真ですけども、校内

音楽会を開くと親が見に来て子どもの様子をなんか成長したと日本だと思うんですけど、バヌアツ

はあんまりそう考えないみたいで、結構これも１１時くらいまでかかってやったんですけど、一応

目標としては、音楽会を開くとちょっと現実的ですけど、ファンドレイジングとしてお金が集めら

れる、そうすると学校で物がたくさん買える、音楽はそういうことにも役立つんだということから

でもよかったので、その上の２つを情操教育の大切さを分かってほしかったんですけど、ここ非常

に難しかったところで、出来たかどうか非常に謎だなと今でも思っています。いろんな人、どの隊

員もこんなことやって意味があるのだろうかとか本当に泣きたくなる日々がたくさん続いた中でで

てきたのがインターネットライブ授業で、バヌアツに前いた隊員が横浜にいて私の現地校とイン

ターネットで結んでライブ、生の授業をしようと、お互い文化を紹介しあうという点に終始したん

ですが。これがバヌアツの写真、こんな感じでずっとやっています。これはなんか練習していると

ころなんですけど、この先生すごいいい先生で一生懸命にやってくれて、当時筑波大学の先生と校

長先生たちと一緒にインターネットライブ授業をやりました。･･･ビデオ･･･むこうの映像とかと交

換しながら、私の名前はなになにですとやったりとか、これは最後の感謝の言葉。･･･ビデオ･･･１

回目がこれで２回目もやったんですけども、ボランティアしている間に教員としての仕事もちょっ

と入ってきたりとかして自分にとってはいい刺激になりました。 

短い任期を終えて思うことは、これから派遣される方々へなんですけど、自分でも２年行ってき

て意義のあった時間だとは思いますが、果たして自分のやったことが身になったかとか貢献できた

かというと、非常に疑問に思うことは今でも思います。これから行かれる方々にはやっぱり活動に

おいては、自分が必要だと思ったことはしていいと私は思います。もうちょっと言い方を変えると、

したいことはする、したくないことはしない、そのくらいの強い意志が必要だと思います。したい

ことをしても、基本的にボランティアなので評価が付いてこない。だからその是非がよかったか悪

かったかというのは自分で判断しなくちゃいけなくて、たとえ失敗、やっぱりこれは失敗だったな

と思ったら、結構私はくじけてないていたタイプなんですけど、くじけないことが大事で、失敗し

たらまた次とか、これでもよかったんだと思うような心が大事棚と思います。生活においては自分
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はこれ学んだんですけど、自分のことは自分でするということを徹底的に、自分の健康、自分の安

全というのは全部自分で守るんだということは徹底的に仕込まれました。自分でできることは自分

で行うことが基本だと思います。だから、私は英語もフランス語も中途半端で終わりましたが、現

地語だけは何とか覚えて帰ってきました。覚えないとガスも通らないし電気も通らないし電話も引

けないし授業もできないし、それにおいて自分のできることは。私が一番嫌だったのは住んでいる

家のトイレがすごい汚くてそこだけはどうしても我慢できなくて、学校に交渉してトイレかえてく

れとすごい交渉した結果変わりました。何を大事にするかというのは人によって違うし、それは自

分の思いで行動して私はいいと思うので、自分でできること自分で行えばいいと思います。いろん

なしがらみとかできないこともいっぱいありますけど活動においても。後悔のないように活動して

いただければいいかなと思います。ただ、どうしてもできないことをできないってすごく落ち込む

日もあるんですけど、人に頼って解決するんだったら遠慮なく人に頼ってもいいんじゃないかな。

私もすごい頼り下手で結構自分で抱え込んでしまって、体調を壊した時期もありましたけれども、

遠慮なく人に頼るそういう勇気も皆さんに持っていただければなと思います。短いですけれども、

以上です。 
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プログラム３ 

 

派遣現職教員サポート活動報告 
 

 

 

 

 

浜野 隆（お茶の水女子大学） 

佐々井啓（日本女子大学） 

前川久男（筑波大学） 

服部勝憲（鳴門教育大学） 

村松 隆（宮城教育大学） 
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幼児教育分野における派遣隊員支援と幼児教育協力の質的向上 

 

浜野 隆 

（お茶の水女子大学文教育学部・助教授） 
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海外派遣隊員の家政分野に関する活動支援教材等の開発 

 

佐々井 啓 

（日本女子大学家政学部被服学科・教授） 
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障害児教育分野における青年海外協力隊 

派遣現職教員サポート体制の構築 

 

前川 久男（筑波大学特別支援教育研究センター長・教授） 

瀬戸口 裕二（筑波大学特別支援教育研究センター・教諭） 
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派遣現職教員の活動の幅を広げるハンズオン素材と 

その活動展開モデルの開発 

 

服部 勝憲 

（鳴門教育大学教員教育国際センター長・教授） 
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海外教育協力者に対する環境教育実践指導と 

教育マテリアルの支援 

 

村松 隆 

（宮城教育大学附属環境教育実践研究センター・教授） 
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プログラム４ 

 

派遣経験を生かした教育活動に関する 

パネルディスカッション 
 

 

 

 

 

生田佳澄（静岡県沼津市立今沢小学校） 

堀口かえで（大阪府大東市立谷川中学校） 

北原三代志（長野県須坂市須坂園芸高校） 

鎌田和宏（筑波大学附属小学校・社会科教諭） 

田中統治（筑波大学大学院人間総合科学研究科・教授） 
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帰国後につながる学習支援 

 

生田 佳澄 

（14－1，ホンジュラス，小学校教諭，沼津市立今沢小学校） 

 

 

こんにちは。静岡県沼津市立今沢小学校の生田と申します。14年１次隊で派遣させていただきま

した。静岡県の教員歴18年目になります。７年間中学校の家庭科の先生をやっていました。その後、

文科省の地域指定の研究、性教育の研究だったのですが、家庭科の保育との関係があるということ

で小学校の方で研修を続けるようにという話で、研修をするために小学校に来ました。そこの指定

研究が終わった後に原小学校というところにかわりまして、そこの地域では外国人がとても多いよ

うな学校に行きました。そこで外国人担当にはじめてなるわけですが、そこから数えて9年目に今年

なりました。内２年間、14年１次隊としてホンジュラスの小学校教員として派遣させていただいて、

帰国後そこの学校にもう１回１年間戻る形で、そしてその次に市内で外国籍の１番多い学校に勤務

させていただき、その次に中学校と小学校が道路を挟んで隣同士というそういう学校に今年から勤

務しているところです。平成18年度には、JSL（Japanese as a second language）カリキュラムの関係

の研修にも参加させていただきました。また、オーストラリアとかペルーの学校訪問もその後させ

ていただくことになりました。 

何故（青年海外協力隊に）参加したのかというところのお話をしたいと思います。原小学校１年

目に外国籍の子どもたちと初めて出会ったとき印象的な保護者とお子さんがいました。その保護者

の方から言われたのは、あと半年後に帰国します、ブラジル人学校が隣町にあったんですけれど日

本の小学校、公立小学校のよさに触れたいという希望で日本人の学校に入れさせた、半年後に帰国

を予定しているということで、日本の国語の教科書が読めることだけがこの子にとっての学習の

ゴールではない、この子がブラジルに帰国した後に進学させ将来も夢に向かって勉強を続けさせた

い、そうしたときに日本の公立学校のよさ、それから帰国後の不安というのをすごく感じていたの

で、ぜひ帰国後にもつながる学習支援を考えてほしいということを強くおっしゃいました。私もそ

の時は１年目で全く分からなかったので、何がいいんだろうということですごく戸惑ったわけです

が、先輩教員や管理職に尋ねたり、本当に分からないことは保護者と話し合いながら進めて会議を

作りながらやってきました。そのときに現地の教育を知りたいということ、それから開発途上国へ

の国際協力のあり方をきちんと学んで帰国後公立校のよさを現職教員として追究していきたいとい

うところがわたしの参加の強い動機となりました。 

１年目はホンジュラス、算数プロジェクトでとても有名だと思います、先輩隊員が長い間築き上

げてきて筑波大学とか大学の関連の専門の方々をお呼びしながらきちんとした体系づくりの中で積

み上げてくるプロジェクトですが、そこと１年目に関わらせていただきました。国境近くのいろん

なところだったんですけれど、それぞれの先生方に大学で教員の再教育ということでいろんな指導

書が出来上がったところで、その指導書の活用法についてそして教具の作り方とか教材の活用の仕
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方とかそういうのを提示しながら伝達していくような授業だったんですけれども、それを受けた後

各学校でどのように授業を展開しているのかをそれぞれの学校を見させていただいてやるわけなん

です。ある学校は濁流が流れる壊れかけた橋をカウンターパートと一緒に渡りながら、沼地をずる

ずると足を汚しながら行き、背丈を越えるくらいの草がたくさん生えているようなところをかき分

けかき分け声だけを頼りに、ようやく着いた頃にはもう授業が始まっていたところだったんですけ

れども。そういう山の中にそれぞれの子どもたちが住んでいてそこに集まり勉強を続けているわけ

なんです。そういう実態を含めてみることができました。２年目は首都で算数科の研修ということ

で、ラスアメリカスという小学校に入って教育をしました。 

その後ですが、沼津の国際理解教育はこのような組織立てになっていました。帰国後１年目には、

総合学習の授業の中で、文化庁の海外研修生が来校していただける機会もあったので、一緒にふる

さとを紹介し合う授業を展開したり、掲示や校内放送、集会などをやってきました。市内において

は沼津市教育振興会、沼教振と略させていただきますが、そこの研修会で派遣報告会をしたり、外

国人生徒交流会というものの中で自分の経験を活かさせていただいたりしました。また、推進委員

もさせていただいている関係で市の教育委員会と連携をとりながら研究を進めていくことができま

した。また、地域の方では時同じくして中越地震があったもので、現地に行ったときにちょうど新

潟の長岡市の劇をやっていた関係もあったもので、そういうところでチャリティーコンサートを一

緒にやったり通訳をやったり、長岡市の方に行って１番被害被災のひどかった学校の総合学習で仲

間と一緒にコンサートのような形でやりました。 

帰国後２年目、校内では先ほど申したように（外国籍の生徒が）１番多い学校へ行きましてカリ

キュラムを検討したり、そのときにオーストラリアの教育視察の話もありましたのでそこにも行っ

てきました。このような形でやってきまして、そこで文科省の方との平成17年度外国人児童･生徒等

に対する日本の指導のための指導者養成を目的とした研修があったのですが、そこで大きなネット

ワークを得る機会を得ました。そして帰国後３年目には、保護者会、保護者がどんなこと言ってる

のかというのは以前はなかなか難しかったんですけれども、帰国したらおかげさまで言葉を理解す

ることはできた。今まで言葉は大きな壁となっていて、心は通じ合っているような気持ちはあった

んだけれども、やっぱり何が学習支援に必要なのかとかどんな困り感があるのかとか、そこの困り

感にぐっと入ったことはできなかったんですけれど、そこのところが（青年海外協力隊を）経験さ

せていただいたおかげで、一緒に共感しつつ学習体系の違いというところもわかりつつ、意見の吸

い上げに生かすことができたんじゃないかと思いました。また家庭科の持つ教科の魅力、幅の広が

り、社会科の持つ奥深さというものも感じました。子どもたちは今まで、例えばこのような形で自

分たちの合言葉を作ったりできました。また、キャリア教育の視点を取り上げたそういう研究も進

めることもできたのではないかと思います。また、NGOを立ち上げるための支援もして、ラジオ番

組も作ってみました。その中では、親御さんの中で喘息のひどい子どもがいてどこの病院に行って

もわからなかったというところで、救急協力員の放送があると知ってスペイン語でもぜひみんなに

知らせたいということ、親子のコミュニケーションを図りながら進路に対する夢を育てたいという

世界で共通のお話とか自分たちの国に伝わっているというお話とかを２ヶ国語で伝えていきたい、

それから情報共有をしていきたいということを目的にやったものです。 



－  － 213

今は青年海外協力隊の静岡県OB会の方も連携をとって、16年１次隊の○○さんという方がいるん

ですけれども、その方が会長さんをやりながらタティンハラ（？）という市民団体が沼津市で初め

て生まれているという状態です。その他、大学との連携も取れるようになりました。保護者も一緒

に勉強ができるようにということで、“14－6”はどうなのかというところなんかも教えていったり

とかしました。帰国後４年目ということで、教材研究も進めながら、また帰国予定のある子に対し

ては帰国後につながる授業というのを展開できるようにということで、自分自身の授業をみなさん

に校内でも公開したり研修しあったりできるようなそういう体制づくりもしてきました。協力隊を

育てる会の助言も含めまして、ペルーの教育省の方で今回企業経営研究所という助成のほうも受け

る形ができて、どちらの学校に行こうが学習を進められるようなシステムも得ることができたので

はないかと思います。今後の課題については以上この３点です。今後ということで、この３点につ

いてはとても大事なことだなと感じました。以上です。 
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派遣経験を生かした教育活動事例報告 

 

堀口 かえで 

（15－1，ルーマニア，ソーシャルワーカー，大東市立谷川中学校） 

 

 

大阪府の大東市立谷川中学校の堀口と申します。ちょっと画面の方はなしでお話の方だけで進め

ていきたいんですが、一応資料としては配られてますが適当に見てください。 

私は派遣前は同じ大阪府の大東市立北条中学校という別の中学校で養護教諭をしておりました。

７年ほど勤めました。その後、平成15年４月から17年にかけてルーマニアという国にソーシャルワー

カーとして派遣されておりました。活動の内容はストリートチルドレンの保護活動を行いました。

それから帰国後ですね、平成17年４月に戻ってきまして、現在の勤務校であります大東市立谷川中

学校の方に養護教諭として勤務しまして、ただいま３年目が終わろうとしております。 

画面を見ないとちょっとやりにくいので、すみません。ストリートチルドレンについて、帰国後

すごく他の帰国隊員の方もそうだと思うんですけれども、いっぱい伝えたいことがあると。帰って

きた私も同じく伝えたいことだらけで帰ってきたのですが、まず自分の出会った子どもたち、スト

リートチルドレンについて伝えたいと思いながら、１年目活動しました。そのうち２年３年といく

うちに子どもたちと会話をしていますと、あっルーマニアってストリートチルドレンばっかりなん

だみたいなマイナスのイメージの方が印象に残っていることを感じ出したんですね。そのうちに

ルーマニアについてのいいところであるとか文化であるとか、それから自分自身が経験したボラン

ティア活動というのはどういうことなんだろうか、そして私は中学校の生徒を相手にしております

ので、君たちが５年後こんな選択肢があるんだよっていう、人生の生き方のようなものも伝えたい

な、そんなふうに感じ出しました。それからですね、そうやってどんな３年間を過ごしてきたかと

いうのがちょっと写真で紹介してたんですけれども、１年目については私は保健室の先生ですので、

保健室の前にルーマニアのコーナーを作ったり、各学年で行う道徳だとかそれから社会科といった

いろんな教科の中でストリートチルドレンや人権についてルーマニアについてお話することもあり

ました。それから文化祭、たぶんどの方もされると思いますが文化祭でのルーマニアコーナー、そ

れから谷川中学校では谷中祭りと申しまして地域教育協議会が主催するお祭りがあるんですね。そ

こでも写真展やフェイスペインティングを行いながらルーマニアについて紹介する。それからルー

マニアに物資を送るというのも行いました。校外では各先生方への教職員の研修でお話をしたり、

他の中学校に出前の授業をしたり、そんなことも行っていました。18年度２年目ですね、２年目に

なりますと同じ文化祭で取り組むにしてもちょっと一味変えました。というのは、やっぱり君たち

にいろんな生き方を伝えたい。そこで元協力隊員、現職参加ではない協力隊員にも協力をしていた

だいて、生徒会の生徒と一緒にルーマニアのダンスを踊るというそういう企画をしたり、それから

養護教諭ですので、他の養護教諭の先生方と子どもたちの健康についてルーマニアの子どもたちの

現状等を伝えながら研修をするというそういう校外での活動もありました。今年ですね３年目、平
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成19年度ではJOCAのほうからお話を頂いて国際交流DAYと申しまして、理数科教員のアフリカから

来られた方々を学校に招待して、いろんな交流を深めました。ここでとても面白かったのが、PTA

の方が学校の教育について、そのアフリカの教育との違いについて来られた方々と交流をされる、

本当にちゃんとした議論になったんですね。教師としてすごく肩身の狭い、そういうご意見もたく

さんありましたが、本当にこういったことが本当の地域の中での交流なんだなと思いながら拝見し

ておりました。 

そういうふうに３年間過ごしたんですけれども、ある教職員向けの研修会でですね、ある元隊員

の先生が学校で１人で何からはじめたらいいんですか、どうしたらいいんですか、どうやってそん

なにやってはるんですか、聞いてくださったんですね。これが今回のこのパネルディスカッション

のテーマなのかなと思いながらやってきたわけですけれども、これからお話される先生はネット

ワークがある、私の場合はネットワークが全くありません。たぶん帰国された元隊員の先生方はほ

とんどが私のような立場なのかなと思うんです。帰ってきたときに転勤する、その学校の状況の様

子を見ながら１年目からどんなふうに自分のよさを出していったらいい、経験してきたことを伝え

ていこう、たぶんそこが１番の最初にぶつかる課題かなと思うんですが、私はその時にどうしよう

もない、いろんなこと考えました。しかし現在勤める勤務校ででも、非常に学校の様子は厳しい。

部活動の指導、教科指導、それから学級指導、先生方ありますよね。その上毎日のように生徒指導

上の問題が日々起こる。もうたぶん本来の職務を行っていくだけでいっぱいいっぱいというのが先

生方の現状じゃないか。そこでどういうふうにこの自分のよさを活かしていくかというところに、

あるものを活かしていこうじゃないかというのが私の考え方です。わざわざ私の話をするために人

を集めない。人が集まっているところで話をする時間を少しもらう。そういうふうに学校の中で活

動を始めました。よくよく学校の中って見てみると日本の学校はすごくシステムが整っているので、

わりとやりやすいですね。いろんなそういうチャンスはよく見るとあります。例えば本校ですと、

昼の放送ひとつとっても文化委員の子が音楽をかけているだけなんですが、そこで文化委員の子と

交渉して時間をほしい。毎日１つだけ挨拶をしていったりルーマニアの学校の様子の話をしたりし

ているうちに、また広がっていく。また、掲示コーナー、学校というのは至る所に掲示する場所も

ございます。それから全校集会、学年の取り組み、本当にあります。その中であまり自分に負担を

かけずに、ちょこちょことやっていくうちに学校の中でも存在感が出てくるというか、自分の居場

所というか、認めていただけるようになりますね。２年目３年目、それをどういうふうに広げてい

くかというとこなんですけれど、自分の活動にしないというところです。例えば、物をおくるとい

っても生徒会の責任でやっていただく。国際協力で共同で企画を出していただく。自分はその中の

エッセンスの自分しかできない場所だけとっていく。全部どうしても自分はやりたいと思ってしま

うんですね。でもまわりの人を当事者として、まわりの人が自分でやるんだというふうに意識して

いただいて進めていくと、本当に自分は小さいですけれど意外といろんなことができます。そんな

ふうに２年目３年目と取り組んでおります。 

その中でどういうふうに理解者、協力者を得ていくかということなんですけれど、いろんな人に

当たり前ですけど相談をしながら。それから日本では企画書は大事だなと思いました。２ヶ月前の

企画委員会、１ヶ月前の職員会議、こんなところでたった１つの昼の放送、小さな取り組みでもそ
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ういうことを出しておくと非常に理解を得やすいですし、はっきりとした意図を理解してもらえる。

現場の同僚ですね、教職員は自分の仕事でいっぱいいっぱいですから、こういう余分なことに対し

てなかなか協力をお願いできない。でも理解者であってもらわないといけない。教職員には理解者

であってもらわないといけない。そして子ども、PTA、地域の方、そういった方々を協力者にしな

がら進めていくと、なんとなくルーマニアがすごく有名になってきたという、そういうところでは

ないかなと思います。それからですね、もう１つ、どのように還元するかということで、企画力、

実践力という目に見えない直接的な経験でないところをどう活かすかというところなんですが、私

は組織を作ったり、人人人をつなげるということを非常に学んで参りました。そこでその力をどう

活かすかということで、大東市タバコゼロプロジェクトというのを立ち上げています。これは大東

市の１つの学校だけじゃなくて、全ての中学校それから各保健機関ですね、それから市役所、そう

いったところが連携をとりながら１つのタバコゼロに向かってプロジェクトを進める。もう１つは、

プロジェクトT、谷川の略なんですけれども、学校の中で谷川中学校を大好きになるような生徒た

ち、そういう大好きな谷川中学校を育てていこうというボランティアグループで、突然活動が始ま

る。例えば、クリスマスに学校を飾る、楽しくやる、そんな企画を進めたり実践をしております。

なかなか現場にいると１人で１つのことを進めるというのは大変なんですが、今日この場に来て皆

さんのいろんな発表を伺って、また新鮮な気持ちでやっていこうかなと思いました。ありがとうご

ざいました。 
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「長野県教員等ネットワーク」の活動について 

 

北原 三代志 

（15－1，バングラデシュ，体育，長野県須坂市須坂園芸高校） 

 

 

長野県須坂園芸高等学校から参りました北原三代志と申します。よろしくお願いします。私は１

５年度１次隊でバングラデシュ、体育、ということで、体育大学で教員養成の事務所に所属してお

りました。 

最初の写真ですけれども、今年というか今年度、１０月に行われました私のクラスの文化祭の写

真です。後ろにパネルがあるんですけれども、これJICAの駒ヶ根からお借りしたパネルで、また後

ほど連携についてお話ししますけれども、今日は長野県教員とのネットワーク活動についてという

ことで、帰国した隊員、それから国際協力に興味のある先生方、それから総合的な学習の時間等で、

教材作りで悩んでいらっしゃる先生方の連携プレーのお話をしたいと思います。 

長野県教育委員会の課題ということで、当時平成１７年だったんですが、義務教育課長さんが

JICA駒ヶ根の方に、なんとか外国籍の子どもたちの対応ということで協力をしてもらえないかとい

うことで相談がありました。そのJICA所長が我々帰国隊員の報告会で集まったときに組織を作って

協力できないかということで、１８年の１月にネットワークというものが立ち上がりました。 

我々の任務の一つとして、帰国後、活動してきたことをこういうふうに子どもたちにいかに還元

するかということも含まれていたので、私も帰ってきたあとさてどうしようかと思っていたのです

が、でも現場の学校では忙しくてなかなか展開できなかったわけですけれども、まあそういう先生

方がいらっしゃる。それから先ほどもお話しましたけれども、総合的な学習の時間、特に国際理解

という分野でどうやって子どもたちに教えていくというか、授業を展開していったらいいのかわか

らないという方がいらっしゃって、そういう組織作りですね、メーリングリストを始めました。 

主な活動ということで私運営委員なんですけれども、小中高２名ずつ運営委員がいまして、打ち

合わせ、連絡会とか、企画。１０月にも同じような話をさせていただいたと思うんですけれども、

はい。 

HPなんですけれども、これは昨年の３月に、まあ管理はJICAの駒ヶ根にやっていただいてるんで

すけれども、情報交換として、ここに掲載されているものは自由に使っていいと、写真でもなんで

も、逆にそれが今ネックになってなかなか進んでいなくて、本当でしたら、世界地図をクリックす

ると、ここの国にはこの人たちがいて、こういう情報を持っている、ということがさっとわかるよ

うにしたいんですけれども、まだちょっとそこまではいけてなくて、これからです。 

それから先ほどの活動ということですけれどもね、私の文化祭のことを例にあげて連携を説明し

たいと思うんですが、昨年の１０月の文化祭に向けて、夏休み前から生徒たちと話をしてきてです

ね、今２年生の担任なんですが、去年は、１年のときは、一般的な発展途上国についての調べをし

て、今年はバングラデシュに絞って考えようということで「バングラデシュを見よう・食べよう・
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買いましょう」というタイトルで夏休みにJICA駒ヶ根に行きまして、現地で活躍されたボランティ

アの方に、現地の状況を、私が話してもいいんですけれども、誰か他の人が話したほうが子どもた

ちは真剣に聞きますので。でこの候補生の方、バングラデシュに行かれる方と歓談しながらお話を

聞いた感じですね。 

これ文化祭なんですけれども、この方はスリランカOGで、ぜひ手伝いに来てくれということで、

サリーの着付けを教えていただいて、生徒たちも勉強しました。来てくださった小さい女の子に着

せてあげて、それくらい上手にできるようになりました。「見よう・食べよう・買いましょう」とい

うことですけれども、カレーはですね、私がちょっと教えて、スパイスはバングラデシュスパイス

なんですけれども、スパイスと肉以外は、園芸高校ですので、すべて学校の食材を使いまして、ま

あ大盛況で、おいしいと食べてもらえたんですが、あと「買いましょう」ということで、フェアト

レードについて勉強して、シャプラニールというNGOの団体があるんですが、そこに企画していた

だいてですね、売上金は還元しようということで、生徒たちと、まあこういう民芸品を見ると、刺

繍とか、日本とは違った素材を使っているというところがあるので、そんなところからも文化を学

ぶ機会、勉強と。 

私は体育の教員なもので、なかなか授業の中で、こういうことは扱えないんです。文化祭であれ

ば、高校中でできるし、また自分ひとりでできないことも、いろんな情報とかサポートを得てです

ね、で、もちろんこの活動もHPに載せて、こういうようなことをやりましたから、似たようなこと

をやりたかったら、声をかけてくださいということも、HPを通じてですね、呼びかけをしてありま

す。そのような情報交換ですけれども、年に２回、帰国隊員報告会と、あと公開セミナーというと

こで、５月にあったんですけれども、午前中にHPの内容について検討してですね、お昼ちょっと前

から公開予定で、私の方で参加者に活動を説明してですね、ご協力くださいということなんですが。

その中で、模擬授業、塩尻志学館高校の社会の先生で１６－１、エクアドルですね、色々な教材を

作って、こういう授業をやって、あぁいいなぁと思うと、どうぞ教材も持ってってくださいという

ことで、JOCAだといくらかお金とられるんですけれども、ここでは無料で、必要とあらば。また、

隊員候補生を交えてですね、･･･そんなこともやってます。 

今後の課題ということで、いっそう内容の充実をしていかなければならない、小さな問題でもも

ってきて、できれば長野県にとどまることなく他県とも情報交換、あと県内の理解ですとか、そう

いう連携もしていかなければならないんじゃないかと。次回は、ああ１月の、今月ですね、２７日

にまたぜひ行いたいなと思います。 

今県内で問題になっているのはですね、外国籍の子どもたちとその保護者との対応、言葉がわか

らないとか、そういうことで、長野に国際協力推進協会というのがありまして、そこで通訳を派遣

しているんですが、我々もそういうことをお手伝いできないだろうかということで、とくに必要と

されるポルトガル語研修とか、そんなことも、JICA駒ヶ根と協力して計画しております。 

個人的には、今年２月の３日なんですが、須田川（？）というところにあるボランティア団体に

ですね、ぜひバングラデシュの話をしてくれということを頼まれたので、話だけではおもしろくな

いからと、じゃあカレー作りますよということで、カレーを２００食くらい作って、その中で･･･

考えてますけれども、なかなか県知事が変わってしまいますと、我々の思惑も途中で腑抜けてしま
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ったりと大変なんですけれども、がんばっていきたいと思いますので、皆さんのご協力をお願いい

たします。以上です。 
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筑波大学附属小学校を拠点とした 

派遣現職教員支援システムの構築 

 

鎌田 和宏 

（筑波大学附属小学校，社会科教諭） 

 

 

こんにちは。筑波大学附属小学校の鎌田和宏と申します。筑波大学附属小学校では筑波大学附属

小学校を拠点とした派遣現職教員支援システムの構築という活動テーマで国際協力拠点イニシアテ

ィブの方に参加しております。私の方からは、本校の活動について簡単に説明させていただきたい

と思います。 

私ども学校、今年度で２年目になるのですが、昨年度は今画面に出したような活動をしました。

この中でぜひ注目していただきたいのは、派遣の教員の報告書の分析をやって、どういう支援のニー

ズが必要なのかを示しているということです。隊員153人の方、派遣期間に５回の報告書を出されて

いるその報告書に全部目を通してどの時期にどんなような問題点があるのか、またどんなことが支

援として必要なのかということを分析いたしました。それについて今年度19年度の事業ですが、最

終的に成果物として実践事例集に結果を収録したいと思い、どういう支援をすればいいのか考えて

まいりました。我々の学校は教材開発や指導法の研究について非常に長く取り組んでいる学校です

ので、そのノウハウを国際協力に活かせないかということで、派遣時に算数科、音楽科の授業にヒ

ントになるものを作りたいということで、今年度に算数科と音楽科の授業DVDを作成しています。

もちろん現地の先生方とコラボレーションするときの参考にもしていただけると思いますし、また

支援事業の中で教員養成に関わるところでお使いいただけるよう字幕スーパーをいれた授業の実際

のビデオを算数と音楽で作っています。このようなものを使いながら教員研修などできるのではな

いかなということで平成18年度やってまいりました。 

19年度は派遣後も援助ニーズの情報の収集をして、主に派遣後の隊員の先生方の支援をするとい

うことを重点にしてやっております。今年度６月12月、もう実施いたしましたけれど、派遣の隊員

の先生方の経験を活用した帰国後の活動についての支援を考えたシンポジウムとワークショップを

やってまいりました。そのことをふまえ国際教育協力ハンドブックというものをまとめていこうと

いうことをやっております。６月のワークショップは、本校の算数の教員が中南米の方に算数の支

援に行っております経験ですとか、筑波大学のCRICEDの吉村先生の方から中南米の派遣経験の報

告をいただきまして、実際の派遣隊員がどのような現状に直面しているのかをお話いただいたり、

帰ってこられた後にどのような活動をされているかということで神奈川県の小澤先生に実際の授業

実践についてお話をしていただいて、それについて協議をするというワークショップをやってまい

りました。 

それから10月の方なんですが、今お話いただきました北原先生のお仲間の方々においで頂きまし

て、長野県の教員等ネットワークの活動を中心に、帰国後の活動にはやはりネットワークが大切な
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のではないかということで、そのノウハウをいろいろ教えていただくというワークショップをやっ

てまいりました。堀口先生のご発表にもありましたけれど、まずは１人のところから始めるしかな

いというのが現状だというのはいろいろな報告書から読み取れるんですけれど、長野県のケースは

まだ珍しいほうのケースなのかなと思いますが、ネットワークがあっていろいろな学校に実際に行

ってお話されてということがでてきます。あるいは私も北原先生のお話を聞いてなるほどと思った

のですが、私が話してもいいんだけれど別の人が話すことに意義があるというお話がありました。

たぶんバングラデシュについて北原先生が語りたいところもたくさんあったんじゃないかなと思う

んですけれど、あえて一歩ひき候補生の隊員の先生方とか、それから派遣経験者とかそういう方を

お呼びしてやっていくという長野県のネットワークづくりのノウハウをいろいろ教えていただきま

した。これはその時の様子ですけれど、JICAの駒ヶ根の西村さん、キーパーソンだと思いますが、

JICAの駒ヶ根がひとつハブになって長野県の志ある先生たちがつながっていって、そういう組織を

つくっていくという経過についてお話いただきました。これは西沢先生、西沢先生自身は派遣の経

験があってメキシコの日本人学校でした。ちょうどJICA駒ヶ根のあるところが西沢先生の学区であ

ったそうで、西沢先生は駒ヶ根の教育的な資源を利用しながら、国際理解教育、総合学習の中でや

られていったという実践を報告してくれました。実際、派遣前の候補生の方々のお話を聞いたり、

派遣中の方々と郵便や電子メールなどで交流しながら、小学生の子どもたちが外国の認識を深めて

いくというプロセスをご発表いただきました。これはカンボジアに派遣された中山先生が主に体育

の支援ということで経験をふまえながら、帰国された方にJICAのテレビ会議システムを使った交流

をお話いただきました。ワークショップということで、少し授業形式でミニ授業を見せていただき

ながら会を進めていったんですが、カンボジアの言葉を教えていただいたり、カンボジアではどん

なふうに計算をするのか実際に経験させていただきながらワークショップを進めました。そのよう

な２回のシンポジウム、ワークショップの成果を活かしながら、我々の学校ではネットワークをつ

くるということのお手伝い、広報活動とかそういうところでやっていくことがいいのかなと思って

いるのですけれど、もう１つ帰国された隊員の先生方がどのような形で授業実践していくとよいの

かということで、そのモデルの授業プランをつくるところで支援ができないかということを考えて

おります。 

2008年、今年もやりましたけれど２月15日に本校の学習公開研究発表会というのが毎年ございま

す。その場で帰国隊員先生の経験を生かした授業づくりというタイトルで６月のシンポジウムでご

報告いただいた、パラグアイの音楽支援に行かれました小澤明子先生と私で、コラボレーションに

よって公開授業をして国際理解教育をどう考えるかというモデル授業の提案をさせていただこうと

いうふうに思っております。その授業のことを検討しながらワークショップを行って、どのような

教育の協力ができるのか考えを深めていけたらいいかなと思います。このような成果をもとにしま

して、国際教育協力ハンドブック、仮称ですけれど、派遣現職の先生方が帰国後のことまで視野に

入れそれぞれの時期にどんなことを考えていくといいのかということを、実際に隊員の先生方のア

ンケート調査の結果や我々が調べた結果をまとめたハンドブックを作成して、これから行かれる先

生方や各都道府県の教育委員会、教育センターのほうに情報提供をしていきたいと考えています。

以上で報告を終わりたいと思います。 
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パネルディスカッションのまとめ 

 

田中 統治 

（筑波大学人間総合科学研究科） 

 

 

ありがとうございました。まだフロアからご質問あると思うのですが、時間が来てしまいました。

ご登壇していただいた先生方、本当にありがとうございました。私はほとんど何もすることがなく

て楽だったんですが、お話をお伺いしていてJICAが掲げている“内なる国際化”ということを考え

ていました。 

今ですね、外国人児童への対応ということで現場が非常に困っているときに、派遣隊員の方々の

力になんか頼れるんじゃないかとそういうきっかけになっているというのは、私はある意味で日本

が“内なる国際化”という課題に直面したときに、まさしくこの帰国をされた隊員の皆さんの力が

頼りにするとか、まさしくニーズがそこにできているなということを感じました。たぶんこれまで

は帰国された隊員というと外国旅行から帰ったみたいな感じでですね、私も実は留学したりして帰

ってくると今まで遊んでたんだからみたいな大学でそういうことで急に仕事がいっぱい増えたりと

いうこともあったんですが、実は非常に重要な研修の経験を積まれて帰ってこられた方々で、その

方々はただ単なる言葉の通訳とかそういうような力を持っていらっしゃるというだけでなく、非常

に教師としてのコミュニケーション能力を高められた方たちなんだということを行政や堀口先生の

いらっしゃる城山校長先生のように、非常にそういう人たちの力を現場でさらに生かしていこうと

いうような先生たちの研修といいますか、そういうものがだんだんと広がってきているなというこ

とを感じております。そういう意味で今日隊員のみなさんの派遣経験を生かした教育活動というこ

とについて更なる可能性を感じている次第です。 

私たち今、帰国された先生方への支援事業といっているのですが、どうも先生方はどんどんサポー

ターを増やしていってるとか自分たちで作っていってるというとか、余計なお世話と言われそうな

感じもちょっといたしました。私たちもそういう先生方の活動から大変多くのこと学ばせて頂いて

いるなというふうに思います。そういう意味で、こういう現職派遣隊員の先生方の経験というのは

教育の現場に新しい意味での国際協力のスタイルといいましょうか、サポーターを増やしていくと

いうことでの新しい教育活動になっているのではないかなということを最後に感じた次第です。そ

れぞれの先生方も新しい専門性を獲得されたお姿を見させていただきました。どうもありがとうご

ざいました。 
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閉会挨拶 

 

佐藤 眞理子 

（筑波大学教育開発国際協力研究センター） 

 

 

 どうもありがとうございました。本日は年明け早々、また遠路はるばる参加していただきまこと

にありがとうございます。本日の帰国隊員報告会では分科会、パネルディスカッション、各大学か

らは派遣現職教員サポートの活動報告があり、参加者にとりまして実りの多い会であったことを祈

念しております。今現在世界の199カ国の中でいわゆる先進国と称されるのは約25カ国、それに対し

て途上国と分類される国は140カ国に上ります。世界の大多数を占める途上国の社会・文化、そして

途上国の人々への理解はグローバライゼーションの進む世界でこれからの日本の子供たちにとって

なくてはならないものとなります。そういう意味で派遣現職教員は途上国の教育にとって貴重なり

ソースであるとともに日本の将来を担うこどもたちに国際理解教育を通して異文化教育を深めると

いう意味でも貴重な人材です。これから派遣される先生方、それから派遣を考える先生方が、派遣

現職教員のプログラムの目的を理解し、このプログラムのますますの充実にご深慮下さればと存じ

ます。これで帰国隊員報告会を閉会いたします。どうもありがとうございました。 
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－帰国隊員報告会－ 

アンケート集計 
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開発途上国における派遣現職教員の活躍 
－帰国隊員報告会－ 

アンケート集計 

 

 

Q1 プロフィール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q2 今回のシンポジウムの全体的な評価を次の中から選択してください。 
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Q3 以下の項目についてのご意見をお聞かせ下さい。 

（1）派遣現職教員の任地での活動について具体的なイメージを持つことができた。 

 

 

 

 

 

 

（2）協力隊派遣前の準備や心構えについて参考となる情報を得ることができた。 

 

 

 

 

 

 

（3）我が国における国際教育への意識が深まった。 

 

 

 

 

 

 

（4）我が国における国際教育のための準備や心構えについて三等となる情報を得ることができた。 

 

 

 

 

 

 

（5）国際教育協力のための人的つながりを持つことができた。 
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Q4 一層深めたいプログラムは次のどれですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理由 

・分科会で幼児教育に関する発表がなく残念でした。現地での教示教育の活動報告を拝見する機

会が少ないです。 

・（分科会では）もっとたくさんの会場を見たかったがムリでした。残念。「ネットワーク」の大

切さを、多くの関係者で共有できたことはありがたい。さらに認識を深めていきたい。 

・将来参加を考えております。どのような活動をなさっていたのか、また嬉しかったことのみな

らず、苦労もお話を聞けたら幸いです。 

・今年度現職派遣の応募をしましたが、残念ながら行くことができませんでした。校長からは養

護教諭は授業で還元できないから派遣しないらしいと言われましたが、今日堀口先生のお話を

聞いて養護教諭でも帰国後にその経験を活かして活躍できることが分かり、心強く思いました。 

・立場によって深めたいプログラムは異なってくるとは思うのですが、派遣前の私には２，３に

注目しておりました。特に３の方はこれからとても活用できるプログラムであったように感じ

ます。そして４の方は帰国後、「こんなこともできるのか？」「何かしてみたい」という想いが

芽生えるものとなりました。 

・個人的には、養護の隊員の方の話をよりたくさん聞きたかった。 

・生の声をもっと聞きたかったから。 

・②具体的な写真や資料を見せて頂くことで、イメージが膨らませられる。③個人で活動するだ

けでは不安だったので、こういったサポート体制を知られてよかったです。 

・パネルディスカッションを行う意味は見い出せない。分科会で十分にOB・OGの活動報告及び

帰国後のフィードバックは伝わっている。ネットワーク作りのベースについての話は、興味深

かった。 

・H.20年から派遣させていただきます。日本に帰国したH.22～英語活動が授業に組み込まれます。

英語と言う視点だけではなく、国際理解といった広い視点からの授業をつくりたいと思ってい

ます。その具体的取り組みを知りたいです。 

・これから派遣予定の身としては、実際の活動を気にしたお話を聞く機会は大変有り難かった。 

・JOCVの活動はとても有意義だった。しかし、それを活かす方法がなかなか見つからず還元活
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動ができていないのが現状。パネルディスカッションはとても参考になった。 

・帰国してから一定の時間が経過していることから、JOCV経験が十分にこなれており、興味深

い内容であった。なお、パネルディスカッションは、パネラーの事例紹介に時間がとられ、も

う少し議論を深めたかった。 

・あと10分ずつ長ければ･･･。 

・協力隊員の生の声を届けて欲しい。 

・帰国後、日々の校務と還元活動の両立に悩みを抱えているため。 

・全国の先生方の（協力隊の）ネットワークづくりが着々と進むことを願っています。京都市教

育委員会も協力隊員採用教員・現職教員・シニア教員の方々と、ネットワークづくりを進めて

います。全国へと広がることを目指しています。長野県のネットワークとつながることを願っ

てます。 

・予定の100人に到達していないのが残念。 

・帰国後の教育活動について、もっと多くの時間とそれぞれの先生方の活動をじっくりと伺いた

かったです。 

・帰国隊員の経験を日本の教育に活かす必要性を実感したから。 

・②現地の生の声に過ぎるものはないと思います。③「小学校教諭」のサポート活動報告を伺い

たいです。 

・①どうしてもまだ派遣される教員が少ないため、教頭が３月頃口頭で案内（紹介）しても、関

心を示すところまでいかない。でも時間や環境的なものが整えば、関心を示してくれそうな教

員は多いと思う。受験者が不足している現状は、こうした問題が絡み合っているように思う。

②管理職の先生の考え方を変えていくためにも大切に思う。管理職研修の中でもしつこくない

程度にビデオを流すなどすると良いと思う。私の場合、校長が昔、協力隊に行きたいと思った

ことがあるということだったので、そんな校長先生が増えていけば広がると思う。 

・色々な国の現状や隊員の方々の実践をもっと知りたいと感じたから。今回、多くの報告を拝聴

しいろいろな国のことを知ることができたが、知らないことがまだまだあると感じたため。 

・①５分間の挨拶ということではなく、今回の形でももう少し丁寧に話してもらえればよい（時

間的に）。④帰国後を視野に入れてこそ２が生きる。おのずと日本の「現在の教育を考える」こ

とにつながる。 

・なかなか隊員の方のお話を聞く機会はないので、とても興味深く役立った。 

・派遣を控えているので、実際に体験してきた方の話は臨場感があってとても有意義だった。発

表は要請に対するものがほとんどだったが、別枠でもプログラム２の中でもよいので、「日常生

活」についての様子をもっと知りたいと思った。 

・実情を直に伺いたいため。報告書から読み取れない部分。同時に４分科会は残念。せいぜい３

分科会くらいで。重なっていて拝聴できなかったので。時間配分に考慮必要。特にプログラム

１は５分間隔は所詮無理でしょう。 

・参加した先生方本人の声を聞くことができて、質問したいことなどがイメージしやすかったの

で･･･。 
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・現職教員制度の良さや成果をどんどん集大成していく研究機関（サポート体制）があると、隊

員の貢献もより価値的なものとなると思いましたので。 

・いろいろな国に行って活躍されている先生方の活躍以外にも仕事の内容、悩み、喜び、帰国後

のことなども教えてもらいたい。 

・サポート活動報告については、別の機会でも良いと思う。主に帰国報告についてを中心にやっ

たほうが良いのではないか！ 

・年々帰国隊員が増えていくので、都道府県段階で組織的な活動ができるようにしたい。各県で

国際理解教育の出前授業が、要望内容・学年に応じた対応ができるようになれば子どもたちへ

の大きな宝物となろう（県によってはOB会ができているようだ。）。ネットワークづくり①既存

の組織の活性化②まず足元から。貴方と私で！③なければ作ってしまおう。 

・国際理解教育の授業や教材作りに関心があります。ESD（持続可能な開発のための教育）に関

わっています。ESDにJOCVの方々の経験を生かしていただければとも思います。 

・日本と海外の双方に大切。教員の資質改善に必修のプログラムであると思います。（５年くらい

経った人には必ず声かけるなど必要？） 

・実際に現地で活動された先生方のお話が最も貴重だと思います。 

・帰国後の活躍をアピールすることで、事業全体の評価につながる。 

 

その他 

・プログラム４は帰国隊員にとってとても有意義でした。実践紹介含め、もっと話を聞きたかっ

たです。しかしそうなってしまうと、候補生にとっては物足りない内容となってしまうかもし

れません。帰国隊員だけ集まっての研修会があればとても嬉しく思います。また今回のように、

出張扱いで要請で来られると、参加しやすいです。 

・「現職教員特別参加制度」を第３者が評価した結果を報告する時間をしっかり確保したほうが

いいのではないかと考える。派遣予定の方にもそうの情報は役に立つと思う。そろそろ重要性

を指摘するだけでは不十分な感が否めない。 

・色々 

・これから教員を目指す人へモチベーションの向上、動機付けの場としての役割。 

・他機関との連携（国連機関、NGO等）をどうするか、を考える場があってもいいと思います。

ネットワークづくりの重要性は分かりますが、低コストで効率よく展開していくためには他機

関との連携が欠かせないと考えます。また、協力隊とは違う別の視点の「気づき」も生まれる

と思います。 

・現職教員参加制度そのものを現場の先生方がまだ知らない現実がある。また、いろいろな大学

が支援していることを多くの人が知らない。この２つの事実を普く広報することが重要だと感

じました。 
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Q5 帰国後に経験を生かしたどのような活動をなさっていますか。 

・思っていたほど経験を活かす場面が少ないように感じる。自分では特にこれといったものは行

っていないが、環境教育の授業の中で途上国のゴミ処理の現状の写真などを用いて、経験を活

かしている程度です。 

・授業の中で話す。通信。講演。 

・分科会でもお話しましたが、校内では経験を伝える（授業、クラス、学年など）、後任との連携。

校外では経験を伝える(他の高校)、日本語習得支援ボランティアへの参加 

・授業中に、フィジーの農業の話をしています。家庭科、食品科学科の先生方を対象に、現地の

料理、加工食のつくり方講習会を行いました。JICA横浜での協力隊募集説明会に参加しました。

校内では、あまり大きな声で活動をしておりません。少しずつ理解のある先生方や興味のある

生徒を取り込んで進めています。 

・帰国報告や日々の授業での紹介程度でとどまっています。 

・授業や道徳、特活の中で、テーマに合った内容を話す程度。 

・現時点の日本の特別支援教育の現場での授業の中では、なかなか活動を活かせていません。自

分の考え方、気持ちの変化、成長という点では日々の活動の中で行えているかとは思っていま

す。このような中で、養護隊員が見える形での還元活動としては、本日のこのような場での活

動報告があると思います。今後も、このような場面に積極的に参加したいと思っています。ま

た、各県の様々な教育の研修会などで活動を伝えられる場などがあってくれたらと思っていま

す。 

・帰国後の活動として、学校現場での様々な場での報告活動が中心である。他の学校等へも行き

出張出前講座なども行ってみたが、なかなか現場を離れることの難しさを痛感した。現場での

別の仕事のほうに追われ、自分の経験を生かすという状況ではなかった。実際は難しいようだ。

特に帰国前より帰国後については難しい。 

・帰国後６月に「ベトナムの子どもたち」というテーマで公開授業をした。子どもたち（クラス

の）だけでなく、他の先生にJOCVの活動を知ってもらえた（それまでは伝える場がなかった。）。

派遣中よりならの地元の新聞にベトナムでの出来事を連携した（全30回）。クラスの子に、ベト

ナムの出来事（言葉や文化等）を話で伝える。また、ごく稀に学級通信にベトナムのことを書

いている。 

・（社）青年海外協力協会の職員として、主に帰国隊員の社会還元活動を促進するための事業の企

画・運営を行っています。 

・普段の授業の中で何かと任国を持ち出す。他校でゲストティーチャーに呼ばれた。 

 

Q6 感想や気づいた点などございましたらご記入ください。 

・大変貴重な機会でした。一人一人の経験者や派遣中の隊員が、「個」ではなく、このように多く

の人たちのサポートを受けている（あるいは、その気になれば受けることが可能である）こと

は、素晴らしいことである。また、今後「国際協力イニシアティブ」などにより、関係者の活

動の体制が、分厚いものであることは心強い。ぜひ、最大限に活かさなければと思いました。
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１月27日には長野県内で「報告会」を行いますが、本日の内容や情報を伝えていきたいと思い

ます。 

・S.60年度隊員OGでした（ザンビア･公衆衛生）。当時は全く日の目を見なかったこの分野がこの

ようなシンポジウムを開く時代になり、大変嬉しく思いました。 

・本日はお世話になりました。今回は派遣後の教育活動について話をさせて頂きましたが、皆さ

んが苦労されながら活躍されていることを知り、励まされました。またよろしくお願いします。 

・昨年も参加させて頂き、前回とは違う立場（派遣予定なので）でたくさんの方のお話を伺うこ

とができました。プログラム２をメインに参加したのですが、やはり生の声は大切だなあと感

じました。うまくいった時もそうですが、苦労していたときの話の方がなんだか参考になった

ように感じます。どの隊員も試行錯誤された様子が伝わってきました。現職としてあと３ヶ月

で訓練に入る身分としまして、「今できることは何であるのか」また「今やっておくべきことは

何であるのか」というお話をたくさん伺いたいと思います。OBの方と直接お話できる機会です

ので、この後の会で伺いたいです。派遣前、訓練前からたくさんのネットワークを築いておけ

ればと思っております。今回はたくさんの方の貴重なお話を伺うことができ、大変勉強になり

ました。ありがとうございました。※名札が見えづらいので、OB・OGの方や派遣予定の人に

は国名と職種が書いてあるとお話しがしやすいなと思います。次回はそのようにお願い致しま

す。 

・大変参考になりました。兵庫県内の派遣隊員もより充実したものにしていく必要を感じていま

す。今後とも宜しくお願いします。 

・このように、つながりの持てる会は有意義かと思います。 

・派遣されるのがとても楽しみになりました。ありがとうございました。 

・とても参考になることが多く、ありがとうございました。 

・①もう少しテーマ、問題点の明確化を希望します。②時間が長すぎると思います。①とも関連

するのですが、時間を半分にしてもっとテンポよく進めていただければと思います。③ホール

のコンディションが悪い。ドライ過ぎると思います。 

・優れた派遣成果を上げた方のお話を直接伺い、熱意が伝わってきた。困難を乗り越えられなか

ったらしき方からは、様々な問題に気づかされ、心構えをしっかりしようと思わされた。派遣

に向け、ネット上の情報を参考にしてきたが、こうして隊員報告や各方面で（各方面を）サポー

トしてくださる先生方の講演によりいっそう理解が深まり大変有意義でした。望むらくは、出

張扱いにできるよう、学校へ出張命令を出して参加をしやすくして頂きたい。（それでも自腹を

切ると･･･身銭を切るからためになるのだとも思います。） 

・派遣中だけでなく、帰国後のお話を聞くことができ、大変勉強になった。もしできれば、参加

者の名札に色分けするなどして、OB・OGなのか候補生なのか等が簡単にでも分かると、休憩

時などに声をかけやすく、人的つながりをつくりやすいと思いました。良い機会をありがとう

ございました。 

・帰国してもうすぐ１年、改めて還元活動の重要性と可能性を感じることができました。大阪で

も広がるといいな･･･頑張ります。 
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・私たち（17-1）の頃のシンポジウムの時は、派遣前の先生方のためのシンポジウムだったよう

に感じました。今日は、派遣前の方が少ないように思いました。 

・”内なる国際化”についても今後力添えしていけるだろうか。新たな視点を頂き、ビジョンを

頂いた。 

・派遣される前にこのような機会があり、とても参考になりました。やはり、教材･教具や学校体

制などの環境は具体的に予想できなくて不安になるので、今回の研修で分かった部分もあり、

ありがたかったです。一つ一つの報告について、もう少しじっくり詳しくお聞きしたかったの

で、時間が短かったのが残念でした。ありがとうございました。 

・今回驚いた点においては、３年前私が候補生として参加した時より、参加者の様子が変わって

いることでした。３年前は、ほとんどが候補生の参加だったのに対し、今回は大学の関係者や

各分野の専門家の方が多くいらしたことにびっくりしました。現職参加に対してとても広がり

ができていると思うと同時に、層（参加者の）が広い分、プログラムのポイントを絞るのが難

しいと感じました。個人的には、今回経験を発表させていただく場を与えていただいてとても

嬉しく思いました。しかし、少しどこに合わせて発表したらよいかというところでとまどいが

ありました。私の方からも、もっと連絡を取らせていただき、内容を詳しく確認していればと

反省しています。全体的には、今回参加させていただいて還元活動に少し限りを感じ、ひびの

職務の忙しさに流されていたところがありましたが、いろいろなシステムがあることを知れた

り、実際に活動されている方の話を聞けて、私も自分のできることを何か始めたいと思いまし

た。協力隊精神がよみがえりました。 

・少し報告数が多くて何名かの発表内容が途中で終わる感じのものがあったのが、少しもったい

ない気がしました。 

・帰国報告会を各府県単位で開催することを希望します。 

・時間進行（Time table）にはもう少し余裕を持たせた方が良いと感じました。 

・資料が多く、帰ってから読んでさらなる参考にさせていただきたいと思います。本日はありが

とうございました。 

・いろんな話が聞けて参考になりました。 

・現地での具体的な活動の様子を知ることができてよかったです。苦労していること（自分の願

い、現地のニーズ、意識の違い）も知り、その中でも自分が出来ることをやっていくことが大

事かなと思いました。国の特徴についてもっと事前に知っていると活動がよりスムーズに進む

かもと思いました。 

・受付で「抄録集」と各発表者のレジュメを頂いていたので、どの分科会に行くかより検討しや

すく有り難かったです。分科会のタイムテーブルですが、例えば「小学校教諭」を目指してい

てすべて見ていきたいのですが、同じ時間ですと十分に参加できず考慮していただけると有り

難いです。急遽の分科会もあったようですが、資料が準備できない等あります。折角のシンポ

ジウムですので、パワーポイント等準備していただけるよう、事前準備をお願い致します。昼

食をJICA内でとれることは大変有り難かったです。会場配置図は封筒に印刷してあると見やす

いです。紙１枚節約できますし。 
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・昼食のときに同じ茨城から派遣された方がいらっしゃり、みんなの前では聞きづらいようなこ

とも気軽に聞くことができてラッキーだった。どうしても今、不安が多く、誰に聞いたらよい

か分からないことばかりだったので、今回参加してよかった。他に派遣される隊員とも仲良く

なり、良い点や情報を得たりしていきたい。帰国後どうしていったらよいのか、しつこくなら

ないように聞きたいと思う人を増やしていくには、何をどういう順にしていけばよいのかまで

聞くことができたことも良かった。２月15日のJICAつくばのワークショップ？にもぜひ参加し

たいと思う。（でも今は、家族と一緒にいる時間を多くするという目的もあるのではっきりは言

えませんが･･･） 

・現職教員として参加の希望を検討しています。今日の報告会で、いろいろな種類の実践がある

ことを知り、私も参加できたときには自分自身の実践を見つけたいと感じました。また、任国

での現地の人々や同じ隊員の方とのつながりも大切であることが良く分かりました。人と人と

の出会いの素晴らしさを私も感じたいと思います。帰国後、どんな教育活動を進めていくのか

という事も不安がありましたが、OB・OGの方やJICAや大学関係者の方が熱心に取り組まれて

いることがすごく伝わり、少し安心しました。任国でも帰国後もつながりが大切だとよく分か

りました。たくさんのことを学ぶことができた良い一日でした。ありがとうございました。 

・限られた時間の中でどなたもが十足のお話でしたが、これが「おわり」でなく「スタート」と

考えれば、たくさんの情報をもらえてよかったと思います。ホームページサイトのトップペー

ジのような感じで･･･。分科会は「３」を通して４人の話を伺いましたが、どなたも素晴らしい

活動をされてきたと思います。JICAはボランティア事業のプログラム化についてもう少し説明

したほうがその中での教育協力の意義が分かりやすいでしょう。ネットワークづくりは、以前

より環境は整ってきているので、進んでいくと思います。20年前に「こういうことをやりたい」

と思っていたことが「派遣現職教員サポート」の方々により、実践されていると感じました。

これは「派遣現職教員サポート」からもっともっと広がっていくとよいと思います。 

・いろいろな話を聞くことができて有意義な会だった。分科会と分科会の間が短く、質問やお話

を発表者の方としたくてもできなかったので、コーナー（部屋）のようなのがあってお話でき

たらよかった。 

・発表された先生方が自信を持って説明していたところに現職教員参加制度の意義と教員自身の

有益さを感じることができてとても良かったです。ただ、発表者の方々は時間が不足していた

ような気がしました。参加してよかったです。ありがとうございました。 

・分科会３のビデオ撮りの方の位置が前過ぎて、後ろから前のプロジェクターの画面が見えませ

んでした。撮る位置は良く考えてほしいと思いました（ずっと立って撮られていたのも見えな

い理由の一つかもしれません）。今回このような研修会があることを派遣候補生にならないと知

りませんでした（私の意識が低かったのも原因かと思いますが）。今後、広く公立学校に研修案

内が送られ、広報されると良いなと思いました。 

・私は日本語が大好きで日本語教育に興味があります。もし来年度（H.20年度）の教採に合格し

たら、３月末までの期間を使い日本語教師養成学校に通うつもりです。「小学校教員として日本

語教育の正しい知識と技術を持って、国内だけでなく青年海外協力隊、地域ボランティア等で
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教育分野で活躍したい」という夢が、このシンポジウムで目標に変わりました。教採に向けて

これ以上の動機付けはありません！参加してよかったです。ありがとうございました。 

・改めて協力隊の魅力が高まりました。自分は「登録」という形で連絡が来るのか来ないのか待

っている状態ですが、もし今回が無理でも次回またチャレンジしたいと思うことができました。

それくらい興味のある話が聞けました。有り難かったです。また、たくさんの支援、ネットワー

クについても知ることができ、大変参考になりました。ありがとうございました。 

・これから現職教員派遣について進めていく方向だと思うのだが、学校現場の状況を見ると新採

の人数が大変少なく、２年という期間現場から離れるのは大変である。特に地方ではそれが強

いようだ。ちなみに自分の学校では、私（39歳）が男性教員の中で１番若い状況である。地域

差はあるが全体的にも平均年齢の増加はどう考えておられるか教えてほしい。シニア派遣はな

ぜないのか？ 

・年々内容が充実してきている。今回のパネルディスカッション、大学の隊員に対するサポート

活動は派遣中はもとより、これからの候補生にも心強く感じたのではないか。来年（次回）も

このサポート体制を充実して発表していただければと思います。 

・JICAでの広報も可能な限り実施したが、参加者は思ったほどいなかった。今後の取り組みとし

て、全ての技術顧問への声かけ、全国にいる進路相談カウンセラーへの直接の呼びかけをして

いくことが必要と感じた。イベント･講演会が数多く開催され、案内に対する興味･関心が低い

問題がある。如何に興味ある報告を多くの教員に伝えていけるかが課題と思う。明年に向け、

もっと多くの方に聞いていただけるようにもっと広報したい。 

・初めて伺い、皆様の活動を知ることができました。２年間現地で活動されたお話と、よりよい

協力を実現するための教材や手引きの作成についての取り組みの成果に期待します。ACCU（ユ

ネスコアジア文化センター）などがこれまでに作ってきた識字教育や環境教育の教材がありま

すので、そうしたNGOとの連携がなされているのか知りたいところです。 

・派遣前に参加すれば有意義な研修になったと思うが、帰国後ではあまりメリットは感じない。

帰国後の実践を発表する分科会（それを中心に）があってもいいのではないだろうか？ 

・シンポジウムの準備、実施、お疲れ様でした。 

・最初のDVDがよく聞こえなかったので、残念でした。都合で午後の部に参加することができな

かったのも残念でした。申し訳ありません。 

・発表者でしたが準備の時間がほとんど取れず、申し訳なかったです。もう少し早くお話をいた

だければよかったと思います。それでもよい機会と思ってチャレンジし、実際自分も学べるこ

とがあり有り難かったです。 

・派遣前の隊員向けたプレゼンを用意した方が多いわりに、会場の中にはシニアレベルの年齢の

方が多かった（大学関係等･･･？）。なので分科会の一部は、すでに多く見聞している層向けに

具体的テーマに分けて論じた方がよいのでは（例：帰国後のネットワークづくりなど）。時間運

営が的確で、スタッフの方々がしっかりしていました。気持ちよく会議に集中できました。お

疲れ様でした。 
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